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序

　 Virginia　 Woolfが 、人 間 の内面 よ りも外 的 な事実 に重 きを置 くArnold　 BennettやH.　 G.

Wellsの よ うな従来 の作 家 た ちを 「物 質 主義者 」 だ と批 判 し、 よ り リアル な人 物描 写 を 目

指 す べ く、 「意 識 の 流 れ 」 を 用 い て 人 間 の 内 的 心 理 を描 い た こ と は よ く知 られ て い る

("Modern　 Fiction,"7)。 こ うした人 間の 内的 な心理 を描 くこ とを探 求 したモ ダ ニズ ム作家

た ちは、人 間 の外見 描写 よ りも内面描 写 を重視 してい た と一般 的 に考 え られ てい る。 しか

し「心 と体 や脳 は融 合 して お り、別 々 の仕 切 りで 分 け られ て いない 」(ARoom　 ofOne's　 Own,

23)と 述 べて い る よ うに、ウル フは、人 間 の内的 心理 に光 を当て るの と同時 に、外 的 な要 因

の内面 へ の影 響 につ い て も関心 を抱 いて いた よ うにみ え る。 さらに この よ うな精神 的な も

の と物 質 的な もの との調 和 を描 くこ とは、E.　M.　ForsterのHowards　 Endが 代 表 す る よ う

に、 ウル フ と同時代 の20世 紀英 国モ ダニ ズム の小 説 に共 通す るテ ーマ で あ る とい え る。

そ の物 質性 ゆえ に食 の描 写 は、モ ダニ ズ ム小説 を論 じる際 に、軽視 され る傾 向に あっ たが、

モ ダ ニズ ム小説 の 中で それ らは、従来 の小 説 にお け る よ うな外 的事 実 を表 す だ けで な く、

内的 な心理 と も密 接 に関わ った もの と して機 能 してい る。

　 ウル フは、小 説 の 中の食事 の重 要性 につ い てA Room　 of One's　 Ownの 中で次 の よ うに述

べ て い る。

   It is a curious fact that novelists have a way of making us believe that luncheon 

parties are invariably memorable for something very witty that was said, or for 

something very wise that was done. But they seldom spare a word for what was 

eaten. It is part of the novelist's convention not to mention soup and salmon and 

ducklings, as if soup and salmon and ducklings were of no importance whatsoever, as 

if nobody ever smoked a cigar or drank a glass of wine. Here, however, I shall take
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the liberty to defy that convention and to tell you that the lunch on this occasion 

began with soles, sunk in a deep dish, over which the college cook had spread a 

counterpane of the whitest cream, save that it was branded here and there with 

brown spots like the spots on the flanks of a doe. (A Room of One's Own,  12-13)

ウル フが上 記 で 「あ たか も重要 で はな いか の よ うに」「食 べ てい る物 につ いて ほ とん ど言及

して いな い」小説 家 た ちの 「しきた り」 を批判 してい るよ うに、 ウル フに とっ て食 事 を描

くこ とはモ ダ ニズ ムの実 験 と密 接 に関わ った重 要 な役割 を果 た して い るのだ。

　 この よ うに ウル フ は、小説 の 中で食 事 を描 くこ とに強い 関心 を示 し、多 くの小説 の 中で 、

食 事 に重要 な役割 を与 えて い るが、彼 女 のそ うした食 事 の描 き方 は、時 と して否 定 的に捉

え られ て い るよ うに見 え、極 め てア ン ビ ヴァ レン トで もあ る。例 えばTo　 the　Lighthouseで

は、食 事 を共 に と るこ とで 、会食 者 同士 が結 びっ け られ る よ うな比較 的祝 福 され た食 事 の

場 面 が登場 す る。 しか しそ の一方 で 、Mrs　 Dallowayの 中で は、食 べ る こ とが 当時 の安 静

療 法 とい う治療 と結 びつ き、登場 人物 を苦 しめ る否 定 的 な もの と して表 現 され てい る。 こ

うした食事 に対 す るア ン ビ ヴァ レン トな 見方 は、 ウル フ が摂 食 障害 で あった こ とと関係 し

てい る よ うに思 われ る。

　 第1章 「Virginia　Woolfの 「食 べ 物 に対す るコ ンプ レ ックス」」で は、 ウル フの 「食 べ物

に対す る コンプ レックス」 と当時、 ウル フが精 神 の病 の治療 として 受 けてい た 「安静療 法

(rest　cure)」 との 関わ りに注 目 してい る。『ダ ロ ウェイ 夫人 』 の 中で 、　Septimus　 Warren

Smithが 強 い られ る 「安静 療 法」 は、絶対 的 な安静 と食 事 を無理 や り摂 取 させ る こ とに よ

り体重 を増 やす こ とで 、精神 と身 体 の健康 を取 り戻 す た めの治療 で あ り、 当時 の優 生 学的

な思想 が反 映 され てい る。第1節 「、?llrs　Dallo　wayに お け る食 事療 法一Virginia　 Woolfと

摂食 障害」 で は、『ダ ロ ウェイ夫人 』 のテ ク ス トを通 して 、 「安静 療 法」 の食事 療 法 とウル

フの摂 食 障害 との 関わ りにつ い て論 じる。

　 第2章 「Virginia　Woolfに お け る食 の政 治 学」 で は、 フ ェ ミニ ス トと して知 られ る ウル
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フの食 を通 して示 されるジェンダー ・ポ リテ ィックスについて明 らかに してい く。 ウル フ

は、 しば しば食の描写を子供 の精神的な成長を通 して、ジェンダー化 の過程 を描 くために

利用 している。 さらにウルフは、性的に男性に摂取 される対象 として、女性 を食べ物にな

ぞ らえている。第1節 「To　the Light houseの 中の 「食べ られ る女たち」」では、『灯台へ』

の食 の表象 を分析す ることで、子供の精神的な成長 と食 との関わ りや 、男性 と女性 にとっ

ての食の持つ意味の相違な ど、食 に関するジェンダー ・ポ リテ ィックスを明らかにす る。

　食事 を通 して示 されるこ うしたジェンダー ・ポ リテ ィックスは、 ウル フのフェ ミニス ト

的な主張が込め られたエ ッセー 『自分だけの部屋』で も見 ることが出来 る。 この中では、

男子学寮の食事 と女子学寮の食事 を通 して、男性の身体的精神的な豊かさと女性の貧 しさ

が対比 されている。 このよ うな精神的な ものと身体的なもの との結びっ きは、ほぼ同時期

に、女性が作家 になるとい う同様のテーマのもとに書かれた小説Orlandoで も示 され る。

『自分 だけの部屋』 と 『オー ラン ド』では、書 くことと食べることとが結びついてお り、

「食べ る女性」 を描 くことでヴィク トリア朝的な家庭内天使像か らの解放 と女性の精神的

自立を表 している。そのため第2節 「OrlandoとA　 Room　 of　One's　Ownに み る 「教養に裏

付 けられた食 い意地」」では、こ うした食べることと書 くことの関わ りについて論 じる。

　精神的なもの と身体的な ものの調和 を描 くことは、モダニズム小説 に共通す るテーマで

ある。 さらに これ らの小説の中で、食事は、人 間の内的な心理 と密接 に関わった重要な役

割 を与 えられてい る。第3章 以降では、モダニズム小説全般 における食の表象 について検

証する。

　人間の外見を示す外的な ものが、内的なもの と切 り離せない理 由の一つ として、それが

その時代の時代精神 と強 く結びついていることが挙 げられ る。例 えば小説 の中の食事の描

写か ら読者は、当時の人々の生活様式やその時代の流行や社会の変化 などを見て取ること

が出来 る。第3章 「モダニズムの食卓」では、モダニズム小説 を通 して、20世 紀イギ リス

の台所事情 と当時の階級制度や男女の性役割の変化 を読み解いてい く。

　第1節 「モダニズムの 「料理男子」」では、現在の 日本の 「料理男子」現象 に言及 しな
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が ら、モダニズム小説の中の料理 をす る男性の表象 を分析 し、20世 紀初めのイギ リスの家

庭で起 きた家事労働 をめぐる変化 について検証す る。

　第2節 「Virginia　Woolfの 台所」では、ヴァージニア ・ウル フの二人の料理人に注 目し

てい く。 ウルフは使用人 を雇 う余裕のある当時の裕福な家庭 の女性 としては珍 しく、実生

活の中で 自ら料理を した。 このウルフの料理へ の情熱は、彼女の料理人 との軋礫が生んだ

ものでもある。 さらに彼女の料理人 との関係 は、料理人の 「肖像 を描 きたい」 とい う彼女

の創作意欲 を刺激 し、 ウルフは多くのテクス トの中で使用人 と女主人 との関係 を描 いてい

る。 ここでは、ウル フと彼女 の料理人 との関係 を探 ることで、当時の家庭で深刻になって

いた 「使用人問題」や彼女の料理人たちがウル フの創作に与えた影響 について示す。

　 さらにこうした食の表象は、モダニズム小説 の文体実験 とも密接に関わっている。「1910

年の12月 かその頃に、人間の性質は変わった」("Character　in　Fiction,"38)と い うウル フ

のモダニズム宣言にあるよ うに、モダニズムの作家たちに とって、1910年 は画期的な年で

あった。それ はRoger　 Fryに よる 「ポス ト印象派展」がイギ リスで開かれた年 であ り、そ

の展覧会はウル フをは じめ とした当時の作家たちに強い影響 をもた らしたのだ。その一っ

が視覚 をは じめとす る感覚表現への関心である。E.　M.　Forsterは 、ウル フの食事の描写に

ついて論 じる際に、その感覚表現の巧み さを評価 しているが、 こうした感覚表現を重視 し

ていたのはフォースター も同様であった。 さらにこうした感覚表現は、記憶 と五感 の関わ

りをその小説の中で提示 したMarcel　 Proustな どのフランスの作家の影響 によるものでも

あると思われる。第4章 「色 と味 と匂いのハーモニー一モ ダニズム小説の中の感覚表現」

ではモダニズム小説の中の感覚表現の重要性やそれ と食 の表象 との関わ りを考察する。

　第1節 「Mrs　Dallo　wayの 色使い」では、 ウル フの色彩描写 を通 して、 ウル フの視覚表

現 を分析 していく。 さらにフォースターの用いる聴覚な どの感覚表現について も言及 し、

モダニズム小説の中でいかに感覚表現が重視 されていたのかを検証す る。

　第2節 「味覚の記憶一Ulyssesの"Calypso"に お ける食べ物の消化 と記憶のイ ンターテ

クスチャリティー」では、James　 JoyceのUlysses第4挿 話"Calypso"を 通 して、記憶 と
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味覚などの感覚 との関わ りにつ いて明 らかにしてい く。 さらに第3節 「、Flushにおける食

が結ぶ絆 と匂いの美学」では、ウル フの実験的な小説であるFlushで の味覚や匂いの描写

に注 目する。

　George　 Orwellが 「イ ギ リス料理は、世界で一番まず いと一般的に言われていて、イギ

リス人 自身で さえそ う言っている」(54)と 述べているように、イギ リス料理 はまずい こと

で悪名高い。オー ウェルは、こ うしたイギ リス料理の悪 しきイメージを定着 させたのは、

第一次世界大戦 と第二次世界大戦の間の食料品不足 と配給制度によるイギ リス料理の質の

低下によるものだ としているが、「イ ギ リス料理はまずい」とい うステ レオタイプは、現代

も依然 として残 ったままである。 こ うした悪 しきステ レオ タイプを払拭 させ るよ うに、林

望氏は 『イギ リスはおい しい』 とい う本を書き、イ ギ リス料理の魅力 を伝 えてい る。 さら

に近年、イギ リス小説を食 の観 点か ら分析す る研究書が多 く出版 され、英文学における食

の表象が注 目されている。1そ の中で、モダニズムの個別作家の分析や20世 紀 の作家に注

目したものは見 られるが、モ ダニズム全体 の食 の表象を問題視 した ものはあま りない。2

しか しモダニズム小説において、食の表象 はモ ダニズムの実験 とも関わ り、非常に重要で

ある。そのため本論文では、ヴァージニア ・ウルフを中心にモダニズム小説における食 の

表象を分析することで、これ らの小説の中で描かれ る食 の重要性 を示 してい く。
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第1章 　 Virginia　 Woolfの 「食 べ 物 に対 す る コン プ レ ック ス」

第1節  Mrs Dalloway にお け る食 事療 法一Virginia　 Woolfと 摂 食 障害

1.ウ ル フの 「食 べ 物へ の コンプ レックス」

　 『自分 だ けの部屋 』の 中で 、ウル フは 「あたか も重 要 では ない かの よ うに」「食 べ てい る

物 につ い てほ とん ど言及 してい ない」 それ まで の小 説 家た ち の 「しきた り」 を批判 し、食

事 を描 く こ との重要 性 を主 張 してい る(12-13)。 それ とは対 照 的 に 『ダ ロ ウェイ 夫人 』の 中

で、食 べ る行為 そ の ものが描 かれ る際 には、 ウル フが批 判 の対象 に してい る小 説 家 た ちの

よ うに 「ほ とん ど食 べ てい る もの につ い て言及 」 して お らず 、 さ らに食 べ る こ とが否 定的

な意 味 を持 っ た もの と して描 かれ て い る。実 際 に、ウル フは、そ の 日記 の 中でPeter　 Walsh

が食 事 をす る場 面 が、セ プ テ ィマス ・ウォ0レ ン ・ス ミスの狂気 の描 写 と共 に、 執筆 の際

の 「障 害物(obstacle)」 とな ってい た と述 べ てい る(D2,310)。 ウル フ の この よ うな食 べ る

こ とへ の ア ン ビヴ ァレン トな捉 え方 は、 「食 べ る ことを楽 しん でい た」一 方 で、 「狂 気 の時

には 、食 べ る こ とを拒否 し」、実生活 で ウル フが 「食 べ物 に対 す るコ ンプ レ ック スを持 っ て

いた」(557,1990)とLeonard　 Woolfが 述べ て い る こ とと無 関係 では ない だ ろ う。 第1節

「Mrs　Dallowayに お ける食 事 療法一Virginia　 Woolfと 摂 食 障害 」で は、『ダ ロ ウェイ夫人 』

のテ クス トを通 して、 ウル フ 自身 の 「食べ 物 に対す る コンプ レックス」 とも密 接 に 関った

食 べ る こ との持 つ政 治性 につ い て考 えて い きたい。

2.治 療 と して の食 事

　 『ダ ロ ウェイ 夫人 』 の 中で、 シ ェル ・シ ョックの患者 セ プテ ィマ ス に医師 た ちが用 い る

治療 は、ア メ リカ の神 経 学者 のS.Weir　 Michel1が 考案 した 「安静 療法(rest　cure)」 と呼 ば

れ る治 療 であ った。1『 ダ ロウェイ夫 人』 の草 稿 の 中で、精神 科 医 のWilliam　 Bradshaw
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が述べ る 「牛乳 は 、非常 に頼 りに な るものだ。 それ に生卵 を割 り入 れ、 毎時 間、 で きた ら

も っ と頻繁 に摂 取 させ る」(Gordon　 63-64)と い う言 葉 か ら分 か るよ うに、安静 療 法 では、

食 事 が治療 として使 われ た。安 静療 法 の 中のそ うした食 料 摂 取 は、「人 間の身 体 のエネル ギ

ー は 限 られ て い て
、無 尽 蔵 で は な い ので 」、 「節 約 しな くて は な らない 」 とい うHebert

SpencerやHenry　 Mausleyら の思想 を受 け継 い だ 「エネル ギー保存 の法 則 」 の影 響 を受

けた もの であ った(Greenslade　 134-135)。

　 特 に、女 性 は、生 まれ つ き 内包 す るエネ ル ギー が少 ない の で、大 量 のエネル ギー を消費

す る高 等教 育 な どの 「知 的活動 」 に従 事す る こ とは、 「母 性(motherhood)」 を減 じ、最 終

的 に、 「ヒステ リー 」 な どの精 神 の病 を誘発 す る と信 じ られ て いた(Greenslade　 134-135)。

そ してエネ ル ギー消 費 に よって 「不足 した 血液 と脂肪 」は、治療 の中 で、「完全 な る安 静 と

過 度 に食事 を与 え るこ と(excessive　 feeding)」 に よって取 り戻す こ とがで き る と考 え られ

てい た(Showalter　 138-139,1987)。 治療 中、患者 は 、 「家族 や友 人 か ら隔離 され 、ベ ッ ド

に縛 り付 け られ 、 立っ こ とや裁 縫 、読 書や 書 くこ と、 どの よ うな知 的活動 をす る こ とも禁

じ られ 」、 「食 事 は 、看護 婦 に よって与 え られ る(fed)」。 そ して 「牛乳 か ら始 ま り、徐 々 に

た っぷ りした食 事 で、患者 は50ポ ン ドもの体重 の増加 が予期 され た」(Showalter　 138-139,

1987)。　 つ ま りこの治 療 は 、 「知 的活 動 」 とい う精神 の食 べ物 を患者 か ら奪 い 、身 体 的 な

食 べ物 を強 要す る ことで、患 者 を肥 らせ 、身体 的 に精神 的 に健康 な状態 を取 り戻 す とい う

もの だっ た。

　 こ うした身体 を養 う食 べ物 の重 視 と、 それ に対す る精 神性 の軽 視 は 、セ プテ ィマ ス を治

療 す る医師 た ち に も見 られ る。

   Dr Holmes came again. Large, fresh-coloured, handsome, flicking his boots, 

looking in the glass, he brushed it all aside- - headaches, sleeplessness, fears, 

dreams- - never symptoms and nothing more, he said. If Dr Holmes found himself 

even half a pound below eleven stone six, he asked his wife for another plate of
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porridge at breakfast. (Rezia would learn to cook porridge.) But, he continued, 

health is largely a matter in our own control. Throw yourself into outside interests; 

take up some hobby. He opened Shakespeare- - Antony and  Cleopatra; pushed 

Shakespeare aside. Some hobby, said Dr Holmes, for did he not owe his own 

excellent health (and he worked as hard as any man in London) to the fact that he 

could always switch off from his patients on to old furniture?  (77-78)

医師 のHolmesは 、体重 を 「健康 」の指標 と し、「健 康」は 、食料 を摂 取 し体重 を増 やす こ

とに よって、「制御 で き る問題 だ」と考 えて い る。そ してセ プテ ィマ スが持 って い るWilliam

Shakespeareの 本 をち ら りと見た ホー ム ズは 、そ の本 を 「脇 へ 追いや る」。 さ らに 「読書

をす る時 間が なか った」ブ ラ ッ ドシ ョー は 、「医者 た ち が教養 の あ る人 間 では ない」こ とを

「ほの めかす 」 こ とに怒 りを覚 え、 「教 養 の ある人 々 に対 しで 恨み(grudge)を 持 って いた」

(83)。 ブ ラ ッ ドシ ョー は、安 静 療法 にの っ と り、狂 気 に陥 った 患者 に 「牛乳 を飲 む」(85)

こ と と、ベ ッ ドで 一人 き りの状 態 で、「友人 と も本 とも無 縁 な」「6ヶ 月 の安静 」を命 じ(84)、

そ の結 果 、患者 は 、 「来 た とき に7ス トー ン6ポ ン ドだ った体重 も、診療 所 を 出 る ときに

は、12ス トー ンま で回復 し」(84)、ブ ラ ッ ドシ ョーが 「均衡 の感 覚(asense　 of　proportion)」

(82)と 呼ぶ健 康 な状態 を回復す る こ とがで き る とい うわ けだ。

　 ブ ラ ッ ドシ ョー は、 この 「均衡 の感 覚 」 を健 康 の指標 とし、 「均衡 の感 覚 を欠 いて い る」

人 々 を 「よい血 統 の欠 如 した」 「狂 人 」 とみ な し、彼 らを診療 所 に隔離 す るこ とで、イ ギ リ

ス社 会 か ら排 除 しよ うとす る。 それ は 「よい血 統 の欠如 に よって 引き起 こ され る反 社 会的

な衝 動 を抑 制」す る こ とで、 「社会 の秩 序 と安寧 」を守 り(86)、 「イ ギ リス全体 を繁 栄 」(84)

させ よ うとす るた めで あ る。

3.優 生学 と健康思想

　ブラッ ドショーが治療 において食べ ることを利用 し、それ により社会に利益 をもたらす
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とい う政治的な 目的を実現 しよ うとしていたの と同様に、Lady　Brutonの 昼食会 もまた政

治的な 目的のために食事 を利用 している。

   And so there began a soundless and exquisite passing to and fro through swing 

doors of aproned, white-capped maids, handmaidens not of necessity, but adepts in a 

mystery or grand deception practiced by hostesses in Mayfair from one-thirty to two, 

when, with a wave of the hand, the traffic ceases, and there rises instead this 

profound illusion in the first place about the food - - how it is not paid for; and then 

that the table spreads itself voluntarily with glass and silver, little mats, saucers of 

red fruit; films of brown cream mask turbot; in casseroles served chickens swim; 

coloured, undomestic, the fire burns; and with the wine and the coffee (not paid for) 

rise jocund visions before musing eyes; gently speculative eyes; eyes to whom life 

appears musical, mysterious; eyes now kindled to observe genially the beauty of the 

red carnations which Lady Bruton (whose movements were always angular) had laid 

beside her plate, so that Hugh Whitbread, feeling at peace with the entire universe 

and at the same time completely sure of his standing, said, resting his fork: 

 `Wouldn't they look charming against your  lace?  ' (88-89)

この昼食 会 で は、 ブルー トン家 の 「奉 仕 の灰 色 の潮(the　grey　tide　of　service)」(91)を 構 成

す る召使 た ちに よって 、 「秘儀 か壮 大 なペ テ ン」 の よ うに 、 「音 も立 てず 」食事 が 準備 され

る。そ の結果 、「食 卓 が 自 ら自発 的 に」、「グラスや銀 器 、小 さなマ ッ ト」や 「赤 い果物 の皿 」

を 「並 べ」、 「茶 色 い ク リー ム の薄 い膜 が カ レイ を覆 い 」、 「キ ャセ ロール の 中に は、配膳 さ

れ た 肉が泳 い でい る」 とい う 「食べ 物 」につ いて の 「深 遠 な幻想 」 が 「生 じる」。そ の 「深

遠 な幻想 」 の た めに、Hugh　 Whitbreadは 、食 事 を用意 した召使 た ち の存 在 を感 じる こ と

な く、「宇宙 全体 と一 体 とな って い る とい う安 心感 と 自分 の立場 が完全 に確 か な もの であ る
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とい う」支配階級 としての 自身の社会的な権威 に確信を抱 くことができる。

　Allie　Glennyは 、『ダロウェイ夫人』の中の 「食べ物 と父権制 における社会政治的な権

力 との関 り」について指摘 しているが(117)、 ここではそ うした父権社会を支える 「男性的

な昼食会(masculine　 lunch　parties)」 の役割が明らかに されている(90)。 さらにブルー ト

ンは、「彼女のよ うなタイプが、感 じよく紅茶を飲む熱狂者の中か ら生み出 され るかのよう

に」(89)、 食事会やお茶会を政治的な 目的の実現 と自身の繁栄のために利用 してい る。彼

女が、昼食会で主張 している 「良家の子女 をカナダに移住 させ る」(92)と い う計画は、国

家 を健康で 「よい血統」(86)の 人々で満たす ために優生学的に劣った 「余剰な若者たち」

(93)を植民地に排 除す るとい うものである。 したがってブ ラッ ドシ ョーの治療 と同様 に、

レィデ ィ ・ブルー トンの移民案 もまたDegeneratlonの 著者 のMax　 Nordauの 影響 のもと

に展開 された優生学の思想 を色濃 く反映 した政策である といえよう。2そ うした優生学 の

信仰者たちは、「栄養 の行 き屈いた」食事を食べ、肥 り、健康的な体 を手 に入れることで、

繁栄 している。

　 Lady　Bradshawの 晩餐会が示す よ うに、優生学信仰者たちは実際の食べ物 を摂取す る

だけでな く、 「人 間の意思」をもその餌食 とす る。

But Conversion, fastidious Goddess, loves blood better than brick, and feasts most 

subtly on the human will. For example, Lady Bradshaw. Fifteen years ago she 

had gone under. It was nothing you could put your finger on; there had been no 

scene, no snap; only the slow sinking, water-logged, of her will into his. Sweet was 

her smile, swift her submission; dinner in Harley Street, numbering eight or nine 

courses, feeding ten or fifteen guests of the professional classes, was smooth and 

urbane. Only as the evening wore on a very slight dullness, or uneasiness perhaps, 

a nervous twitch, fumble, stumble and confusion indicated, what it was really 

painful to believe - - that the poor lady lied. Once, long ago, she had caught salmon
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freely: now, quick to minister to the craving which lit her husband's eye so oily for 

dominion, for power, she cramped, squeezed, pared, pruned, drew back, peeped 

through: so that without knowing precisely what made the evening disagreeable, 

and caused this pressure on the top of the head  .  .  . disagreeable it was: so that 

guests, when the clock struck ten, breathed in the air of Harley Street even with 

 rapture; which relief, however, was denied to his patients. (85-86)

レィデ ィ ・ブラッ ドシ ョーの晩餐会では、ブラッ ドシ ョー に巣 くう 「好みがやかま しく」

「人間の意思」 と 「血」 を好む 「改宗」の 「女神」が 「最 も巧妙 に人間の意志 をご馳走 と

して食べる」ために、 客人に 「食料を与え」、肥 らせ てい るかのよ うである。

　ブラッ ドショーは、安静療法の治療 として食料だけでな く、「自分の意思を刻印すること

を好み」(85)、「自らの意思」をも無理や り摂取 させ ることで、人々を改宗 させ ようとす る。

そのためその晩餐会の参加者たちは、「居心地の悪 さ」 を感 じ、会が終わると 「歓喜」 し、

「安堵」す る。 しか しそのよ うな 「安堵は、彼 の患者たちには与え られて」(86)お らず、

患者 たちは、改宗の女神 に、無惨に 自分の意思を 「む さぼ り食(devour)」 われ る(87)。 さ

らに語 り手は、改宗の女神 の犠牲者 として、夫 と共 に均衡の重要性を説 き、安静療法 を推

し進 めているレィデ ィ ・ブ ラ ドシ ョーの名 を挙 げてい る。 彼女は、安静療法を推 し進めた

結果、食料摂取 により、身体的に肥ったが、夫 に意思を 「む さぼ り食」われ、次第に身体

の不調 をきたす よ うになる。

　 レィディ ・ブラッ ドシ ョー とは対照的に、セプティマスは、医師 らの思想 を反映 した食

べ物を摂取することを拒む とい う拒食の行為によって、 自らの意思を医師 らに 「む さぼ り

食」われることか ら守る。ホームズは、セプティマスの妻のRezia　 Warren　 Smithを お茶

会 に招 き、セプテ ィマスに与 えるオー トミール の作 り方 を彼 の妻 から習 うよ うに薦 め(78)、

ブラッ ドシ ョーは、安静療法 により彼 に食べ ることを強要す る。 このよ うに医師 らの食べ

物が家庭の中に浸透 してい く中で、食べ物 は、セプテ ィマスにとって 「恐怖」を与えるも
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の に変 わ る。

   He started up in terror. What did he see? The plate of bananas on the 

sideboard. Nobody was there (Rezia had taken the child to its mother; it was 

bedtime.) That was it: to be alone for ever. That was the doom pronounced in 

Milan when he came into the room and saw them cutting out buckram shapes with 

their scissors; to be alone for ever. 

 He was alone with the sideboard and the bananas. (123)

セ プテ ィマ ス は、 「バ ナ ナの載 った皿 」 と対 峙す る時 、強い 「恐怖 を感 じてい る」。 そ して

「パ ン切 り用 ナイ フ」や 調理 用 の 「ガスパ イ プ」 は、 もはや 彼 に とっ て、料理 し、食 べ る

た めの道具 で はな く、自 らを死 に導 くため の手段 で しか ない(79,126)。 　 「食 べ物 は好 ま し

い」が 、 「自殺 しな くては な らない」(78-79)と 考 えてい るよ うに、セ プテ ィマ スは 、 食 べ

る こ とと生 きる こ との 関わ りを認 識 して い る。しか しセ プテ ィマ ス は、 医師 らの与 え る食

べ 物 を食べ る ことに よって 、 「魂 の私 的 な領 域(privacy　 of　souｌ)」 を奪 われ 、彼 らの 思想 で

肥 らされ る こ とで 、 精神 的 な死 に至 ら され る こ とを恐 れ 、 拒食 に よって死 を選 び とるの

で ある。

4.が つ がつ した人 々

　 一 人 で 食 事 を して い た ピー タ ー ・ウォ ル ッ シ ュ が 「が っ が っ した感 じの な い(not

gluttonously)食 事 に取 り掛 か る仕 草 に よって 」、見 ず知 らず のMorris家 の人 ・々 の 「尊敬 を

勝 ち取 る こ とが で きた」(135)の とは対 照 的 に、 「がつ がつ 」 と した食欲 を示 して い る ヒュ

ー に対 して、 同席 して い るMilly　 Brushは 、 「今 まで 見た こ とが ない くらい食 い意地 が張

って い る人 だ(one　of　the　greediest　 men　 she　had　 ever　known)」 、「彼 は鶏 肉 の こ と しか考 え

てい ない」 と(91)反 感 を示 して い る。 ブル ー トン もまた 「ヒュー は ほん と うにの ろい」 「肥
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って きて い る」(92)、 「がつ がつ して い る」(93)と 彼 の貧欲 さに嫌悪 感 を抱 い てい る。

　 こ うした貧欲 な食 欲 は、 ビュー の階級 的 な上昇 志 向 とも関って い る。 ビュー は、「石 炭

を扱 う商人 」(62)の 家 の 出身 であ った が、 「公 爵 夫人 とケー キ をいっ も食 べ 」、 老嬢 た ちの

「手作 りケー キ を賞 賛」(147)し 、教養 とは無 縁 なま ま 「がつ がつ 」と食 事 を食べ る こ とで、

社 会 的な地位 と経済 的 な繁栄 を手 に し、「イ ギ リス社 会 とい うク リー ムの上 に浮 かぶ 」(87)

こ とがで きて い る。

　食 べ る こ とと結び 付 け られ た こ うした 階級意 識 は、労働者 階級 で あるDoriss　 Kilmanの

描 写 で よ り顕 著 とな る。3ビ ュー と同様 に 、 キル マ ン もま た過剰 な食 欲 を示 して い るが 、

そ うした食欲 は、 性 欲 と結 び付 け られ る こ とで よ り複雑 な様 相 を帯 び てい る。4

Miss Kilman opened her mouth, slightly projected her chin, and swallowed down the 

last inches of the chocolate  eclair, then wiped her fingers, and washed the tea round 

in her cup. 

   She was about to spilt asunder, she felt. The agony was so terrific. If she 

could grasp her, if she could clasp her, if she could make her hers absolutely and for 

ever and then die; that was all she wanted. (112)

キルマ ンは、 「チ ョコ レー トエ ク レア」 を 「口を開い て」 「飲 み込 み 」が つがつ と食 べ てい

る。こ うしたキル マ ンの貧欲 な食 欲 は 、「エ リザベ ス を完 全 に 自分 の ものにす る ことがで き

た ら」と考 えて い る よ うに、エ リザベ スへ の 同性 愛 的 な欲 望 とも無 関係 では ない。5Patricia

Juliana　 Smithは 、そ うした キル マ ンの 「大食(gluttony)」 を 「性 的 な渇 望」の代償 行為 と

み な して い る(58-59)。

   Elizabeth rather wondered whether Miss Kilman could be hungry. It was her 

way of eating, eating with intensity, then looking, again and again, at a plate of
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sugared cakes on the table next them; then, when a lady and a child sat down and 

the child took the cake, could Miss Kilman really mind it? Yes, Miss Kilman did 

mind it. She had wanted that cake- - the pink one. The pleasure of eating was 

almost the only pure pleasure left her, and then to be baffled even in that! (110)

キルマ ンが、エ リザベ ス を 自分 の もの にす る こ とが で きない の と同様 に、キル マ ンには 「残

され た ほ とん ど唯一 の純粋 な楽 しみ で ある」そ の 「食 べ る快 楽 さえ も許 され て い ない」。ス

ミス は、 「大食 と結 び付 けて 」エ リザベ スを巡 るキル マ ン とClarissaの 「三角 関係 を扱 う

こ とで」この場 面 で の　「レズ ビア ン ・パ ニ ック(ｌesbian　panic)」 は 「最 高潮 に達 して い る」

と指摘 してい る(59-60)。

　　さ らにク ラ リッサ が想 像 す るキル マ ンの姿 を体 現 した 「残忍 な怪 物(brutal　 monster)」

(10)も また ブ ラ ッ ドシ ョー の 中に潜 む 「改宗 の女神 」と同様 に、人 々 を 「征服 し、支 配 し」

(106)、 「改 宗」(107)し たい とい う支配欲 に満 ち、そ の食料 として 「我 々の生 き血 の半分 を

吸 い取 る」(10)。 ク ラ リッサ は、 この 「残 忍 な怪 物 」が 「美 や友 情 、健康 で い る こ と(being

welｌ)、愛 され る こ と、家庭 を快 適 にす るこ とに対 す る喜 び」 を 「揺 さぶ り、揺 るが し、 ゆ

が めて しま う」(11)と い う恐怖 を感 じてい る。 「肉欲(flesh)」 を体 現 したキル マ ンを前 に し

た時 の クラ リッサ の混乱 は 、食 べ物 を前 に した時 のセ プテ ィマ スの混 乱 とも類 似 して い る。

   He  [Septimus] began, very cautiously, to open his eyes, to see whether a 

gramophone was really there. But real things - -real things were too exciting. He 

must be cautious. He would not go mad. First he looked at the fashion papers on 

the lower shelf, then gradually at the gramophone with the green trumpet. 

Nothing could be more exact. And so, gathering courage, he looked at the 

sideboard; the plate of bananas; the engraving of Queen Victoria and the Prince 

 Consort; at the mantelpiece, with the jar of roses. None of these things moved. All
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were still; all were real. (120)

「食 器 棚」 とその 中 にあ る 「皿 の上 のバ ナナ」 は、 あた か もセ プテ ィマ ス を 「狂気 」 に導

くもので あ るかの よ うな 「リアル 」な存在 で あ り、そ のた め彼 は、 「皿 の上の バナ ナ」 と対

峙 す るた めに 「勇気 をふ りしぼ」 らな けれ ばな らない のだ。

　 このセ プテ ィマ スの食 べ物 を前 に した 戸惑 い は、彼 の性 的 な嫌 悪感 とも関っ てい る。 セ

プテ ィマ スは 、 「男 女 間の愛 は 、嫌 悪 を抱 かせ る もの で」、 「性 交(copulation)は 不潔 な もの

で ある」 と感 じてお り、子供 が ほ しい とい うル ク レチ ァに対 して 「この よ うな世 界 に子供

を送 り込む こ とは で きない」 と思 ってい る(75-76)。

He  [Septimus] had not cared when Evans was killed; that was worst; but all the 

other crimes raised their heads and shook their fingers and jeered and sneered over 

the rail of the bed in the early hours of the morning at the prostrate body which lay 

realizing its degradation; how he had married his wife without loving her; had lied to 

her; seduced her; outraged Miss Isabel Pole, and was so pocked and marked with 

vice that women shuddered when they saw him in the street. The verdict of human 

nature on such a wretch was death. (77)

セプテ ィマスは、 「愛 していないのに妻 と結婚 し」、「妻 を誘惑 した」 自分 を責 め、「あばた

で覆 われ、 悪徳 を印づ けられて」お り、彼を 「見た女たちは身震いす るだろ う」と、性交

と自分の身体に対 して激 しい嫌悪 を示 してい る。セプティマスのこ うした性的嫌悪は、彼

とその妻の食べ物に対す る反応の違いにも表れている。「アイスクリームやチ ョコレー トや

甘い もの」を好むル クレチァと対照的に、セプテ ィマスは 「味覚を感 じず」、彼に とっては、

食べ物が楽 しみを与えるどころか、恐怖 さえも与えるものである(74)。 したがって味覚 を

感 じず、食欲 を失っているの と同様に、彼 は、性欲 を失い、妻 と性的な関係 を結ぶことが
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できないのだ。

　 このよ うに 『ダロウェイ夫人』では、食べ ることが階級意識や性欲 と結び付 け られ るこ

とで、非常に否定的に描かれている。 こ うした食事 に対す る過度 の摂取 と拒否 とい う、食

べ物に対す る過剰 な反応に注 目してきたが、 このことを考 えると、 とりわけクラ リッサの

パーテ ィーにお ける食事 を楽 しむ場面の不在にも留意すべきか もしれない。『自分だけの部

屋』の中で、あれほど食事を描 くことの重要性が指摘 されてい るにもかかわらず、クラリ

ッサのパーティーでは、使用人たちが料理 を準備す る場面 をのぞき、食事の場面が登場す

ることはない。小説の中では、「よい夕食 は、よい語 り合いには、 非常に重要だ」(A　Room

of One's　Own,23)と ウル フ自身が述べているように、食事が とりわけ重要性 を持つはず の

パーテ ィーの場面で、食事の描写 はほ とん どみ られない。それゆえこの小説では、 ウル フ

の 「食べ物 に対す るコンプ レックス」が、 食事の場面の描写に対す る障害を生み出 して し

まっていることを思わずにはい られない。

5.「 食 べ る こ とへ の タブー 」

　 『ダ ロ ウェイ 夫人 』 の 中で食 べ る こ とに対 して 、極端 に否 定 的 な描 写 が な され た のは、

そ の 中で安 静療 法 を扱 って い るた めだ と思 われ る。 セ プテ ィマ ス と同様 に、 ウル フもまた

精神 の病 のた め に、 この安静 療法 を受 け、セ プテ ィマ ス がブ ラ ッ ドシ ョーか ら薦 め られた

診療 所 の よ うな トゥイ ックナ ムの ジー ン ・トマス(Jean　 Thomas)の 療 法所 に6週 間入 院 し、

1910年 か ら15年 の問 に4回 この療法 所 を訪れ て い る。 ウル フは1910年 にジー ン ・トマ

スの療 法所 に入 院 中、姉 のvanessa　 Bellに 送 っ た手紙 の 中に 、次 の よ うに書 い てい る。

   Miss T. is charming, and Miss Bradbury is a good woman, but you cant conceive 

how I want intelligent conversation - - even yours  .  .  . what I mean is that I shall 

soon have to jump out of a window. The ugliness of the house is almost 

inexplicable- - having white, and mottled green and red. Then there is all the
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eating and drinking and being shut up in the  dark.  .  .  . I feel my brains, like a pear, 

to see if its ripe; it will be exquisite by September. (L,  60-61)

この手 紙 の 中で、ウル フ は、療養 所 で は、「知 的な会 話 」がな く、「食 べ るこ と、飲 む こ と、

暗 闇 の 中で閉 じ込 め られ る こ とが全 て」で あ り、この よ うな状 況 で は、「窓か ら飛 び 降 りる

ほか ない だ ろ う」 と述べ て い る。

　 Caramagnoは 、 「過剰 に食事 を摂 取す る こ と(overfeeding)を 強調 す る安静療 法 は 、あ

る時 は彼 女 を回復 させ た」 し、 ウル フ に安 静療 法 を施 した 医師 が 「ヴァー ジニ アの体 重 に

目を配 る こ とは」、 「彼女 には効果 があ った」 と主 張 して い る(23-24)。 しか し食 べ るこ とや

太 る ことを強要 す る安静 療法 の治 療 は、 ウル フ の 「食 べ物 に対す る コンプ レックス」 につ

いて考 える時 、なお さ ら過 酷 な もの で あった と思 われ る。 実際 に ウル フは、 治療 の 中で、

看 護 婦4人 に よ っ て 食 料 を 無 理 や り食 べ され た 際 は 、激 し く抵 抗 した とい う(Poole

152-156)。6レ ナー ド ・ウル フは、 「彼 女 は肥 る とい う(ま った く不必 要 な)恐 れ を抱 い てい

た とい えるか も しれ な い。 しか し彼 女 の心 の背後 に、 あ るいは 胃の くぼみ の 中 に、そ れ よ

り何 か もっ と深 い もの 、 食 べ る こ とに対 す るタ ブ ー が あ っ た 」 と述 べ て い る(Leonard

Woolf　 163,1964)o

　 さ らに レナー ド ・ウル フは、神 谷美 恵子 氏 に あてた 手紙 の 中で、 ヴァー ジニ ア ・ウル フ

が、 「狂 気 の時 に は、食べ る こ とをい っ さい拒否 」 し 「食 べ物 に対 す るコ ンプ レ ックス」を

持 ってい た こ とを明 らかに して い る(557)。 こ うした こ とか ら神 谷 氏 は、ウル フ の精 神 の病

の症状 と して 「拒食 」 をあ げ(22)、Showalterは 、彼 女 が 「拒食 症(anorexia　 nervosa)」 で

あ った と指 摘 し(268-269,1977)、 さ らにグ レニー は ウル フが 「摂 食 障 害(eating　 disorder)」

で あった と し、そ の主 な原 因 として彼 女 が幼少 期 に義 兄た ちか ら受 け た 「性 的 な虐 待 」 を

あげ てい る(viii-ix,16-18)。

　 お そ らくウル フの 「食 べ る こ とに対 す るタブー 」 は、そ うした性 的 な トラ ウマ とも関係

して いた だ ろ う。 こ うした性 的 な トラ ウマ と食 べ るこ との関 りにつ いて 考 え る時 、安 静療
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法の治療の過酷 さはより際立 ったものに思われ る。7な ぜな ら 「安静療法は、 自分の肉体

を否定 し、食欲、感覚を否定 してい る女たちを、長期にわたって肉体 と食欲 と感覚 とに正

面か ら向き合わせ る」役割があったか らである(Showalter　 140,1987)。 そ して治療 の中で

強い られる 「体重の増加」は、「一種の擬似妊娠」を意味 さえしていた(Showalter　 247,1977.

140,1984)。8し たがって安静療法の治療 は、自身の 「肉体」 と 「食欲」とい う彼女にとっ

ての 「恐れ」と 「タブー」の源 と向き合 うことだった。そのため 『ダロウェイ夫人』では、

安静療法を描いたために、食べ ることが、性欲や肥 ることと結びつき、その結果、食べる

行為や食事の場面が、否定的に描かれて しまった と考え られ る。

　 『ダロウェイ夫人』を執筆 の際、彼女の 「食べ物 に対す るコンプレックス」は、ある意

味で、食 の描写 にとっての 「障害物」であったか もしれ ない。 しか しなが ら狂気が時に、

彼女に想像力を与えたの と同 じように、彼女の摂食障害は、きわめてアンビヴァレン トな

意味を担っていたに違いない。今 日、摂食 障害は、「食べ ることにとらわれた病」と認識 さ

れているが、おそ らくウル フ自身が、食べ ることに強 くとらわれていた人だったか らこそ、

ウル フは、「教養に裏づ けされた食い意地」で もって多 くの読者を魅了す る美味 しそ うな食

事 を描 くことができた と同時に、その残忍性を暴露す ることができた といえるだろ う。9
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第2章 　 Virginia　 Woolfに お け る食 の 政 治 学

第1節To　 the　Lighthouseの 中の 「食べ られ る女 た ち」

1.煮 詰め られ た原稿

　 『灯台へ』の中で、食事は、きわめて重要な役割 を果 た している。 このことは、 ウル フ

が 『灯台へ』を執筆 中、その 日記の中で 「『灯台へ』を書き上げるまで、『灯台へ』をぐつ

ぐつ と煮立てるにまかせ、紅茶 と夕食の間にそれを加 える」(刀3,19)と 書き、ウル フが 『灯

台へ』とい うテクス トを一つの料理 のように捉 えていることか らも うかが うことができる。

さらにここで指摘 されているよ うに、『灯台へ』の中では、とりわけ二つの食事が重要な役

割 を果た しているといえる。一つ は、Ramsay夫 人の晩餐会であ り、も う一つは、ラムジ

ー氏が灯台へ向か う船の中で与える昼食のサ ン ドウィッチである。さらにウルフは、『灯台

へ』を執筆後、その手紙の中で、「晩餐会 は、私が これまで書いた最良の ものである」(L,

373)と 述べ、 こうした食事をきわめて意識的に描いていた ことを示 している。

　 さらに 『灯台へ』では、そ うした食べ物 は、子 どもたちへの愛情 とも結びつき、子 ども

たちの精神的な成長 と密接に関わっている。そ して食 とジェンダー との結びつ きが見 られ、

その ことは子供の精神 的な成長にも影響を与えている。第1節 「To　the　Lighthouseの 中

の 「食べ られる女たち」」では、『灯台へ』の中の食の表象について分析す ることで、男性

と女性 にとっての食の持っ意味の相違 とそこにみ られ るジェンダーの政治学、食の描写 と

子供世代の登場人物たちの精神 的な成長にっいて明 らかにしたい。

2.豊 かな食事

　 『灯台へ』の中の多 くの男性に とって食事は、重要な意味を持 っていない。男性 たちに

とってラムジー夫人の食事会は、よ り重要な 「仕事」か ら彼 らを引き離す ものにす ぎず 、
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「時間の無駄」であ り、「価値のない もの」である(97)。 ラムジー夫人の食事会で も、最初

は、そ うした男性 たちの不能 さが浮き彫 りにされてい る。

   Raising her eyebrows at the discrepancy - - that was what she was thinking, this 

was what she was doing- - ladling out soup- - she felt, more and more strongly, 

outside that eddy; or as if a shade had fallen, and, robbed of colour, she saw things 

truly. The room (she looked round it) was very shabby. There was no beauty 

anywhere. She forebore to look at Mr. Tansley. Nothing seemed to have merged. 

They all sat separate. And the whole of the effort of merging and flowing and 

creating rested on her. Again she felt, as a fact without hostility, the sterility of 

men, for if she did not do it nobody would do it, and so, giving herself the little shake 

that one gives a watch that has stopped, the old familiar pulse began beating, as the 

watch begins ticking- - one, two, three, one, two, three. (91)

この 「男たちの不能 さ」 を浮 き彫 りに した 「色 を奪われ」 「美 しさはな く」 「物事を事実の

まま」見せ、「何も溶 け合 うことのない」状態か ら、ラムジー夫人は、それ らを 「溶 け込ま

せ、流れを生み出 し、作 り出す ことが」自分の使命だ と感 じている(91)。ラムジー夫人は、

食事会 を通 して、「男たちの不能 さ」を浮き彫 りに した 「何 も溶けあ うことのない」状態(91)

を 「統一感」 と 「安定感」を持 った色鮮やかで豊かな状態へ と変化 させ る(114)。 それ によ

りこの食事会は、会席者たちの心の中に 「永遠 に」 「残 り続 ける」 ことになる(114)。

　　こ うした食事会の成功 を支 えるのが、そこに登場す る豊かな食事である。

Thus brought up suddenly into the light it seemed possessed of great size and depth, 

was like a world in which one could take one's staff and climb up hills, she thought, 

and go down into valleys, and to her pleasure (for it brought them into sympathy

24



momentarily) she saw that Augustus too feasted his eyes on the same plate of fruit, 

plunged in, broke off a bloom there, a tassel here, and returned, after feasting, to his 

hive. That was his way of looking, different from hers. But looking together united 

them. (105-106)

この色鮮 や か で豊穣 な フル ー ツの盛 り合 わせ は、 カー マイ ケル の 「目を大い に楽 しませ 」、

そ れ を 「一緒 に見 てい る」カ ーマ イケル とラムジー夫 人 を 「結 びつ け」 る(105-106)。 さ ら

に豊 かな食 事 が、ラム ジー夫 人 の食 事 会 の 目玉で あ る 「ブ フ ・ア ン・ドー ブ(Boeuf　 en　Daube)」

で ある(90)。

 

.  .  . an exquisite scent of olives and oil and juice rose from the great brown dish as 

Marthe, with a little flourish, took the cover off. The cook had spent three days over 

that dish. And she must take great care, Mrs. Ramsay thought, dividing into the 

soft mass, to choose a specially tender piece for William Bankes. And she peered 

into the dish, with its shiny walls and its confusion of savoury brown and yellow 

meats, and its bay leaves and its wine, and thought, This will celebrate the occasion-

- a curious sense rising in her
, at once freakish and tender, of celebrating a festival, 

as if two emotions were called up in her, one profound- - for what could be more 

serious than the love of man for woman, what more commanding, more impressive, 

bearing in its bosom the seeds of death; at the same time these lovers, these people 

entering into illusion glittering-eyed, must be danced round with mockery, decorated 

with garlands. (109)

E・M・ フォー ス ター は 、 この 「ブ フ ・ア ン ・ドー ブ」 につ い て、 それ ま で よそ よそ しか

った会 席者 た ちが 「お互 い の長 所 を発 見 し」、心 を一 つ に し、また その食 事 の 中で、画家 で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25



あ るLily　 Briscoeが 、「現 実(reality)を 心 に とどめ」小説 の最 後 で完成 す るこ と とな る絵 の

構 図 のひ らめ き を得 る とい う重要 な役 割 を担 って い る こ とを指摘 してい る。 さ らに フォー

ス ター は 、 「私 た ち読 者 は、 め った に喜ぶ こ との ないBankes氏 に劣 らず満 足 す るだ ろ う」

と述べ て い る("Virginia　 Woolf',246-247)。 この よ うに 「料 理人 が 三 日を費や した」 大作

で ある このブ フ ・ア ン ・ドーブ は、食 べ る者 に幸福 を もた ら し、 ラム ジー夫人 の豊饒 さの

証 と して 、夕食 会 の成功 を支 え る豊 かな食 べ物 で あ る。

3.食 べ られ る女 た ち

　 しか しなが ら、私 た ち読者 は、 このブ フ ・ア ン ・ドー ブ をフォー ス ター の よ うに手放 し

に 「満足 して」 「味 わ う」 こ とは で きない。MintaとPau1の 婚 約 を 「祝 うこ とにな るだ ろ

う」 この ブ フ ・ア ン ・ドー ブ は、奇妙 な こ とに、 その 中 に結 婚 生活 の残 忍性 を示 す 「死 の

種 」を含 んでい るか らであ る(109)。 ラムジー 夫人 の食 事会 は、非 常 に創 造 的 で豊 か な女 性

的な会 で あ るよ うだが 、 ラム ジー 夫人 は、家父 長制 度 の守 り手 で あ るこ とを思い 出 さな け

れ ば な らない だ ろ う。 リ リー は、 ラム ジー夫人 につ い て次 の よ うに考 えてい る。

There was something frightening about her [Mrs.  Ramsay]. She was irresistible. 

Always she got her own way in the end, Lily thought. Now she had brought this off-

- Paul and Minta
, one might suppose, were engaged. Mr. Bankes was dining here. 

She put a spell on them all, by wishing, so simply, so directly, and Lily contrasted 

that abundance with her own poverty of spirit, and supposed that it was partly that 

belief (for her face was all lit up- - without looking young, she looked radiant) in this 

strange, this terrifying thing, which made Paul Rayley, the center of it, all of a 

tremor, yet abstract, absorbed, silent. Mrs. Ramsay, Lily felt, as she talked about 

the skins of vegetables, exalted that, worshipped that; held her hands over it to 

warm them, to protect it, and yet, having brought it all about, somehow laughed, led
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her victims, Lily felt, to the alter. It came over her too now- - the emotion, the 

vibration of love. (110)

リ リー は 、 ラム ジー 夫人 が 、食事 会 を通 して人 々を 「祭 壇 に」 さ さげ るた めに 、そ こにい

る人 々 に 「魔 法 をか け」、 「生 賛」 に し、結婚 させ よ うとしてい る と考 えてい る(110)。 の ち

に リリー は、 その食 事会 を思 い 出 し、彼女 自身 もブ フ ・ア ン ・ドー ブ の放 つ 「ワイ ンの匂

い」が 「彼 女 を酔 わせ 」、結 婚 す る よ う誘 惑 され た と感 じて い る(191)。Patricia　 Moranは 、

この 「肉 とスパ イ スの混 ざ り合 った もの で あ るブ フ ・ア ン ・ドーブ は 、婚 姻 の結 びつ き と

祝 宴 の対象 物 のイ メー ジ とな って」お り、 こ こで祝 福 され てい る婚姻 を 「比 喩的 な カニバ

リズ ム」(Moran　 143)と 指摘 してい る。 リリー は 「食 卓 の端 で ラム ジー氏 を魅 了 してい る

ミンタ を見 て」、 ミンタが 「これ らの牙 に さ らされ て い る」 こ とに 「身 が縮 む 思 いが し」、

自 らの身 を 「焦 がす 」 よ うな 「愛 の熱 気 とそ の恐怖 、 そ の残 酷 さ とそ の良心 の な さ」 を感

じる(111)。 この よ うに 『灯 台へ』の 中で は、女性 は、しば しば比 喩的 に 「食 べ られ るもの」

と して男性 に搾 取 され る対象 として描 かれ て い る。

　 リ リー は、 ラム ジー 夫 人 がバ ン クス と リ リー の結 婚 を も くろ んで い た こ とを思 い 出 し

(113)、 「彼 女 か らか ろ うじて逃 れ た(She　 had　only　escaped　 by　the　skin　of　her　teeth)」(191)

と考 えて い る。 父権 制度 の代 弁者 で あ るラ ムジー夫 人 は、 この よ うに男性 的 な貧欲 さで も

って リ リー を結婚 とい う祭 壇 へ捧 げ よ うとす る。 しか しなが ら同時 に、夫 人 自身 も女性 的

なカ を食 い荒 らされ る こ とで男性 た ちの生 蟄 に なって しま う。

   Mrs. Ramsay, who had been sitting loosely, folding her son in her arm, braced 

herself, and, half turning, seemed to raise herself with an effort, and at once to pour 

erect into the air a rain of energy, a column of spray, looking at the same time 

animated and alive as if all her energies were being fused into force, burning and 

illuminating (quietly though she sat, taking up her stocking again), and into this
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delicious fecundity, this fountain and spray of life, the fatal sterility of the male 

plunged itself, like a beak of brass, barren and bare. He wanted  sympathy.  .  .  . She 

laughed, she knitted. Standing between her knees, very stiff, James felt all her 

strength flaring up to be drunk and quenched by the beak of brass, the arid scimitar 

of the male, which smote mercilessly, again and again, demanding sympathy. (42-43)

この場面では、食べ ることと性的なイ メージとを重ね合 わせて、ラムジー氏に食べ られる

犠牲者 としてのラムジー夫人 の姿が描かれている。 ラムジー夫人 の放 出させ る 「エネル ギ

ー」の 「美味な生殖力」をラムジー氏の 「真鍮 のpの ような男性 の致命的な不毛 さが貫 く」
。

ジェームズは、「彼女 の力全てが」 「真鍮のpに よって飲 まれ、冷や され」、 「同情を求めな

が ら、男性の不毛な優月刀 が容赦 なく何度 も何度 も襲 う」のを 「彼女の膝 の間でとても固

く」な りなが ら見ている。「真鍮のp」 と 「男性の不毛な優月刀」は、すなわちペニスを示

し、それでもってラムジー夫人を 「飲み」、 「貫 く」 ことは、性交を暗示 している。 そ して

それを見ているジェームズが膝の間で 「固 くなってい ること」は、勃起 を想起 させ るので

ある。 さらに この ことは、母親 と交わ りたい とい うジェームズの母親 に対す る無意識の欲

望 を示 していると考 えられる。 この場面でジェームズのエディプス ・コンプレックスは、

絶頂に達 している。そ してこのよ うに母親 の愛情 を奪 う父親に対 して、「もし手元に斧か火

かき棒か、父の胸 に穴をあけ父を殺せ るような武器があれば、ただちにそれ をつかんだこ

とだろ う」 と、ジェームズは殺意 を感 じるほどの強い憎 しみを抱いてい る(8)。

4.ラ ムジー氏のサ ン ドウィッチ

　 ジェイムズのエデ ィプス ・コンプ レックスの克服 と、ジェームズ と父親 との関係 の変化

は、食の描写を通 して示 されている。十年後に再び灯台へ行 く時に、ジェームズは、父親

に対 して強い憎 しみ を抱いてい るが、こ うしたジェームズのエデ ィプス ・コンプレックス

を克服するきっかけを与 えるのが、灯台行 きの船の中の昼食である。先ほどのブフ ・アン ・
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ドーブを中心 とす るラムジー夫人の食事 と対応 関係 にあるのが、ラムジー氏のサ ン ドウィ

ッチである。

    Mr. Ramsay opened the parcel and shared out the sandwiches among them. 

Now he was happy, eating bread and cheese with these fishermen. He would have 

liked to live in a cottage and lounge about in the harbor spitting with the other old 

men, James thought, watching him slice his cheese into thin yellow sheets with his 

penknife. 

    This is right, this is it, Cam kept feeling, as she peeled her hard-boiled egg. 

Now she felt as she did in the study when the old men were reading The Times. 

Now I can go on thinking whatever I like, and I shan't fall over a precipice or be 

drowned, for there he is, keeping his eye on me, she thought. (221-222)

ラムジー氏は、サン ドウィッチを小包か ら取 り出 し、それを水夫や子供 たちに分 け与える。

これまで見てきた ようにラムジー氏は、共感を求めるばか りで、何 も与 えることがなかっ

たが、このサン ドウィッチを分け与えることを通 して、子供たちへの愛情 を示 している。

さらにラムジー氏は、船の操縦 をうま く成 し遂 げたジェイムズに、「よくやった」と愛情の

こもった言葉をかける(223)。 これまで父親 と敵対 していたジェームズは、父親 に初 めて褒

め られ ることで、敵対心 を緩和 させ る。そ してこのことをきっかけに、ジェームズは、 自

身のエディプス ・コンプ レックスを克服す ることができる。

　Elizabeth　Abelが 指摘す るよ うに、ジェームズのそ うした変化 は、灯台を見る彼 の見方

の変化 に顕著に表れ ている(Abel 49)。 「午後に黄色の一つ 目を突然、優 しく開ける銀色の

もやのよ うな塔」 として灯台を見、 これまで母親 とともに空想の世界を共有 していたジェ

ームズは、「灯台は、黒 と白に縞模様を付け」 「その中に窓が見え」、「岩の上に乾かすため

に洗濯物が広げてあるのさえ見えた」 と父親 と同じよ うに事実を重視 し、物事 をあ りのま
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まに見 るようになる(202)。 そ して父親 と同 じよ うな認識をす ることで次第 に 「満足 し」、

父親 と事実に基づ く 「知識 を共有す る」 こととなる(220)。

　 ジェームズ と共謀 し、父親 を無視 していたCamも また灯台行 きをきっかけに父親 との

関係 を変化 させ る。キャムは、ラムジー氏がサ ン ドウィッチ を与 えた ことを好ま しく思い、

父親 の愛情 を確信す る(221-222)。 しか しなが らキャムは、そのサン ドウィッチの代わ りに

父親 から 「偉大なスペイ ンの紳士」が 「窓際の淑女 に花 を渡す ように」渡 され た 「しょう

が入 りクッキー」を贈 られ る(222)。 このようにキャムとジェームズは、愛情の印 として父

親か ら食べ物を受け取 り、それまで険悪であった父親 との関係 を緩和 させ る。 ここで注意

したいのが、キャムが受 け取 る食べ物が、ラムジー氏が水夫や息子な どの男性 たち と共有

す る食べ物ではな く、淑女に渡す花の代わ りとしての 「しょうが入 りクッキー」であ り、

そ こにジェンダー ・コー ドが付与 されているとい うことである。

　子供 の頃、つんできた花 をバ ンクスにあげることをかた くなに拒み、「意地悪 な子(The

Wicked)」 と呼ばれ 、自由奔放 なおてんば娘であったキャムは、今や以前の 「挑戦的なエ

ネルギー を追い払われ」家庭 内天使 のよ うな因習的な淑女に収 まって しまってい る(Abel

115,1993)。 キャムは、敵対 し合 う父親 と兄の間で板挟 みにな り、「兄 は最 も神の様 で、父

親は最 も救いを求める人の ようであった。 どち らに屈すればいいのか」 と対立す る父親 と

兄の どちらにつ けばいいのか思案 している(183)。結局、彼女は父親 との和解の印として 「し

ょうが入 りクッキー」を受け取 り、それまで兄 と共有 していた父親への敵対心を捨て、ラ

ムジー氏に屈す ることになる。このよ うに彼女は、父権制の下で、父親 にとって従順 な娘、

兄 にとって従順な妹 とい う役割を演 じることを余儀 なくされているのだ。

5.二 っ の食卓

　 リリー もま た ラム ジー 夫人 の生 存 時 に、男性 を立て るこ とを強い られ 、性役 割 に しば ら

れ て いた が、ラム ジー夫 人 の死後 、それ を克 服す る。彼 女 は 、『ハ ワー ズ ・エ ン ド』のMargaret

の よ うに、亡 き妻 の後妻 に収 ま る ことはな い。 さ らに彼女 は、「飲 み 込む こ とので き る もの
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を求めるライオン」の ように共感 を求 めるラムジー氏に、共感を抱 くことを拒否 し、父親

の代理 としての彼 の前で従順 な娘 を演 じることを放棄 し、彼 と対等な関係 を持 とうとする

(170)。 このよ うな態度は、 リリーが 自らのためだけにコー ヒーを用意 して、飲む ことにも

表れてい る(159)。 ドッ ドは、「何かを食べているところを実際に描 かれているのを私たち

が見かける登場人物は、男性 の登場人物だけである。ホステスであるラムジー夫人は、柔

らかい塊を客に与えるのを助 けてい る一方で、彼女 は決 して食べ るところを見 られていな

い」(Dodd　 152)。 この小説の男性の登場人物が 「食べ る人」である一方で、女性の登場

人物たちは、給仕す る者やホステス、 さらには男性たちに搾取 され る対象である 「食べ ら

れ る人」 として機能 している。食欲は、 しばしば性欲 と結びつけて捉 えられ、 とりわけヴ

ィク トリア朝の性規範では、女性 は食欲を持たないよ うに振 る舞 うことが求め られた。 し

か しリリーは、ラムジー夫人のような、「食べ させ る人」として男性たちをもてなす ホステ

スや男性たちに搾取 され る 「食べ られ る女性」ではな く、食欲す なわち欲望 を持った女性

となる。そ うした リリーは、男性的な世界 と女性的な世界 を共有す る両性具有的な存在 と

して描かれている。

　 リリーの両性具有的な芸術観 は、ラムジー夫人 とラムジー氏の両方の影響を受けている。

リリーは、のちに完成 させ ることになる絵のひ らめきをラムジー夫人の昼食会の中で得 る。

ラムジー夫人は、「混沌か ら秩序を生み 出す ことが出来 る芸術的なホステスである。彼女 は、

彼 らの間に調和的な婚約 を促すために、バ ンクス氏の近 くに リリーを座 らせ ることを決 め

るが、このことは、よりよい芸術的なバランスを引き起こすために、絵のよ り中心に、木

を置 くことに決 めた リリーの決定 と対応関係 にある。異なる媒介 を使 ってい るが、両者 は

芸術家である」 とドッドは述べている(152)。 リリーは、このよ うな 「混沌か ら秩序 を生み

出す」 ラムジー夫人の芸術的才能 に触発 され る。 ラムジー夫人の食事もまた色鮮やかで創

造性 に富んだ ものである。 しか しそ こで生 じるヴィジ ョンは、束 の間のもので しかない。

No, she [Mrs.  Ramsay] said, she did not want a pear. Indeed she had been
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keeping guard over the dish of fruit (without realising it) jealously, hoping that 

nobody would touch it. Her eyes had been going in and out among the curves and 

shadows of the fruit, among the rich purples of the lowland grapes, then over the 

horny ridge of the shell, putting a yellow against a purple, a curved shape against a 

round shape, without knowing why she did it, or why, every time she did it, she felt 

more and more serene; until, oh, what a pity that they should do it - - a hand reached 

out, took a pear, and spoilt the whole thing. (118)

この フルー ツ の盛 り合 わせ が もた らす 絵画 的 な ヴ ィジ ョンは、 それ を見 てい た ラム ジー夫

人 とカーマ イ ケル を 「結 びつ け」 る(105-106)。 しか しこの豊 穣 な フル ー ツ の盛 り合 わせ が

生 む色 鮮や か で創 造 的 な絵画 的 な ヴ ィジ ョンは、 「一本 の手 」 が触れ 、 「な しが一 つ とられ

る」 ことで崩れ る よ うな、 もろ くはかな い もので しか ない(118)。

　 リリー の ヴィ ジ ョンの完成 は、 ラム ジー夫人 の死後 に 、 ラムジー 氏 の灯台行 きが達成 さ

れ るまで待 た な くては な らない。 彼女 が 、そ の ヴ ィジ ョン を完成 す るた め には、 ラム ジー

氏 が必 要 であ る。 リ リー は 、絵 を完成 す る のに必要 な もの と して、 ラムジー夫 人 の食 卓で

展 開 され る よ うな 「奇跡 」や 「エ クス タ シー 」 と同 時 に、 「それ が椅子 で 、それ が机 だ と単

純 に感 じる」 「日常 的な経 験」 を挙 げ てい る(218)。Ferrerが 指摘 して い るよ うに、そ の食

卓 を彷 彿 させ るの が、 ラム ジー 氏 の仕 事 を あ らわす 「どこか非 現実 的 で(visionary)、 厳 格

で、 どこかむ き出 しで、固 く、装 飾 の ない」 「食 卓」 で ある(169-170)。 先 ほ どの ラム ジー

夫 人 の色鮮 や かな食 卓 とは対 照 的 に、ラム ジー 氏 の食 卓 は、「色 が な く」「む き出 し」で 「飾

りが な く」 「ひ どく質 素」 で あ る(170)。 しか しなが らこの食卓 は、 リ リー に 「大変 興 味深

い」 と思 わせ る 「装飾 の ない美 しさ」 を持 ってい る(170)。 この よ うに リリー は、 ラムジー

氏 の男 性 的な 見方 とラムジ ー夫人 の女 性 的 な見方 の両 方 を共有す る こ とで、 自身 の絵 を完

成 させ る こ とが 出来 る。 エ ーベル は、そ うして 出来 た リリー の絵 画 を 「両性 具有 的 な絵 画

作 品」(Abel　 82,1989)と 呼ん でい る。1
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　 リリーがラムジー夫妻 とその子供の肖像 を描 くことは、彼女が 自立 した女性 として成長

す るために重要な過程である と考 えられる。なぜな ら彼女は、父親 と母親 の代理 としての

ラムジー夫妻を描 くことで、父 と母、娘の間の支配 関係 を逆転 させ ることができるからで

ある。 ラムジー夫妻は、ウル フの両親 をモデル にしていることはよく知 られているが、父

親 と母親 の代理 としてのラムジー夫妻 とリリーの関係には、ウル フ自身 と両親 との関係や

彼女の芸術観への両親 の影響 を見ることができるだろ う。ウル フは、日記の中で、『灯台へ』

と彼女の母親 との関係 について次の ように述べている。

 But I wrote the book very quickly; and when it was written, I ceased to be obsessed 

 by my mother. I no longer hear her voice; I do not see her. 

    I suppose that I did for myself what psycho-analysts do for their patients. 

I expressed some very long felt and deeply felt emotion. ("Moments of Being," 81)

ウル フは 『灯台へ』 を書いた後、それまで彼女 を苦 しめていた母親の面影 に 「とりつかれ

ること」か ら解放 され、『灯台へ』の執筆は、精神科 医が患者 に施す治療のよ うな効果 をも

た らした とここで述べている。 リリーが、彼女 と両親 との関係 をよ り対等 なものにす るた

めに、彼女の両親 の代理の肖像画 を描いたよ うに、 ウル フに とって もそれ まで彼女を苦 し

めていた両親 との関係 を解 消す るために、『灯台へ』で 自身の両親 の肖像 を描 くことは必要

な通過儀礼であった考え られ る。 このよ うに 『灯台へ』では、様々な形の親子 関係 が描 か

れ、 とりわけその関係性は、食の描写 を通 して効果的に示 されてい る。そ してそ うした食

の描写は、ジェンダーの力学 と結びついてお り、ウルフは、『灯台へ』の中で、独 自の食 の

政治学 を提示 しているのだ。
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第2節 　 OrlandoとA　 Room　 of One's　 Ownに み る 「教養 に裏 付 け られ た食 い 意地 」

1.ま ずい食事

　 ヴァージニア ・ウルフのエ ッセー 『自分だけの部屋』の中には、二つの有名 な食事の場

面が登場す る。それは、このエ ッセーの語 り手が、男子学寮 と女子学寮で とる食事である。

男子学寮の食事会では、真っ 白なク リームがふんわ りかか り、「小鹿 の脇腹の斑点」のよう

な茶色の斑点のつけられた舌平 目に、おい しい ソース と意匠の施 された山 うず ら、「薔薇 の

つぼみ」のよ うな芽キャベツに 「貨幣の ように薄いがそれほ ど固 くない」 じゃがいもや焼

肉、砂糖が美 しくたっぷ りかかったプディングが出 され、最後に 「ワイ ングラスが黄色 と

真紅に輝 く」(13)。 この食事をとった後、語 り手は、天 にも昇 るよ うな幸福感に包まれ、

崇高な芸術は この ような精神 によってもた らされ るのだ と思 う。

　男子学寮で出された見た 目も色鮮やかで豊かで豪華な食事 とは反対に、女子学寮の食事

は、「創造力をかきたてるものが何 もない」ほ ど貧相だ。透き通 る以外 に何の とりえもない

粗末なスープに、じゃがいもと黄ばんだ青野菜が添 えられた量の多 さだけは十分な肉料理、

干 しプラムは筋張っていて固 く、ビスケ ッ トはパサパサ していて飲み込むためには、水で

流 し込む しかない(21-22)。 このよ うな粗末な食事では、会話は弾まず、食事を済ませ ると

会席者たちは足早に去って しま う。そ して こうしたまずい食事が生み出すのは、「うつ ろで

弱々 しい精神状態」であ り、「よい夕食 は、よい語 り合いにとって非常に重要だ」「もしよ

い食事 を食べなければ、人はよく考えることも、 よく愛す ることも、よく眠 ることもでき

ない」 と語 り手は訴える(23)。 この二つの食事 を比較す ることで、ウル フは男性 と女性 の

関係 の非対称性や食事が精神活動 に及 ぼす影響 を明 らかにしている。

　 こ うした精神活動の中で も、 ウルフは、 とりわけ書 くことと食べ ることの間の密接な関

係の重要性に言及す る。その関係 は、『オーラン ド』と 『自分だけの部屋』において特に顕

著である。『オーラン ド』では、女性の文学の歴史が400年 の時を生きる一人 の詩人の生
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涯 に重 ね合 わせ られ てお り、 ほぼ 同時期 に書 かれ た 『自分 だ けの部屋 』 と同様 に、女性 が

作 家 と して書 くこ とにつ い て探求 され て い る。『オー ラン ド』に登 場す る作 家 た ちは、食 べ

る こ とに精 通 して い る。 シェイ クス ピア は、 旺盛 な食欲 を暗示す るか の よ うに肥 っ てお り

(21)、詩 人 のNicolas　 Greenは 「三 百種類 の異 な るや り方 でサ ラダ を作 る こ とが 出来 」、「チ

ー ズ をイ タ リア製 の暖炉 で あぶ る」とい う斬新 な調 理 法 をオー ラン ドの前 で披露 す る(88)
。

さ らにAdissonやDrydenやPopeは 、コー ヒーハ ウスで コー ヒー を飲 み な が ら、議論 を

戦 わせ(160)、 彼 らは、社 交界 でひ っ ぱ りだ こで あ り、貴 婦人 た ち にお 茶 に招 かれ 、彼女 た

ちが入 れ て くれ るお 茶 を好 んで い る(199)。 第2節 「Orlandoと 『自分 だ けの部屋 』 にみ

る 「教養 に裏付 け られ た食 い意地 」 で は、 フォー ス ター か ら 「教 養 に裏付 け られ た食 い意

地 を持 ってい た」("Virginia　 Woolf',246)と 称 され るウル フが 『自分 だ けの部屋 』 と 『オー

ラ ン ド』 で示 した 、食べ る こ とと書 くこ との結 びっ きや 精神 的 な もの と身体 的 な もの との

関わ りにつ い て考察 す る。

2.食 べ ない 女 たち

　 ウル フが、 アー ノル ド ・ベ ネ ッ トやH.G.ウ ェル ズ の よ うな作 家 た ち を 「物 質 主義者 」

と批判 し("Modern　 Fiction,"7)、 新 しい人 物表 象 の形 を探 るべ く、 「意識 の流 れ」 を用 い 、

人 間 の内 的心理 を描 い てい た こ とは周 知 の とお りで あ る。 そ の一方 で、彼 女 は 「心 と体や

脳 は融 合 して お り、別 々 の仕切 りで仕切 られ て い ない」(A Room　 of One's　Own,23)」 と述

べ 、外 的 な要 因の 内面へ の影 響 を探 って いた。 例 え ば彼 女 は、『自分 だ けの部屋 』 の 中で 、

「も し女性 が小説 を書 こ うとす るな らば、お金 と 自分 だ けの部屋 を持 た な くて はな らない」

と訴 え、こ うした外 的 な要 因 が内面 に もた らす 影 響 を辿 って い る(139)。 その外 的 な他 の要

因 と して彼 女 が注 目 したの が、衣 服や 食事 が 、 内面 に与 え る影響 で あ る。

　 男性 か ら女性 へ と変身 したオ ー ラ ン ドは、最初 、「男性 のオー ラン ドと女性 のオ ー ラ ン ド

は、何 の違 い もな く」(179)、 そ の 「アイ デ ンテ ィテ ィー は変 わ らない 」と考 えて いた(133)。

しか し実 際に は、男 性 か ら女 性 に なった こ とで、何 も変化 しないわ け では ない ことに気 づ
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く。女性 らしい衣装に身を包んだオー ラン ドは、時を経て次第 に、「頭脳 に関 しては、女性

らしく、少 し慎ま しくな り、性格 に関 しては、女性 らしく、 うぬぼれやす くな り」、 「感受

性のある部分は高ま り、他 の部分は弱まった」と感 じる(179)。 これは全てオーラン ドが身

に着けている女性 らしい衣装 による影響である。「衣装 は、私た ちを暖めるだ けではない重

要な役割を持って」お り、「私たちが衣装を身に着 けているのではな く、衣装が私たちを身

に着けている」 とい う(179)。 そ して 「私たちは、衣装 を腕や胸 のかたちに作 り上げるが、

衣装は、私たちの心、頭脳、舌を 自分たちの好 きなよ うに作 り上げる」(180)。 このよ うに

衣装は、外見だけでな く、身 に着 けている うちに内面をも変化 させ、着てい る者に知 らず

知 らず に衣装に見合 った性役割を演 じさせて しま うのだ。

　スカー トを着た彼女に対す る男性たちの反応 により、彼女は、衣装 による影響 を目の当

た りにすることとなる。船長 は 「オー ラン ドのスカー トを見て、す ぐさま彼女のために 日

よけを広げさせ、牛肉をも う一切れ取るように勧 め、一緒 にボー トに乗 ろ うと誘 った」(179)。

これ らの敬意は、オーラン ドの履いているスカー トに対 して払われたものである。 その敬

意 に対 して、オーラン ドはお返 しをす るように求め られる。

   Dinner came before she had untied it, and then it was the Captain himself - - 

Captain Nicholas Benedict Bartolus, a sea-captain of distinguished aspect, who did 

it for her as he helped her to a slice of corned beef. 

 `A little of the fat
, Ma'am?' he asked.  'Let me cut you just the tiniest little slice 

the size of your finger nail.' At those words a delicious tremor ran through her 

frame.  ( Orlando, 148-149)

男性 であった頃、オーラン ドは、ニ ック ・グ リー ンと共に、鹿肉や鴨料理 などの豪華な食

事 を思 う存分堪能 していたが(83)、 女性 になったオーラン ドに対 して船長が切 り分 けるこ

とを申 し出たのは、コンビーフの 「少 しの脂身」や 肉の 「指 の爪 くらいの最 も小 さい一切
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れ」に過ぎない。彼女は、船長の求めるように 自身の食欲 を抑 え、女性 らしく振 る舞 うこ

とで、男性 に 「身をゆだねる」とい う 「全ての中で最 も美味なもの」を得 る(149)。 男性 で

あることと女性であることの両方 を経験 したオー ラン ドは、「男性 と女性の どち らでいる方」

が 「エ クスタシーを感 じる」 のか と考 え、「抵抗 した」後、「譲歩 して船長がほほ笑むのを

見 るのは最高の楽 しみ」だと 「追いかけ」られ、相手 を じらし、「逃げる」側 の喜びを感 じ、

船長 との駆 け引きを楽 しみなが ら女性であることの喜びに浸る(149)。

　 さらにオーラン ドは、女性であることの 「特権」 と同時にその 「ペナルテ ィー」に気づ

く(147)。彼女は、男性たちが様々な職業に就 き、社会的な役割 を与え られているのに対 し

て、女性 が出来 ることは、「お茶を注ぎ、客人に対 して、お気 に召 しま したか と尋ね」た り、

「お砂糖はい りますか、ク リームはい りますか」と気を配ることだけだ と考え、女性の 「意

見がいかに低 く受け取 られてい るのか」知 り、愕然 とする(151-152)。 この ように18、19

世紀において女性 の社会進出は難 しく、家事や育児 を使用人が していた、上 ・中産階級 の

女性 たちに与え られた数少ない仕事は、ホステス として客人 をもてなす ことだった。

　 ウル フが 『ダロウェイ夫人』や 『灯台へ』 を通 して、パーテ ィーや晩餐会でホステスを

務 める女性たちの誇 りと苦悩 を描いたことはよく知 られている。それにより歴史の中に名

前 を残す ことのない無名な人々である彼女たちがいかに豊かな思考を持っているのかを明

らかに している。彼女たちがパーティーや晩餐会を開 くのは、単に夫のためだけではない。

それ らの場所は、彼女たちの創造力や芸術性 を発揮できる場所でもあるのだ。彼女たちは、

会食者同士の相性 を慎重に見極めることで、隣同士に誰 が座 るかを決 める。そ してそれま

で交流することのなかった会食者 同士が、お互いに親密 にな り、打ち解 けることで、調和

のとれた会になるよう、それぞれの個性を大切 にしなが らホステス として客人たちをもて

なす。 このことは、画家が絵画において、異なる色や形 のものを組み合わせ ることで、不

調和なものの中か ら調和 を生み出そ うとす ることと類似 してい るよ うに思われ る。 さらに

彼女たちが料理の内容やその組み合わせ、皿の配置や装飾のための花 などについて使用人

に指示する際 も、その美意識が問われ る。 ラムジー夫人 とクラ リッサ ・ダロウェイは、こ
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うしたホステスの仕事に誇 りを持 っている。

　注意すべ きことは、 ドッドが指摘す るように、 ラムジー夫人や クラリッサ ・ダロウェイ

のよ うな女性 たちが、ホステスとして客人たちをもてな し、「他人の栄養 的、感情的な要求

を満 たすために、他者 に」食べ物 を 「準備 し与 える」一方で、「彼女たち自身が食べ物 を食

べ るところを決 して見 られることがな く」、食欲 を持たないかのように描かれているとい う

ことである(152)。 「ヴィク トリア朝文化では、食欲 を否定することで、女性 らしさを示す

よ うに教え られていた」ため、家庭内天使 を理想 とす るヴィク トリア朝の性的規範 では、

女性 は食欲がないかの ように振 る舞 うよ うに求 められていたのである(Angellella　174)。

　オー ラン ドもまた著名な文豪たちを屋敷 に招 き、お茶会 を開き、ホステス役 をつ とめる

のだが、「男たちが共有するちょっとした秘密」を察知 した彼女は、お茶会 に対 して確固た

る嫌悪 を抱 き始 める(204)。

 

. . . there is a little secret which men share among them; Lord Chesterfield 

whispered it to his son with strict injunctions to secrecy,  'Women are but children of 

a larger  growth.  .  .  . A man of sense only trifles with them, plays with them, humours 

and flatters them', which, since children always hear what they are not meant to, 

and sometimes, even, grow up, may have somehow leaked out, so that the whole 

ceremony of pouring out tea is a curious one. A woman knows very well that, 

though a wit sends her his poems, praises her judgement, solicits her criticism, and 

drinks her tea, this by no means signifies that he respects her opinions, admires her 

understanding, or will refuse, though the rapier is denied him, to run her thorough 

the body with his pen. All this, we say, whisper it as low as we can, may have 

leaked out by now; so that even with the cream jug suspended and the sugar tongs 

distended the ladies may fidget a little, look out of the window a little, yawn a little, 

and so let the sugar fall with a great plop as Orlando did now- - into Mr Pope's tea.
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(Orlando,204-205)

お茶会 に招かれた男性たちは、密かに 「女性は大き くなった子供 に過 ぎない」 と考え、女

性たちを馬鹿 に している。そ してホステス として男性たちをもてなす際、「才人が、彼女に

詩 を送 り、彼女の判断力を賞賛 し、彼女 の批判を求め、彼女のお茶 を飲むのは」、彼 らが 「彼

女の意見を尊重 しているわけで も、彼女の理解力を賞賛 してい るわけでもない」のだとい

うことをオーラン ドは痛感す る。そ して女性が何か意見を言 えば、瞬時に 「体にペンが走

り」、その意見は男性たちによって書き替 えられて しま う。つま り彼女たちは男性たちの虚

栄心を満たすために 「自然な大きさの男性 を二倍に して映 し出す魔法 とおい しい力を持 っ

た姿見 としての役割 を果た している」(A　Room　 of　One's　Own,45)に 過ぎないのだ。このよ

うに女性たちは、ホステス として男性たちをもてな してい る間、 自身の食欲だけでなく、

自分の意見 を持つ ことさえも妨げ られて しま う。

　家庭内天使を理想 とし、 自分の欲望 を抑 え、他者のために仕 えるとい うこのホステスの

精神 は、当然のことなが らオー ラン ドの詩作にも影響を与 えないではいない。

Orlando, who had just dipped her pen in the ink, and was about to indite some 

reflection upon the eternity of all things, was much annoyed to be impeded by a blot, 

which spread and meandered round her pen. It was some infirmity of the quill, she 

supposed; it was split or dirty. She dipped it again. The blot increased. She 

tried to go on with what she was saying; no words  came.  .  .  . No sooner had she said 

 `Impossible' than
, to her astonishment and alarm, the pen began to curve and 

caracole with the smoothest possible fluency. Her page was written in the neatest 

sloping Italian hand with the most insipid verse she had ever read in her  life.  .  . . 

(Orlando, 227)
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時代精神 が女性 に求 める性規範 と家庭 内天使的な女性像 に縛 られ るあま り、オー ラン ドの

羽ペンは弱々 しい ものにな り、彼女は、「彼女が生涯で読んだ中で、最 もお もしろみのない」

感傷的な詩 しか書 くことが出来ない。

　 ウル フは"Profession　 for　Women"の 中で、この家庭内天使像がいかに当時の女性作家た

ちを苦 しめていたかについて語っている。 この中では、男性作家が書いた本 を書評 しよう

としている女性の苦悩が描かれてい る。公平な意見を書 くことは、男性たちの誇 りを傷つ

け、次の仕事の機会を失 うことにな りかねない。反対に、相手をたて同情的に優 しく接 し、

自分の考えを持たない ように振 る舞 うことは、批評の質を低下 させ、批評家 としてのレベ

ル を落 とす ことになる。その葛藤 は、家庭 内天使 との戦い として表れている。そ してもし

この天使 を 「殺 さなければ」、 「彼女は、私が書 くものの心臓 をむ しり取 り」作家 としての

自分が殺 されて しま うのだ と彼女は考 える(141-142)。 このよ うにウル フは、 「家庭 内天使

を殺す ことは、女性作家の仕事の一つである」 と家庭内天使像か らの女性たちの解放 を訴

えている(141)。

3.「 食い意地」を持っ こと

　家庭内天使的な女性像 とは対照的に、『自分だけの部屋』の語 り手は、食欲 を持つことを

否定す るとい う当時の女性 の性規範の枠にはま らない食べ る女であ り、「あたか も重要では

ないかの ように」「食べている物についてほとん ど言及 していない」小説家たちの態度 を批

判 し、その 「しきた りを無視 して」、彼女が 口に した食事 の内容について赤裸々に語 ってい

る(12-13)。 この語 り手は、テ クス トの中で三回食事 をす るのだが、その度 に食 と権力 との

関係 を痛感する。注 目すべきは、語 り手が レス トランで、一人で食事をす る場面である。

It came to five shillings and ninepence. I gave the waiter a ten-shilling note and he 

went to bring me change. There was another ten-shilling note in my purse; I 

noticed it, because it is a fact that still takes my breath away- - the power of my
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purse to breed ten-shilling notes automatically. I open it and there they are. 

Society gives me chicken and coffee, bed and lodging, in return for a certain number 

of pieces of paper which were left me by an aunt, for no other reason than that I 

share her name. (A Room of One's Own, 47)

食欲 を公衆の前 にさらす ことになるので、ウル フが生きた時代にあって、一人 で外食す る

女性 は、 「新 しい女」だけであったよ うで(Angelella　 181)、 当時、女性が一人で外食 をす

ることは、かな り進歩的な行 いであった。レス トランで、一人で食事を し終えた語 り手は、

会計の際、「10シ リングを自動的に生み出す財布の力」を痛感す る。このよ うに食事には、

「財布のカ」が宿っているのだ。

　 こ うした消費 は、創作 においても重要である。 ウルフは、理想的な作家の精神 を 「あ ら

ゆる障害物 を消費す る精神」 としているが、作家は、生産者であると同時にあ らゆる事柄

を自身の中に取 り込む、消費者 でな くてはな らない。この関係 は、『オー ラン ド』にも見 ら

れ る。若 き青年であったオー ラン ドが 「文学愛に感染 し」、よ りよい詩 を書 くために、本 を

買い、それ らを読みあさっていた ように(71-74)、 本 を買い、それを読み、そ こか ら創作す

るとい うこうした読書 と創作 もまた 「消費」を経た、生産行為であるといえる。

　 さらにこうした書 くことと食べ ることの結びつきは、オーラン ド自身が執筆す る際にも

見 られ る。男性か ら女性になったオー ラン ドは、ジプシーの群れ に加 わった際に、ジプシ

ーたちの言葉では 「美 しい」 とい う言葉がないのでその代わ りに 「なんて食べるために素

敵で しょ う(How　good　to　eat!)」(137)と い う言葉 を代用 し、執筆のためのインクを木の実

や ワイ ンか ら作る(140)。 この時、彼女にとって、美 しい景色は、「考 えるための食べ物」

であった(135)。 さらに 『自分だけの部屋』の中では、本 は、 「考 えるための食べ物」(32)

であ り、「知識や冒険、芸術」は、「奇妙な食べ物」と呼ばれてい る(101)。 このように 「考

えるための食べ物」 を作家が摂取 し、消化す ることによって、文学作品が生み出され るの

である。
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　 こ うした精神 と身体に とって食べ物が果たす機能 を考えると、女性 が食欲 を抑 えたホス

テスか ら食べ る女性 になることは、ものを書 く上で重要であるとい える。Angelellaが 指

摘す るよ うに、 「食べ ることは欲 望を持 ち」、 「主体 として 自己を主張す る」 こ とであ る

(Angellella　174)。 欲望を持っ ことで、客体ではなく、主体 となるとい うことは、書 く行為

にとって も不可欠である。なぜな ら創作意欲は、 とりわけ強い欲望であるからだ。 それま

で女性たちは、書かれる客体 として 「あらゆる詩人の全ての作品の中でベー コンのよ うに

燃や され」(A Room　 of One's　Own,55)、 男性 たちの欲望を満たす提供物 として ささげられ

ていた。 しか し書かれる客体か ら書 く主体 になることは、欲望 され る対象 から欲望す る主

体 にな り、他者の欲望に仕える為 に、食べ物を提供す るホステスか ら食べる女性になるこ

とで もある。「もし女性が小説を書 こうとす るならば、お金 と自分だけの部屋 を持たなくて

はな らない」とい うウルフの言葉は有名だが、このお金は、「熟考す るカ を表 し」、「鍵のか

かった部屋は、自分のために考える力 を表 してい る」(.4Room　 of　One's　O㎜,139)。 それ

と同時に彼女たちは、栄養 が行き渡った心 と体で もって創 作に臨むために、おい しい食べ

物 と豊かな 「考 えるための食べ物」を摂取す る必要がある。

　女性 に求 められ る性規範に応 じ、食欲を抑 え、ホステスの役に甘ん じていたオーラン ド

であったが、歳月を経て次第に 「大変お腹がすいた」と感 じるほ どの食欲 を取 り戻す(263)。

そ してまた再び創作意欲 と詩作の才を回復 させ る。 同時に、彼女 は、ホステスの役割か ら

自らを解放 し、女性か ら男性へ と性を衣装 を着替えるかのように、スカー トか ら綾織地の

ズボンと革製のジャケ ッ トに着替 え、オーラン ドは古い友人の文豪たちの待っ食堂に向か

うのである。

Then she strode into the dining-room where her old friends Dryden, Pope, Swift, 

Addison, regarded her demurely at first as who should say Here's the prize winner! 

but when they reflected that two hundred guineas was in question, they nodded 

their heads approvingly. Two hundred guineas, they seemed to say; two hundred
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guineas are not to be sniffed at. She cut herself a slice of bread and ham, clapped 

the two together and began to eat, striding up and down the room, thus shedding her 

company habits in a second, without thinking. After five or six such turns, she 

tossed off a glass of red Spanish wine, and, filling another which she carried in her 

hand, strode down the long corridor and through a dozen drawing-rooms and so 

began a perambulation of the house, attended by such elk-hounds and spaniels as 

chose to follow her. (Orlando, 301)

出版 した詩で賞 を受賞 し、200ギ ニーの賞金を得 ることで社会的な地位 と名声を得 たオー

ラン ドは、ホステスとして客人をもてなす 「接待の習慣 を放棄」 し、 自分 のために食事を

用意 し、 ワインを飲む。 このよ うにオーラン ドが他人の食欲 を満たす ために、食べ物 を提

供するホステスか ら食べ る女性になった ことは、誰 にも屈す ることな く、 自立 した精神で

もって、創作に臨む ことを可能に している。

　 「作家 と時代精神 との間の取引は、細心の注意を必要 とす るものであ り、両者の間で ど

ういった取決めがなされ るかで、作品の成功は決まる」(254)。 しか しオーラン ドは、時代

精神 の厳 しい検 問を通過 し、 もはや 「時代 と戦 うことも、それ に屈す る こともな く」

(252-254)、 時代の求める家庭 内天使的な理想像 に縛 られず に、性別の拘束な しに、自由に

詩 を書 くことが出来るのだ。 この時、「男性 の力強 さと女性の優美 さ」(133)を 合わせ持 っ

たオー ラン ドは、ウル フが理想的な作家の精神 としてい る 「両性具有の精神 」(A Room　 of

One's　Own,128)を 体現 した理想の作家の姿 として提示 されている。1

　 こ うした物質的なもの と精神 的なもの との調和は、 ウル フと同様にE.M.フ ォースター

の『ハ ワーズ・エ ン ド』やD.H.　 LawrenceのLady　 Chatterley's　Loverの 中で も試み られ 、

モダニズム作家 に共通す る主題 となっている。ウル フは、「現代小説」の中で、外的な事実

を重視 し、「精神ではな く、身体に関心を抱いている」アー ノル ド・ベネ ッ トのよ うな リア

リズムの作家を 「物質主義者」(7)だ と非難す る一方 で、身体を軽視 し、内的な心理 に重 き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43



を置 くジェームズ ・ジ ョイスのよ うなモダニズムの作家を 「精神主義的」(10)だ と批判 し、

よい小説は、 「知的な活動 と身体の素晴 らしさ」(12)を 融合 したものだと述べてい る。『オ

ー ラン ド』 と 『自分だけの部屋』 を通 して、 このように精神 と身体に対す る食べ物 の影響

を探ることで、ウル フは、心 と体や脳がいかに融合 したものであ り、相互に影響 し合って

いるのかを示 している。
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第3章 　モダニズムの食 卓

第1節 モダニズムの 「料理男子」

1.　 「料理男子」の登場

　今 日、 日本では、料理 をす る男性いわゆる 「料理男子」が注 目されてお り、 この 「料理

男子」たちは、村上春樹 をは じめ とす る 日本の現代小説や漫画、 ドラマの中に も多 く登場

している。1こ の 「料理男子」現象は、女性 が料理 をし 「食べ させ る人」、そ して男性がそ

れ を「食べ る人」とい う従来の男女の性別役割分担を覆 している点で興味深い現象である。

2と りわけ小説や漫画、 ドラマに登場す る若干理想化 された 「料理男子」たちが、プロの

料理人や食欲旺盛な男性にふ さわ しい 「男 の料理」の ような特権化 された料理 を作るそれ

までの男性たちと異なるのは、彼 らが主婦たちのように料理 を家事労働の一つ としてこな

し、 日常的に食べ る料理 を作 るきわめて家庭的な男性であるとい うことである。

　そ うした 「料理男子」 として、有川浩の 『植物図鑑』の中の料理をはじめとした家事全

般 に万能な男イ ツキを挙げることが出来る。主人公の さやかは、家の前で、野垂れ死にそ

うになっている見ず知 らずの若い男イ ツキを見つけ、思わず彼を拾って しま う。翌朝、一

晩泊めて もらったお礼に彼 は、 さやかのために冷蔵庫に残っていた有 り合 わせ の食材で朝

食 を作 る。

　男が食卓に軽 く手を合わせ 、さやか も釣 られて手を合わせた。

食べる前に手を合わせるよ うなごはん、ずいぶん食べてないな一 きちん と誰かの手間

がかかった ごはん。一人暮 らしの コンビニ飯では さす がにいただきます の気分にならな

い。

　おかずはタマネギのオム レツ、味噌汁 もタマネ ギに卵 と、男がかろ うじて発掘 した食
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材 のみで構成 されたメニューである。

　だが、

　 「おい しい__」

　 一 口すすった味噌汁は、 じんわ りと体 に滲み るよ うだった。イ ンスタン トはどれだけ

頑 張ってもイ ンスタン トの味なんだな と分かるような。

　 オム レツ も具のタマネギを塩胡椒で妙 めただけのシンプル さだったが、そのシンプル

さが舌に滲み る。(有川 『植物図鑑』22)

冷蔵庫 にかろ うじて残っていた 「盛大 に芽が出た」 タマネギ と 「死亡直前の卵」(20)で 作

られた絶品の手料理 に感動 した さやかは、イツキに胃袋 をつかまれ、 さや かの代わ りに家

事 をす ることを条件 に、見ず知 らずの彼を一人暮 らしの部屋 に住 まわせ ることに決 めるの

だ。『植物図鑑』でのイツキとさやかの関係 は、女性 が料理 を作 り 「食べ させ る人」、そ し

て男性が 「食べ る人」 とい う従来のジェンダー規範の逆転が見 られ る。3

　 この 「料理男子」は、日本 に限った現象ではなく、20世 紀 の初 めにイギ リスで書かれた

モダニズム小説の中にも見ることが出来る。国 と時代は異なるが、現在の 日本 と当時のイ

ギ リスは、男女の性役割の様々な変化が見 られ、ジェンダーの境界があいまいになった時

代であることで共通 している。4こ れ らのモダニズム小説に登場す る料理をする男性たち

は、19世 紀末に表れた 「新 しい女(New　 Woman)」 と呼ばれ る進歩的な思想 を持 ち、社会

の中に進出 した女性たちに対応す る 「新 しい男(New　 Man)」 とも呼ばれ うる存在 として描

かれているよ うに思われ る。 さらにモ ダニズム小説 に登場す る料理をす る男性 は、第一次

世界大戦を境に、家事労働 を巡 るイギ リスの家庭で起きた変化が影響 を及 ぼしていると考

え られ る。第1節 「モダニズムの 「料理男子」」では、それ らのモダニズム小説 としてE.M.

フォースターの 『ハ ワーズ ・エ ン ド』 とD.H.ロ ー レンスの 『チャタレー夫人の恋人』、

ジェームズ ・ジ ョイスの 『ユ リシーズ』を取 り上げ、 これ らの小説の中に登場す る料理 を

す る男性たちに注 目し、これ らの小説 をジェンダーの観点か ら分析 していきたい。
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2.食 卓 の天使 たち

　 19世 紀 か ら20世 紀初 め のイ ギ リスで は、家 事 につ いて の認 識 は 、現在 とは若干 異 な る

もの で あった。 この時代 の上 ・中産 階級 の裕 福 な家 庭 の女性 に とって、 家事や 育児 は使 用

人 がす る もの で あ り、彼 女 た ちの仕事 で は なか った。例 えばJane　 AustenのPride　 and

Prejudiceの 中で、 隣人 の娘 のCharlotte　 Lucasが 料 理 な どの家事 を手伝 って い るの に対

して 、Mrs.　 Bennetが 「我 が家 には 、腕 の良 い料理 人 がい るの で、娘 た ち は台所仕 事 を し

ない のです 」(64)と 自慢 してい る よ うに、家事 を しない とい うこ とは、使 用人 を雇 うゆ と

りが あ る こ とを意 味 し、彼 女 た ちの 「体 面(respectability)」 を保 つ ステー タス の表れ であ

った。 そ のた めイ ギ リスが全 盛期 にあ った ヴ ィク トリア朝期 には、 上 ・中産 階級 の ほ とん

どの家 庭 で、人数 の差 はあ る ものの使 用人 を雇 ってお り、 これ らの家庭 の女性 たち の重要

な仕 事 は 、使 用 人 た ちを監督 す るこ とで あ った。

　 こ うした家庭 の女 性 た ちが、 自分 た ちの能力 を発 揮 で き る機会 の一つ が 、パ ー テ ィーや

晩 餐会 やお 茶会 で ホステ ス と して客人 た ち を もて なす 時で あ る。 ホ ステ ス としての彼 女た

ちの活 躍 は、 ウル フの 『ダ ロウェイ夫 人』、『灯 台へ 』、Night and DayやKatherine

Mansfieldの 短編"The　 Garden　 Party"な どで見 るこ とが 出来 る。 「完壁 なホステ ス」(6)

とい うあだ名 を持 った 『ダ ロウェイ夫 人』 の主人公 ク ラ リッサ ・ダ ロ ウェイ に とっ て、彼

女 の 開 くパ ー テ ィー は 、彼 女 の創 造性 を発 揮 で き る場 で も ある。『ダ ロウェイ夫 人』 と同様

に、『灯台へ 』で、ラ ムジー夫 人 は、晩餐会 の席 で の ホステ ス役 を務 め る。そ して様 々な葛

藤 を抱 きなが らも、ホ ステ ス として の役割 をま っ と う し、パ ー テ ィーや 晩餐会 を成 功 させ

る こ とは 、彼 女 の生 きがい ともな ってい る。

　 ウル フの 『夜 と昼 』や マ ンス フィール ドの 「園遊 会 」 では、 ホ ステ ス教 育 を受 ける若 い

娘 の姿 が描 かれ て い る。

It was a Sunday evening in October, and in common with many other young ladies of 

her class, Katharine Hilbert was pouring out tea. Perhaps a fifth part of her mind
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was thus occupied, and the remaining parts leapt over the little barrier of day which 

interposed between Monday morning and this rather subdued moment, and played 

with the things one does voluntarily and normally in the daylight. But although 

she was silent, she was evidently mistress of a situation which was familiar enough 

to her, and inclined to let it take its way for the six hundredth time, perhaps, without 

bringing into play any of her unoccupied faculties. A single glance was enough to 

show that Mrs Hilbery was so rich in the gifts which make tea-parties of elderly 

distinguished people successful, that she scarcely needed any help from her daughter, 

provided that the tiresome business of teacups and bread and butter was discharged 

for her. 

   Considering that the little party had been seated round the tea-table for less 

than twenty minutes, the animation observable on the faces, and the amount of 

sound they were producing collectively, were very creditable to the hostess. (Woolf, 

Night and Day, 3)

『夜 と昼』の主人公のKatharine　 Hilberyは 、名家 に生まれ、ホステスとして立派にお茶

会 を取 り仕切ることが出来るよ うに母親か らしつけ られている。 この中でキャサ リンは、

「同 じ階級の多くの若 い令嬢たちがす るように」「お茶 を注ぎ」客人たちをもてな し、母親

が見守 る中、ホステス として有能 な母親に代わ り、お茶会のホステス役 を務める。 自身の

感情を押 し殺 し、客人に尽 くす とい うこのホステスの 自己犠牲の精神 は、偉大な詩人の末

喬 として、一族の繁栄のために、毎 日訪れ る客人たちをもてなし、家族に献身的に尽 くす

ことを彼女に強い、数学や星座 の研究 に没頭 したい とい うキャサ リンの密 かな願望を抑圧

して しま う。 この小説の中で、 ウルフは、ヴィク トリア朝的な家庭内天使像 と強 く結びつ

いたホステス教育が、いかに当時の若い娘たちの行動を規制 し、彼女た ちの自由を奪って

いたかを示 してい る。
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　さらにウルフは、こ うしたホステス教育が、作家 として物 を書 く際、自身に悪影響 を与

えていることを回想記の中で記 している。

But the Victorian manner is perhaps - - I am not sure- - a disadvantage in writing. 

When I read my old Literary Supplement articles, I lay the blame for their suavity, 

their politeness, their sidelong approach, to my tea-table training. I see myself, not 

reviewing a book, but handing plates of buns to shy young men and asking them: do 

they take cream and sugar? On the other hand, the surface manner allows one, as I 

have found, to slip in things that would be inaudible if one mannered straight up and 

spoke out loud. (Woolf, "A Sketch of the Past," 150)

この中で ウルフは、ヴィク トリア朝のホステス教育 として彼女が受けたお茶会 の席 での作

法が書 き物の中で、「人 当た りの良さや礼儀正 しさや斜 めか らのアプ ローチ」として表れた

り、そ うした作法が、 自身の意見 を主張す ることを抑圧 させて しま うと述べてい る。 この

よ うにヴィク トリア朝的家庭 内天使像 と結びついたホステス教育は、それ を受 けた当時の

女性 たちの行動や精神 に様 々な規制を与えていた。

3.女 々 しい 「料理 男 子」

　 そ うしたホ ステ スの役 割 か ら女 性 た ちを解放 させ るた めに、男 性 で あ りなが らそ の役 割

を引 き受 けて い るのが 、フォー ス ター の『ハ ワー ズ ・エ ン ド』の主人公 の弟 のTibby　 Schlegel

で ある。

   Their brother, finding the incident commonplace, had stolen upstairs to see 

whether there were scones for tea. He  [Tibby] warmed the teapot- - almost too 

deftly- - rejected the Orange Pekoe that the parlour-maid had provided, poured in
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five spoonfuls of a superior blend, filled up with really boiling water, and now called 

the ladies to be quick or they would lose the aroma. (Forster,  Ho  wards End, 36)

テ ィ ビー は、女性 た ちのた め にお 茶菓 子 と紅茶 を用 意 し、 それ を給仕 し、女性 のホ ステ ス

がす る よ うに 、女性 た ち を もて なす。 女性 的 な雰 囲気 の強 い シ ュ レー ゲル 家 で育 っ たテ ィ

ビー は、姉 の マー ガ レ ッ トか ら 「私 は この家 に男 ら しい本物 の男 が い た らよか った と思 う

わ。 気 配 りが 出来 て、人 を もて なす こ とがで き る よ うな男 よ」 と嘆 かれ る(36)。

　 テ ィ ビー にマー ガ レッ トが求 めて いた もて な し方 とは 、Henry　 Wilcoxが す る よ うな客

の もてな し方 で あ る。 当時 、パー テ ィーや お茶 会 の席 で、 女性 がホ ステ ス としての役割 を

引 き受 けてい たの と同 時に 、男性 はホス トとして 客人 を もて なす こ とが求 め られ た。 パー

テ ィー の ホス ト役 を務 め る男 性 と して、ジ ェー ムズ ・ジ ョイ スのDublinersの"The　 Dead"

の主人 公Gabrielが い る。会 を盛 り上 げ るス ピーチ をは じめ とした 客人 を もて なす ため の

ホス トの仕 事 の一つ は 、客 の前 で 肉を切 り分 け る こ とで あった。 ガ ブ リエル は、 が ち ょ う

の 肉を客人 た ちの好 み に合 わせ て、適切 に切 り分 け、彼 らに配 り、「肉 を切 る人 として優 れ

てい る こ と(an　expert　carver)」 が認 め られ 、家長 としての威厳 を示す こ とが 出来 、よ うや

く胸 をな でお ろ してい る("The　 Dead,"171)。 ガ ブ リエ ル と同様 に、『ハ ワー ズ ・エ ン ド』

の ウ ィル コ ックス もま た こ うした 肉切 り能 力 に恵 まれ た有能 なホス トと して描 かれ てい る。

レス トランで 、 「魚 のパ イ」 を頼 も うとす るマ ーガ レ ッ トに対 し、 ウィル コ ックスは 、 「羊

の鞍 下 肉」を頼 む よ うに言 い 、給仕 に肉 の切 り分 け方 を指 示 す る(130)。 ウィル コ ックス の

この よ うな指示 の もと、 肉のそれ ぞれ の部位 が切 り分 け られ 、会 食 は スムー ズ に進 む。 さ

らに彼 は 、気配 りの行 き届 いた会 話 に よって 、マー ガ レ ッ トをエス コー トし、 この こ とが

き っか けで二人 の仲 は急 速 に深 ま るのだ。

　 こ こで注 意す べ き こ とは 、 ウ ィル コ ック スがホ ス トと して客人 を もてなす 際 に、マ ーガ

レッ トに もホ ステ ス と して 客人 を もてなす こ とを強い てい るこ とで あ る。
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 Henry was already installed; he ate slowly and spoke little, and was, in Margaret's 

eyes, the only member of their party who dodged emotion successfully. She could 

not suppose him indifferent either to the loss of his daughter or to the presence of his 

future wife. Yet he dwelt intact, only issuing orders occasionally- - orders that 

promoted the comfort of his guests. He inquired after her hand; he set her to pour 

out the coffee and Mrs Warrington to pour out the tea. When Evie came down there 

was a moment's awkwardness, and both ladies rose to vacate their places.  'Burton,' 

called Henry,  'serve tea and coffee from the sideboard!' It wasn't genuine tact, but it 

was tact of a sort-- the sort that is as useful as the genuine, and saves even more 

situations at board meetings. (Forster,  Ho  wards  End  , 187)

「客人たちを居心地 よくするために」ホス トとして客人たちをもてなす際、 ウィル コック

スは、「マーガ レッ トにコー ヒーを注がせ」、彼女にホステス として客人をもてなす よ うに

命 じる。そ して彼 は、使用人 に指示す るの と同時に、女性たちにも指示 を出し、彼女たち

を支配 している。 この ようにこ うしたホス トや ホステスの役割は、男女間の支配関係の上

で成 り立ち、父権制度 とも結びついているのである。

　　女性 にホステス役 を強いることなく、自ら進んでその役割 を引き受 けるテ ィビー と同様、

性役割 にとらわれない男性 として 『ハ ワーズ ・エ ン ド』の中で登場するのが、事務員の

Leonard　 Bastで ある。同棲 している恋人のために、バス トは料理をする。

Leonard tidied up the sitting-room, and began to prepare their evening meal. He 

put a penny into the slot of the gas-meter, and soon the flat was reeking with 

metallic fumes. Somehow he could not recover his temper, and all the time he was 

cooking he continued to complain bitterly. (Forster,  Howards End,45)
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男性 が自ら料理な どの家事をす ることは、当時、非常にめず らしかったとい うAlison　Light

の指摘 を考 えると(185)、バ ス トが料理をす ることは、性役割 に捉われ ない彼の柔軟 さを示

しているように思われる。 しか し彼を魅力的な男性 と手放 しに賞賛す ることを躊躇 させ る

のは、彼 の作ったその食事の内容のためである。

   They [Leonard and  Jacky] began with a soup square, which Leonard had just 

dissolved in some hot water. It was followed by the tongue- - a freckled cylinder of 

meat, with a little jelly at the top, and a great deal of yellow fat at the bottom- - 

ending with another square dissolved in water  (jelly: pineapple), which Leonard had 

prepared earlier in the day. (Forster,  Ho  wards End, 46)

バス トが作 るこの食事には、階級意識 とい う強い悪臭を感 じる。新井氏が指摘 しているよ

うに、缶詰は、イギ リスでは、 ロウアー ・ミドルクラス と労働者階級 の好む食べ物である

とい うイメージが強 く(新井68,2004)、 この缶詰か ら成 るバス トの食事は、ステ レオ タイ

プ化 されたロウアー ・ミ ドル クラスの食事 なのだ。 さらにこの食事をバス トが 自ら調理 し

ていることも、彼 の家が使用人を雇 う余裕がな く、貧 しい ことを暗示 してい る。ティビー

もまた魅力的な男性 とい うには、精神的に未熟である。姉か ら大切な相談を受 けている時

に、泣いている彼女の傍 らで食事 を取 り続 け、彼女の話 よ りもむ しろこれか ら出る料理 に

ついて心配 してい るよ うに(215)、 「食べ物 に対す る興味」は、「人間に対す る無 関心」と同

様 にテ ィビーの欠点 として挙 げられている(238)。

　 さらにLodgeの 指摘にあるよ うに、ティ ビーやバス トには、「男性的な性格の欠落」(xvi)

が見 られる。5Langlandに よると 「フォースターが 自身の同性愛を確信 したのは、『ハ ワ

ーズ ・エン ド』 を出版 した少 し後であ り」、 自身の同性愛的な傾向について、彼 は 「『ハ ワ

ーズ ・エ ン ド』を書いている時点では
、非常に混乱 していた」(439)。 その間、彼が同性愛
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に牽引され ることを避 けるために、同性愛 に対 して過度 に嫌悪を抱 くとい うホモセクシャ

ル ・パニ ックに陥っていた としても不思議ではないだろ う。幼い頃に父親 を亡 くしたフォ

ースターは、父親不在の女性的な雰囲気の強い家庭で育ち、テ ィビーのように女性 的な文

化 に親 しんでいた。 しか しフォースターは、それ と同時に、そ うした女性的な ものに惹 か

れ る 「自身の内なる女性性への恐れ」(Langland　 439)を 抱いていた ようである。 この 「自

身の内なる女性性への恐れ」 の影響のためか、女性的なものを好み 「男性的な性格 の欠如

した」ティビーやバス トに対す るフォースターの扱いは、い ささか手厳 しい ものとな り、

彼 らがジェンダー役割に捉われない柔軟な思想 を持 ってい るにもかかわらず、フォースタ

ーは
、彼 らを描 く際、「女々 しく」頼 りな く、魅力 に欠 ける人物描写に留めて しまっている。

4.ジ ェンダー役割 を超 える 「料理男子」

　D.H.ロ レンスの 『チャタレー夫人の恋人』の森番Mellorsは 、ティビーやバス トの よ

うに、女々 しいイメージではなく、女性に料理 をもてなす ことを楽 しんでい る成熟 した男

性である。さらにメラーズは、労働者階級 に属するが、『ハ ワーズ ・エン ド』のバス トに比

べ ると、その階級にそれほ ど縛 られていない。 メラーズは、労働者階級の人々が話す誰 り

の強い方言 と上流階級の紳士のような話 し方を使い分ける。 さらに彼 は、労働者階級の粗

野な食事の仕方だけでなく、上流階級のテーブルマナーにも精通 してい る。メラーズは、

上流階級のConstanceと その姉のHildaと 食事 をす る際、そのテーブルマナーのす ばらし

さによってヒル ダを感嘆 させている。

   The three ate in silence. Hilda looked to see what his table-manners were like. 

She could not help realising that he was instinctively much more delicate and 

well-bred than herself. She had a certain Scottish clumsiness. And moreover, he 

had all the quiet, self-contained assurance of the English, no loose edges. It would 

be very difficult to get the better of him. (Lawrence, Lady  Chatterley's Lover, 244)
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ヒル ダは、メラーズのテーブルマナー を賞賛 し、 さらに彼の物腰が 自分 よりも 「はるかに

優雅 で、育 ちが良いもの」であることを認 め、彼に対する見方を改める。 このよ うにメラ

ーズは
、上流階級 と下層階級 の両方の話 し方やマナー、 どちらの階級 にも通 じる幅広い教

養 を身 に着 けてい る。6

　 コニー もまたメラーズの影響を受け、徐 々に階級の縛 りか ら解放 されてい く。 メラーズ

と会 う前、上流階級の貴婦人であるコニー は、夫のCliffordに 従い、労働階級 の人々と距

離 を置いて接 し、彼 らを存在 しない ものであるかのよ うに振 る舞 っていた。そのため以前

は、彼女 と労働階級の人々の間には 「越えがたい溝」があった。 しか しメラーズとの出会

いによって、次第に、彼女は労働者階級の人々を一人の人間 として扱い、彼 らと親密な交

流 をす るようにな る。メラーズは、 コニーに、 自ら料理 した労働者階級の食事 をとらせ、

彼女に労働者 階級の味覚 を植 え付 けることで、彼女 にも階級 の垣根を越 えさせ て しま う。

   Downstairs she heard him making the fire, pumping water, going out at the 

back door. By and by came the smell of bacon, and at length he came upstairs with 

a huge black tray that would only just go through the door. He set the tray on the 

bed, and poured out the tea. Connie squatted in her torn nightdress, and fell on her 

food hungrily. He sat on the one chair, with his plate on his knees. 

   "How good it is!" she said .  "How nice to have breakfast together." (Lawrence, 

Lady Chatterley's Lover, 249)

最初メラーズ宅でお茶を出 された時、お茶 を飲む ことを躊躇 していたコニーであったが、

コニーはメラーズの作った食事を とり、それを 「おい しい」 と感 じるよ うになる。 さらに

彼女は彼 の作った食事だけでなく、労働者階級 の女性の作った食事 とお茶 を共にとること

で、彼女たち とより親密にな り(131)、労働者階級の共同体に徐々に溶 け込んでいく。この
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よ うに コニー は、 メ ラー ズ に よって ジ ェン ダーや 階級 の拘束 か ら解放 され て い く。

　 ジェー ムズ ・ジ ョイ スの 『ユ リシーズ』 のブル ー ム もまた 当時 のジ ェ ンダー規 範 にあ ま

りと らわれ て いな い男性 で あ る。 ブル ー ム は、ベ ッ ドで眠 る妻 のた め に朝食 を作 る。

   On the boil sure enough: a plume of steam from the spout. He scalded and 

rinsed out the teapot and put in four full spoons of tea, tilting the kettle then to let 

the water flow in. Having set it to draw he took off the kettle, crushed the pan flat 

on the live coals and watched the lump of butter slide and melt. While he 

unwrapped the kidney the cat mewed hungrily against him. Give her too much 

meat she won't mouse. Say they won't eat pork. Kosher. Here. He let the 

bloodsmeared paper fall to her and dropped the kidney amid the sizzling butter 

sauce. Pepper. He sprinkled it through his fingers ringwise from the chipped 

eggcup. (Joyce, Ulysses, 51)

彼は、妻のモ リーのために食材 の買い出しに行 き、それ らを調理 し、出来た料理を彼女の

横たわるベ ッ ドまで給仕するいわば主夫である。ブルームは、 この 日が特別な 日であるか

らではな く、 日常的な行為 として家事 を行い、それ に合 うようにアイル ラン ドの素朴な家

庭料理 を作 るのだ。ブルームが 「食べ る人である以上に食べ させ る人」であるとLindsey

Tuckerは 指摘 しているが(127)、 彼 は主婦 としての役割 を快 く引き受 け、妻 をは じめ とし

た親 しい人たちや時には動物 のために、食事を用意 し、これ らの愛する者たちに食事 を与

えている。そ してブルーム とモ リーの問に、従来の夫 と妻の間に存在 した父権的な支配関

係 とは異なる新 しい夫婦の関係 を見 ることが出来 よう。

5.使 用人の反乱 と台所の救世主

　 このよ うにイ ギリスのモダニズム小説の中で、女性のために料理をす る男性 の姿が描 か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 55



れたのは、当時、家庭の中で家事労働 を巡 る大 きな変化 が起 きたこととも無関係ではない

だろ う。19世 紀 ヴィク トリア朝 に絶頂にあった使用人文化 は、大きな転換期 を迎 える。そ

れは第一次世界大戦後、深刻化す ることになったいわゆる 「使用人問題」が影響 してい る。

戦争中、男性 の使用人の多 くが戦地に向かった。 さらにあらゆる職業の労働力 となってい

た男性たちがいな くな り、それまで男性たちが していた多 くの仕事が女性た ちに解放 され

た。 その結果、低賃金で過酷 な家事使用人 の仕事は、他 の仕事 より劣ったものだと考 えら

れ るようにな り、多 くの女性たちは他の仕事に就 くよ うになる。そのため家事使用人の数

は、第一世界大戦後、イギ リスで、急速に減少す る。その結果、家事使用人 を確保す るこ

とが困難になった中産階級の家庭が増大 した。そ して家事使用人が家庭に留まることを了

承 してもらうために、高額な給料 を払わなけれ ばな らなかったが、それができない家庭 の

女性 たちは、家事を自らしな くてはな らな くなったのである(川村13-14)。

　 さらに使用人の質 にも変化が起 こる。使用人の数が減少 し、使用人市場が高騰 した結果、

よ りよい環境で高額な給料で働 くことが出来 るよ うになった使用人たちは、雇い主への要

求が必要以上に多 くな り、雇 い主に従順でな くなった。このことは、階級制度に支 えられ、

それまで主従関係 にあった使用人 と雇い主の間の関係が崩れ、両者の関係 はより対等なも

のにな り、使用人たちが以前 ほど雇い主に敬意 を払わな くなったこととも無関係ではない

だろ う。『ハ ワーズ ・エン ド』の中でも、家事使用人 を雇 うために職業斡旋所に行ったマー

ガレッ トは、「家に階段が多すぎるとい う理由で、本職 の女中たちに全て断られ、信頼のお

けない 「臨時雇い」で満足 しなければなら」ず、 よい使用人を得 ることに苦労 している

(53-54)。 使用人 との関係 に辟易 したためにヴァージニア ・ウルフは、使用人の数を極限ま

で減 らしていたが、中産階級 の使用人 を雇 う余裕のある家庭で も、 もはや従順 でな くなっ

たこ うした横柄な使用人たちに煩わ されるのを嫌い、使用人 の数 を減 らした り、使用人を

雇 うのを止めることも少な くなかった。

　小林氏が指摘す るよ うに、洗濯 は洗濯屋 に、食品は食糧品店で、衣服は衣料 品店で買 う

ことが出来 るよ うにな り、家事仕事の大部分を占める洗濯や食事 の準備、衣服 を作るとい
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った仕事の 「外注」が可能になった ことや掃除機やガス レンジな どの機械 の技術革新によ

って、使用人の数を減 らす ことが以前よ り容易 になった(180-181)。 こうした使用人 と家事

労働 を巡る家庭の中の変化は、第一次世界大戦 と第二次世界大戦 にかけて顕著である。そ

して戦後、上流階級の家庭でも使用人 を維持 してい くことが困難 にな り、こ うした家庭 も

徐々に使用人の数 を減 らしていき、使用人文化 は、現在、過去の遺物 となっている。 こう

したイギ リスの使用人文化の繁栄 と衰退は、上流階級のお屋敷の執事を主人公 に し、その

視点からかつて全盛期にあったダー リング ・ホールの栄光 とその没落を描いたKazuo

IshiguroのRemains　 of the　Dayの 中で見ることが出来 る。

　ア リソン ・ライ トによると、それまで使用人たちに頼 り切 っていた20世 紀初めの女性

たちにとって、それまで経験 したことのない家事は困難 な仕事であったとい う。7第 一次

世界大戦後、中産階級の家庭で使用人 を維持 してい くことが困難 にな り、 自ら家事を しな

くてはな らな くなった女性 が増えてい く中で、モダニズム小説の中の料理 をす る男性たち

は、使用人がいな くなった家庭で、料理の仕事 を女性たちの代わ りに行って くれ る救世主

となるべ く、よ り気兼ね しない対等な存在 として、モダニズム小説の中に表れ たといえよ

う。 この ようにモダニズム小説の中の料理 をす る男性たちの姿は、当時の家庭 で起きた家

事労働 をめぐる変化やそれに伴 う階級制度やジェンダー役割 の揺 らぎを映 し出 している。8
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第2節 　 Virginia　 Woolfの 台所

1.ウ ルフ家の台所

　使用人文化の黄金期にあった19世 紀半ばから20世 紀のヴィク トリア朝のイギ リスでは、

上流階級はもちろんの こと中産階級のほとん どの家庭で、一家に一人以上使用人がいた。

そ うした時代に生まれ育ったヴァージニア ・ウルフは、その後訪れ る使用人文化の衰退 を

肌で感 じることとなる。普段 は、階下で人 目につかぬ ようにひっそ りと生活 し、雇 い主の

前で も雇い主に声をかけ られ るとき以外は、存在 しないかのよ うに振 る舞 っていた使用人

たちは、それまでのイギ リス小説の中で もあま り注意を向けられて こなかった。 しか しウ

ル フはそ うした使用人たちを小説の中でないが しろに扱 ってはいない。 ウル フの実験的な

小説 である『フラ ッシュ』の4ペ ージにも渡る注の中で、Elizabeth　Browningの 侍女Wilson

について 「彼女は歴史の中で、謎 めいていて、ひたす ら沈黙 し、ひたす ら目に見 えない存

在であった女中の偉大な大勢 の典型的な人物であった」(Flush,109-113)と 述べ、歴史の

中で 「沈黙」を貫き、 「目に見えない」無名 な存在 とされてきた使用人に光を当てた。

　 とりわけ 『ダロウェイ夫人』や 『灯台へ』に見 られ るように、使用人たちの扱いにたけ、

使用人たちに慕われ るヴィク トリア朝の名残の強い女主人たちと使用人たちとの絆をウル

フが描いたことは周知の通 りである。例えば 『ダロウェイ夫人』 の中で、ダロウェイ家の

使用人のLucyは 、どのよ うな紳士淑女の中でも 「うちの奥様が一番愛 らしい」 とクラリ

ッサ ・ダロウェイの使用人であることに強い誇 りを感 じてい る(32)。 ウルフの母親の面影

をひきずった使用人たちに慕われ 「家庭内天使」的な女主人たち とは異な り、実生活の中

で、 ウルフは使用人たちの望む ようなよい女主人であった とはいえなかった。 さらにこう

した使用人たちは、彼女の創作の刺激 になると同時に、ウル フの苦 しみのもととなること

も少な くなかった。 ウル フの使用人の 中でも、 と りわけ彼 女に強い影響 を与 えたのは、

SophieとNellieと い う二人 の料理人だった。
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　 ウル フは家庭的な女性 とい うより 「新 しい女」 とい うイメージが強 く、おそ らく多 くの

人々は、 ウルフが台所に立っている姿 を想像す るのは難 しいか もしれない。 しか しウル フ

は、使用人 を雇 う余裕 のある当時の裕福な家庭 の女性には珍 しいことに、 自ら料理を して

いた。 「私の人生で唯一の情熱 は料理をす ることだ」「くだ らない本を書 くよ りも料理をす

る方がずっ といい」(L,IV　93)と 手紙 の中で述べているよ うに、料理は、ウルフが情熱 を注

いだ ものの一つであった。 ウルフが料理に 「情熱」 をそそ ぐ動機 を与えたのは、彼女の使

用人の料理人であったが、それは美談 と言 うよりも、む しろ泥沼劇がもた らしたものとい

えるだろ う。第2節 「Virginia　Woolfの 台所」では、 ソフィー とネ リー の二人 の料理人 と

ウルフの関係 を探 ることで、第1節 で も言及 した当時の家庭で深刻 になっていた 「使用人

問題」についてと彼女の料理人たちがウル フの創作に与 えた影響 について考えていきたい。

2.ヴ ァー ジニア ・ウル フ と二人 の料 理人

　 Agatha　 Christieが 短 編小 説 の 中で、屋 敷 の女 主人 に 「腕 のいい料 理 人」 は 「高価 な宝

石 」に匹敵す る と言 わせ てい るほ ど、使 用人 が 家事 を してい た19世 紀か ら20世 紀初 めの

家庭 にお いて 、料 理 人 は重要 な存在 であ った("The　 Adventure　 of　the　Clapham　 Cook,"201)。

ウル フの実 家 のStephen家 の料理 人 で あっ た ソフ ィー ・フ ァー レル もまた一家 の宝 と して

大切 に され た。 幼少 の 頃の ウル フ に とって ソフ ィー は、彼 女 の食 事 を コ ン トロール す る乳

児 に母 乳 を与 え る 「良 い乳房 」 と母乳 を与 え るこ とを拒 む 「悪 い乳房 」 を持 っ た母 的な存

在 で あっ た とい え よ う。 ソフ ィー の い る台所 に二 階の 子供部 屋 の窓 か らひ も をつ け たバ ス

ケ ッ トを下げ る と、 ソフ ィー の機 嫌 が良 い時 は、バ ス ケ ッ トを引 くと大 人た ち の夕食 のお

こぼれ が積 まれ 戻 って来 る。 しか しソフ ィー の機嫌 が悪 い 時 は、ひ もをた どる と切 られた

ひ もが戻 って きた とウル フは 当時 を回想 して い る("A Sketch　 of　the　Past,"132-133)。 一家

の女主 人 と して有能 で あっ た ウル フの母Juliaと ジ ュ リア を慕 って いた腕 のい い料 理 人 の

ソフィー との 関係 は、「使用 人 文化 」の黄金 期 に あった ヴィ ク トリア 朝 の理 想 的 な女主 人 と

使 用人 との関係 で あ った とい え るだ ろ う。 しか しジ ュ リアの死後 、 この関係 は一 転す る。
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母 の死 後 、ス テ ィー ヴン家 の姉妹 た ち に とって一家 と親 密 で何 か と干 渉 して くる ソフ ィー

の存在 は 、時 と して煩 わ しい もの にな り、彼女 た ち は この時代錯 誤 な使用 人 の扱 い に しば

しば手 を焼 い てい た。 ウル フが結 婚後 、 ウル フ の兄 弟 の家 を転 々 と していた ソフ ィー を再

び 呼び 寄せ よ うと した ウル フ をき っぱ りと断 り、 ソフ ィー は彼女 を最 も気 にか けて いた ウ

ル フの兄George　 Duckworthを 慕 い 、ダ ックワー ス家 の料理 人 と して献身 的 に仕 えた。1

　 ウル フに とって最 も影 響力 のあ った使用 人 は、 おそ ら く18年 もの 間、 ウル フ家 の住 込

み の料 理人 を務 めたネ リー ・ボ ックスオ ール で あろ う。 この18年 の うちの10年 間は 、ネ

リー は ウル フ家 の 唯一 の使 用 人 で あ り、料 理 だ けで な く、掃 除や 洗濯 な どの さま ざまな家

事仕 事 を こなす 「ク ック ・ジェネ ラル」 と呼 ばれ る料 理人 と して ウル フ家 に勤 めた(Light

170)。 ソ フィー とネ リー とい う二人 の料 理 人 を比較 す る時見 えて くるの は、19世 紀 か ら

20世 紀 にか けての 時代 の変化 で あ る。 「1910年 の12.月 か その 頃 に、人 間の性 質 は変 わ っ

た」 とい うウル フの言葉 は有名 だが 、 ウル フはそ の例 と して ヴ ィク トリア朝 とジ ョー ジ朝

の料理 人 の違 い を挙 げ てい る。　 「ヴィ ク トリア朝 の料理 人 は、邪 悪 な 巨大 クジ ラの よ うに

よ り低 い奥 ま った ところで」 「恐 ろ しい様子 で 、静 かで 、人 目にっ かず に、謎 めい た存在 と

して生 活 して いた」。 一方 、 「ジ ョー ジ朝 の料理 人 は、太 陽 の光 と新鮮 な空 気 で 出来た 生 き

物 」で あ り、一家 の女 主人 に新 聞 を借 りに来 た り、「帽 子 につい て の助言 を求 めて」や って

来 る と ウル フ は 、 ジ ョー ジ 朝 の料 理 人 を清 々 し く好 ま しい も の と して 描 い て い るが

("Character　 in　Fiction,"38)、 実 際は その よ うな友好 関係 を、ウル フは彼女 の料 理 人 のネ リ

ー との問 で築 いて はい なか った
。 む しろそ の関係 は きわ めて険悪 な もので あっ た。 ウル フ

と闘争 を繰 り広 げてい たネ リー は 「ネ リー 問題(the　Question　 of　Nelly)」 と して ウル フ家 の

悩 み の種 とな って いた(D3,220)。 ネ リー は、 ウル フ に仕 事 を止 め る と脅 し、 そ して実 際 、

話 が進 む とウル フをな だめ それ を取 り消 し、一 方 、 ウル フ もネ リー に解雇 宣告 を してはそ

れ を取 り下げ 、二人 は この よ うない た ち ごっ こを繰 り返 してい た ので あ る。
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3.家 庭の中の不調和音一 「使用人問題」

　 ウル フ家 を困 らせていた 「ネ リー 問題」は、「使用人問題」として同時代 の多 くの家庭で

共通す る悩みの種 となっていた。封建的なヴィク トリア朝では、階級制度 に基づ く厳格 な

主従関係 が雇 い主 と使用人の間で成立 していた。しか しウルフが　「人間関係の全ては変わ

った。主人 と召使 の問の関係、夫 と妻、両親 と子供 といった関係 は変化 した」("Character

in　Fiction,"38)と 述べているように、20世 紀にな りその封建制度はほころび始 め、雇い主

と使用人の問の関係 もより対等なものにな りつつあった。 さらに第一次世界大戦 中、男性

たちが戦争に行 った結果、女性たちが多 くの仕事に就 くことができるよ うにな り、それ ら

の仕事 に比べてよ り劣った仕事だ とみな された使用人の仕事 につ くことを敬遠す る女性 が

多 くなった。その結果、使用人が不足 し、使用人の市場 は高騰 し、要求が多 くなった使用

人たちは雇い主に従順ではな くなった。そ してウル フのよ うに使用人 との関係 に苦 しむ雇

い主が増え、とりわけ第一次世界大戦 と第二次世界大戦の間の戦間期周辺には、「使用人問

題」は社会問題 となっていたのである。2

　Michael　 Cunninghamは 、 ウルフの伝記的な資料 を基に して書かれたThe　 Hoursの 中

でネ リー とウル フの戦いの様子を描いている。

   In the kitchen, Nelly is rolling out a crust. Nelly is herself, always herself; 

always large and red, regal, indignant, as if she'd spent her life in an age of glory and 

decorum that ended, forever, some ten minutes before you entered the  room.  .  .  . So, 

Virginia thinks, she would like to slit my throat; just so, with an offhand stroke, as if 

killing me were another of the domestic chores that stands between her and sleep. 

That is how Nelly would murder, competently and precisely, the way she cooks, 

following recipes learned so long ago she does not experience them as knowledge at 

all. At this moment she would gladly cut Virginia's throat like a turnip because 

Virginia neglected her own duties and now she, Nelly Boxall, a grown woman, is
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being punished for serving pears. Why is it so difficult dealing with servants? 

Virginia' mother managed beautifully. Vanessa manages beautifully. Why is it so 

difficult to be firm and kind with  Nelly; to command her respect and her love? (The 

Hours,  84-87)

この中で、ウルフは、姉のヴァネ ッサや母ジュ リアのよ うに「使用人か ら尊敬 と愛情 を得」、

使用人 を うま く扱 うことが出来ない 自分 自身を歯がゆく思っている。ネ リー とウル フの間

の力関係 は絶えず逆転 し、時 として ウルフに支配的に振 る舞 うネ リー は彼女に とって 「の

どをかっ切 り」自分を殺 しかねない 「殺人鬼」のよ うに恐 ろしい存在 として描かれている。

　　こ うした使用人への嫌悪 とい うものは、『ダロウェイ夫人』の中のクラ リッサ ・ダロウェ

イの娘エ リザベスの家庭教師 ドリス ・キルマ ンの描写にも うかが うことが出来る。

For it was not her one hated but the idea of her, which undoubtedly had gathered 

into itself a great deal that was not Miss  Kilman; had become one of those spectres 

with which one battles in the night; one of those spectres who stand astride us and 

suck up half our life-blood, dominators and tyrants; for no doubt with another throw 

of the dice, had the black been uppermost and not the white, she would have loved 

Miss Kilman! But not in this world. No. 

   It rasped her, though, to have stirring about in her this brutal monster! to hear 

twigs cracking and feel hooves planted down in the depths of that leaf-encumbered 

forest, the soul; never to be content quite, or quite secure, for at any moment the 

brute would be stirring, this hatred, which, especially since her illness, had power to 

make her feel scraped, hurt in her spine; gave her physical pain, and made all 

pleasure in beauty, in friendship, in being well, in being loved and making her home 

delightful, rock, quiver, and bend as if indeed there were a monster grubbing at the
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roots, as if the whole panoply of content were nothing but self love! this hatred! 

(Mrs Dalloway,  10-11)

「貧 しさ」 とい う強烈な匂いを放つキルマンは、支配階級の政治家の妻 としてクラリッサ

が非常 に恵まれていて裕福 で怠惰 な生活を送っていることを強 く意識 させ、彼女に罪悪感

と 「劣等感」を抱かせ る(10)。 さらに娘の愛情 を奪 うキルマンは、クラ リッサの激 しい嫉

妬心 と 「憎 しみ」を駆 り立て、「生 き血の半分を吸い取る」「緑色の 目を した」「残忍な怪物」

のイメージ となって彼女の心の中に現れ、彼女 にとって嫌悪 の対象である。 クラ リッサの

キルマ ンへの激 しい嫌悪は、支配階級 に属す るクラリッサの下層階級への嫌悪 であ り、彼

女の階級意識 の表れであるといえる。3

　 こ うした階級意識 は、当時の支配階級のほとん どの人々が抱いていた感情であ り、ウル

フ自身 もこうした階級意識 と無縁ではなかった。ウルフ と親交の深かったE.M.フ ォースタ

ーは、彼女は 「俗物(snob)」 な ところがあ り、「労働者階級 と労働」に対 しては 「冷淡」で、

ウルフが上流階級 の 「淑女(1ady)で あるこ とは、彼女の社会への見方 をゆがめてい る」 と

ウル フの描 く世界が支配階級 に限定 されてい ることや階級意識が強かったことを指摘 して

いる(``Virginia　Woolf',250-251)。 ウル フが下層階級 に属す る使用人たちに感 じた最大の嫌

悪は、使用人たちに自分たちの生活を盗み見 られ、使用人たちに、秘密 を握 られていると

感 じることだった。 ウル フはネ リー に対す る憤 りを次のよ うに述べてい る。

   I am sordidly debating within myself the question of  Nelly; the perennial 

question. It is an absurdity, how much time L. & I have wasted in talking about 

servants. And it can never be done with because the fault lies in the system. How 

can an uneducated woman let herself in, alone, into our lives? - - what happens is 

that she becomes a mongrel; & has no roots any where. (D3, 220)
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ウルフは、ネ リー のよ うな 「教養のない」下層階級の人間が 「生活の中に入ってくる」こ

とで生 じる生活音を嫌悪 していた。

　"Character　 in　Fiction"の 中で述べているよ うに、一家の女主人に新聞を借 りに来た り、

「帽子 についての助言を求め」雇い主 にこび ることがない使用人 と雇 い主 との対等な関係

をウル フが夢見ていたな らば、階級意識を持っていた一方で、 ウルフはそ うした階級の壁

を壊 そ うとしていたといえるか もしれない。 ウルフが使用人 を一人の人間 として扱 い、よ

り対等な関係 を築 こうとするほど、その存在は 「目に見えない」ものでな くな り、強烈な

人間性 を放つ使用人たちの存在は、おそ らくひ どく目につ くもの として彼女 を苦 しめるこ

ととなったのだろ う。クラ リッサがキルマンに感 じた ように、使用人の存在は、彼女の階

級意識 を刺激 し、いつ しか家庭の中の不快 な不調和音 となったのか もしれ ない。 ウル フと

とりわけ険悪な関係 にあったネ リー については、 しば しば 「ネ リー 問題」 として深刻にウ

ル フ夫妻の間で話 し合われ、二人 はネ リー をどうした らお払い箱 にできるのか策を練って

いた。「ネ リー問題」か ら解放 され るためにウルフがした 「自由になるための奮闘」(D3,257)

の一つは、料理 を自らす ることであった。

4.「 自由になるための奮闘」 としての料理

　 ウル フの使用人から 「自由になるための奮闘」は、入念に計画 された実験であるといえ

よ う。 ウル フは当時の多 くの女性たちの ように料理学校 に行 った経験はあったが、料理 は

使用人 に任せ、それ まで台所 に立っ ことはまれであった。大きな転機 となったのは、1929

年 にそれまであった 「頑丈な燃料 レンジ」に代わ り、 ウル フ家に 「石油 コンロ」がやって

来た ことだった。 そ してこの 「石油 コンロ」がウル フ家に導入 されたことで、 ウル フは、

料理をするよ うになったのである。

  But what interests me is of course my oil stove. We found it here last night on 

coming back from Worthing. At this moment it is cooking my dinner in the glass
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dishes perfectly I hope, without smell, waste, or confusion: one turns handles, there 

is a thermometer. And so I see myself freer, more independent- - & all one's life is a 

struggle for freedom- - able to come down here with a chop in a bag & live on my own. 

(D3, 257)

料理をすることで、他人に依存せずにすみ、 ウルフは 「よ り自由で より独立 している」 と

感 じている。そ してネ リーか ら解放 され ることで、「自由を獲得す るため」に、出来るだけ

使用人 に頼 らず に生活 してい く準備の一つ として、 ウル フはおそ らく料理 を始 めた と考え

られる。そ して 「石油 コンロ」がやって来た同 じ年、 ウル フはついにネ リー を追い出す こ

とに成功す る。それはAnnie　 Thompsettと い うそれまでのよ うな住込みではない ウル フ

の理想 とす る通いの使用人を得たか らだ。

　　ウル フは 「理想的な生活 にとても近い」(LIV,158)と い うアニー との生活 について次 の

よ うに述べている。

 

.  .  . it is the best, the freest, the comfortablest summer we have ever had. Figure to 

yourself feet swollen in boots. One takes them off - - that is my state without poor 

dear  Nelly; with nice bright  Annie.  .  . My dinner is cooking. I have so many rooms 

to sit in, I scarcely know which to choose. And new chairs. And comfort 

everywhere, & some beginnings of beauty. But it is the freedom from servants that 

is the groundwork & bedrock of all this expansion. After lunch we are alone till 

Breakfast. I say, as I walk the downs, never again never again. Cost what it may, 

I will never put my head into that noose again. 

   I walk; I read; I write, without terrors & constrictions. I make bread. I cook 

mushrooms. I wander in & out of the kitchen. I have a resource beside reading. 

Why we ever suffered that discomfort so long, that presence always grumbling,
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always　 anyhow(for　 thats　 unfair)at　 a　different　 angle　 from　 ours,　 needing　 gramo.

(刀3,311)

ウルフが 「昼食の後、私たちは朝食まで二人っき り」であった と述べているように、ウル

フは住込みの使用人がいな くなった ことで、初 めて使用人が全 く家にいない完全に夫婦二

人だけの時間を持つ ことができるよ うになったのである。

　 とりわけウル フの生活 を大 きく変えたのは、ウル フ家での食事 の時間である。 ウル フは

料理をすることで、時間に縛 られ ることな く、「事前に料理 してお けば」好 きな時間に好 き

な場所で食事をとれ るようにな り、その新 しい食事の方法の 「だ らしなさと自由に魅了 さ

れている」(加,316)。 そ して時には 「台所 を出た り、入った りし」料理を しなが ら小説 の

構想 を練った り、読書や執筆 をした。 このことは、一緒 に食事を とる人 をもてなす家庭 内

天使 的なホステス としての役割か ら彼女を解放す ることも可能に した。 さらに使用人の邪

魔がないので、家の中での行動範 囲が広 くな り、「恐怖や制限な しに」好きな場所で読書や

執筆 に励む ことが出来た。

　 このよ うにウルフは、アニーのお陰で、使用人が家に全 くいない時間を持っ ことが出来、

「使用人か ら解放 されることの自由」 を楽 しんでいる。そ して この生活の中で 「主に沈黙

と下層階級がいないことが非常に素晴 らしい」(加,305)と 使用人がたてる生活音が聞こえ

ず、使用人に邪魔 されない ことを喜んだ。 このよ うにウル フに 「自由」 と 「解放感」 を与

え、使用人にできるだけ依存 しない ことで、彼女の独立心 を満たすアニー との関係 は、 ウ

ル フにとって理想 的な使用人 との関係であった といえよう。料理 を自らす ることで、彼女

自身が感 じた使用人 に依存 しないことが もた らす解放感 と自由は、『ダロウェイ夫人』の中

でクラ リッサが忙 しい使用人 に代わ り、 自ら花 を買いに行 くことで感 じたものにも通 じる

かもしれない。 このよ うに ウルフは対等な関係 を維持できるアニーによって もたらされる

「理想的な生活」を満喫 していたのだ。

　 しか しこの幸福な時代は、長 くは続かず、アニーはウル フのもとを去ってしま う。その
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後 、他 の使 用人 を雇 うが うま くいかず 、 ウル フ は再 び ネ リー を呼び 戻す こ とに な る。 しか

し 「オイル ・ラ ンプ」や 「電 気」、 「電 気 白熱 ヒー ター 」、 「冷 蔵庫 」 とい う 「ウル フ家 の独

立 」を助 ける設 備 が整 った こ とで 、ネ リー は不 要 にな り、1934年 つ い に ウル フはネ リー を

くび に し、 よ うや く彼 女 は、 この使 用 人 か ら解 放 され る ことに な るのだ(Light　 207-211)。

そ の後 も ウル フは 、他 の使 用 人 た ちの助 け を借 りなが ら、 生活 を送 って い る。 ネ リー か ら

解放 され た後 も、料 理 は ウル フに とって情 熱 をそ そ ぐ対象 で あった。 ウル フは 、得 意料 理

のパ ン をは じめ、 カ レー や ライ スプデ ィン グ、 肉料 理 な ど様 々な料理 を作 り、 日々料理 の

腕 を磨 き、料理 をす る こ とを楽 しん でい た(Light　 233)。4

5.家 事の創造性

　20世 紀初めまでのイギ リスでは、家事を使用人が行い、料理 も料理人がす るのが一般的

だった。そ して一家の女主人 の主な仕事はこ うした使用人たちに指示 を出 し、管理す るこ

とであった。そ うした中、「使用人問題 」の影響で、第一次世界大戦 と第二次世界大戦にか

けて、使用人の手を借 りず、家事 をす る女性が増え始める。料理 をす ることに新鮮 さを見

出 し、さらにそこに自立心を投影 していたウル フのよ うに料理 をす ることを楽 しんでいた

一部の裕福な女性 たちがいた一方で
、中産階級 の女性が家事 を自ら行 う理 由の多 くは、先

に述べた ように、使用人たちに高い給料を払い、使用人を維持す ることがで きない とい う

経済的な理 由か らだった。使用人 を雇 う余裕 があるにもかかわらず、料理 をす ることを楽

しんでいたウル フとは異な り、第一次世界大戦後にアガサ ・ク リスティが料理や掃 除、洗

濯な どの家事を していたことは、財政が圧迫 していたク リステ ィ家で、料理人などの使用

人 を維持 していくことが出来 なかった とい う経済的な事情が関係 していた。それにもかか

わ らず クリスティは、 自伝 の中で当時を振 り返 り、家事の仕事について次のように語って

いる。

Robert Graves once said to me that washing up was one of the best aids to creative
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thought. I think he is quite right. There is a monotony about domestic  duties--

sufficient activity for the physical side, so that it releases your mental side, allowing 

it to take off into space and make its own thoughts and inventions. That doesn't 

apply to cooking, of course. Cooking demands all your creative abilities and 

complete attention. (Christie, An Autobiography, 326-327)

ク リスティは掃除の持つ 「単調 さ」が 「精神 を休め」、「創造的な思考をす る」助けになる

と述べ、家事 と創作活動の関係 について指摘 している。 こ うした家事の仕事の中でも、 と

りわけクリスティを惹きつけたのは、掃除などと比べ、彼女が より 「創造的」な行為だ と

述べている料理であった。ク リステ ィは、作家 としての社会的な地位 とそれにふ さわ しい

報酬を得た後 も、度々台所に立っている。 自分 自身 も食べ ることが好 きだったク リスティ

は料理上手で、彼女の手料理 を食べた 「友人たちは、長い間その味を覚 えていた」 とい う

(Janet　174)。

　注 目すべ きは、 ウルフやク リステ ィが、料理 をす ることに強い創造性 を感 じていたこと

である。料理の持つ こ うした創造性は、小説を執筆す るとい う創作行為にも通 じるもので

あったのかもしれない。作家 はある意味で、読者の心の胃袋 を満たす物語 とい うおい しい

料理を作る料理人である といえよう。ウル フは、『灯台へ』を執筆 中、その 日記の中で 「『灯

台へ』を書き上げるまで、『灯台へ』を ぐつ ぐつ と煮立てるにまかせ、紅茶 と夕食の間にそ

れ を加 える」 と小説 の執筆 をスープ作 りに喩え、創作行為を料理 に重ねてい る(D3,19)。

さらにウル フはスプーンの代わ りに、ペ ン立てでソーセー ジをひっ くり返 し、「作家兼料理

人のイ メー ジを楽 しんでいた」こともあった とい う(Light　233)。 ある時は、 「ジャガイモ

をゆでなが ら執筆 し」てお り、ウルフの 日記には、料理を しなが ら小説 の構想を練った り、

読書や執筆 をす るウルフの様子が見 られる(D3,311-312)。

　 このよ うにウルフが料理に創造性を感 じ、料理をす ることを楽 しんでいた一方で、彼女

が料理以外の家事をすることはまれであった。皿洗いをした ウルフは、その経験を　「私 は
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お昼 ごはんを食べた後、ず っと洗い物を してい る一 もしそれが彼女たちの生活の10分 の9

だったら、いかにして使用人たちは、正気 と禁酒を保ってい られ るのだろうか。油でギ ト

ギ トのハム。神のみ知ることである」 と述べ、使用人の仕事の大変 さを痛感 し、彼女に代

わってその仕事 をして くれる使用人たちの重要性を痛感 してい る(LV,328)。 さらに ウル フ

は料理 をす ることはあったが、完全に使用人に頼 らず、いつも自分で料理 をしたわけでは

なかった。おそ らく家事 を代 りに して くれ る使用人たちがいなければ、ウル フは執筆に集

中することはできなかったに違いない。そ して料理 をす ることは、使用人の存在を嫌いな

が らもそれに依存せ ざるをえない とい う葛藤がもた らした ウル フの密 かな反抗 といえるだ

ろ う。5

6.料 理人の 「肖像」を描 く

　 ウル フが、彼女の料理人たちに嫌悪 を感 じていたの と同時に、彼女の使用人 たちは、彼

女の欲望の対象で もあった。 ウル フは 日記 の中で料理人のネ リー について次のよ うに述べ

ている。

If I were reading this diary, if it were a book that came my way, I think I should seize 

with greed upon the portrait of Nelly, & make a story- - perhaps make the whole 

story revolve around that- - it would amuse me. Her character- - our efforts to be 

rid of her - - out reconciliations. (D3, 274)

ウルフは、ネ リー とい う 「人物」に強 く惹 きつ けられ、「ネ リー の肖像」を描き出す ことで

「物語 を作 りたい」 とい う欲望を露わにしている。 しか し実際にネ リー を主人公に したこ

の物語 を書 くことはなかったが、ウル フは彼女 の料理人た ちに創作意欲 を刺激 され、幼い

頃を回想 し、実家の料理人であったソフィーをモデル とした"The　 Cook"と い う未完の短

編 を書いている。
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　 さらにウルフは、様々なテクス トでこ うした料理人たちを描いている。 しか しその中で

描かれた使用人たちと女主人 との関係 は、彼女 の実生活 とは異な り、きわめて友好 的なも

のであった。例 えば、『ダロウェイ夫人』の中では、ダロウェイ家の女主人クラリッサ ・ダ

ロウェイが、使用人な しでは彼女の生活が成 り立たないことをしみ じみ と感 じている場面

がある。

The cook whistled in the kitchen. She heard the click of the typewriter. It was her 

life, and, bending her head over the  hall table, she bowed beneath the influence, felt 

blessed and purified, saying to herself, as she took the pad with the telephone 

message on it, how moments like this are buds on the tree of life, flowers of darkness 

they are, she thought (as if some lovely rose had blossomed for her eyes only); not for 

a moment did she believe in God; but all the more, she thought, taking up the pad, 

must one repay in daily life to servants, yes, to dogs and canaries, above all to 

Richard her husband, who was the foundation of it -- of the gay sounds, of the green 

lights, of the cook even whistling, for Mrs Walker was Irish and whistled all day long 

-- one must pay back from this secret deposit of exquisite moments . .  . . (Mrs 

 Dalloway, 25)

クラリッサは、自分の生活がいかに使用人たちによって支 えられているかにっいて思いを

はせ 、彼女の生活を支えて くれ る 「使用人」や 「料理人」に 「お返 しをしなくてはいけな

い」 と感 じている。

　　『ダロウェイ夫人』の中に登場す る使用人たちの中でひ ときわ異彩 を放 っているのが、

先 ほどの引用にも登場 した料理人のMrs　 Walkerで ある。

The Prime Minister was coming, Agnes said: so she had heard them say in the
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dining-room, she said, coming in with a tray of glasses. Did it matter, did it matter 

in the least, one Prime Minister more or less? It made no difference at this hour of 

the night to Mrs Walker among the plates, saucepans, cullenders, frying-pans, 

chicken in aspic, ice-cream freezers, pared crusts of bread, lemons, soup tureens, and 

pudding basins which, however hard they washed up in the scullery, seemed to be all 

on top of her, on the kitchen table, on chairs, while the fire blared and roared, the 

electric lights glared, and still supper had to be laid. All she felt was, one Prime 

Minister more or less made not a scrap of difference to Mrs Walker. (Mrs  Dalloway, 

 140  )

料理人の ウォーカー夫人は、クラリッサの晩餐会の客が首相で も彼女にとっては他 の人 と

「何 の違いもない」 と感 じるほどの胆のすわった頼 もしい料理人であ り、クラリッサの晩

餐会のための ご馳走作 りに奮闘 している。 また 『灯台へ』では、料理人が三 日かけて作っ

たブフ ・アン ・ドーブが会食者達の舌 を楽 しませ、このブ フ ・アン ・ドーブは、会食者 同

士 を親密 にすることに貢献 し、テクス トの中で重要な役割 を果た している(109)。 このよう

にウル フのテクス トの中には、様々な料理人の肖像 を見ることが出来、 ウル フにとって、

ソフィー とネ リー とい う二人 の料理人たちは、彼女の創作意欲 を刺激す る存在 であった。

さらにウル フが料理人に対 して抱いていたこ うした激 しい嫌悪 と欲望 とい うアンビヴァレ

ン トな感情は、同性愛に惹かれなが らもそれを回避す るために激 しい嫌悪 を伴 うとい う一

種の レズ ビアン ・パニ ックとも考 えることが出来 るか もしれ ない。

　 これまで見てきたよ うに、ソフィー とネ リー とい うウル フの二人の料理人に注 目す るこ

とで、彼女の料理人たちがいかにウル フの生活、 さらには創作に影響 を与えていたかを検

証 してきた。ウル フは多 くのテクス トの中で、「無名な人々の生活」("Lives　of　the　Obscure,"

106)を 描 こうとしていた。 とりわけ彼女は、歴史に名を残す ことのない無名な主婦たちを

主人公 とし、その意識 をた どることで、彼女たちの生きる女性的な世界に価値 を見出 して
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いる。その一方で、同様に歴史の中で無名 な存在であるにもかかわ らず、ウル フは使用人

たちや下層階級 の人々の生活 を十分に描いていない としばしば批判 されている。6し か し

ウルフは、使用人たちの存在そのものに焦点を当てるとい うよ りはむ しろ、女主人たちの

影 として存在す る使用人たち と女主人 との間の深い絆を描き出している。 この ことは使用

人 との関係に苦 しみ、生活の中で使用人がいかに影響力のある存在であるかを痛感 してい

たウル フの私生活での経験が反映されているといえる。
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第4章 　色 と味 と匂 いのハーモニー　 モダニズム小説 の 中の感 覚表現

第1節 　 Mrs　 Dallowayの 色 使 い

1.「 ポス ト印象 派展 」 の衝 撃

　 「1910年 の12月 か その 頃に 、人 間 の性質 は変わ っ た」("Character　 in　Fiction,"38)と ウ

ル フが述べ て い る よ うに、 そ の年 、 ロン ドンで ロジ ャー ・フライ に よって 開かれ た 「ポ ス

ト印象 派展 」 は、モ ダ ニズ ム の作 家 た ちに大 き な影 響 を与 えた。 そ の一 つ は、モ ダ ニズ ム

作 家 た ちが、絵 画 を通 して 、視覚 をは じめ とした感 覚表 現 の重 要性 を再確 認 した こ とで あ

る。 こ うした感 覚表 現 は、食 事 の描写 とも密接 に関わ って い るが、 そ うした食 の表象 と感

覚 表現 の 関わ りを述 べ る前 に、第1節 「Mrs　Dallowayの 色使 い 」で は、 主 に 『ダ ロ ウェ

イ 夫人 』 の 中の視 覚 表現 を検 証 し、 さ らにそ の他 の感 覚表 現 に も言及 す るこ とで、モ ダ ニ

ズム小 説 の 中でい か に感 覚表 現 が重視 され て いた か を見て い くこ とにす る。

2.「 色 彩研 究 家」 と して の ウル フ

　 ウル フが、"Mr.　 Bennet　 and　Mrs.　Brown"の 中で述 べ てい る よ うに、登場 人物 の 内面 を

描 く ことで、 これ まで の リア リズ ム小 説 と異 な る描 き方 を模 索 しよ うと した こ とは周 知 の

通 りで ある。注 意 してお きたい こ とは、 そ の際、 ウル フが、絵画 か ら強 い影響 を受 けた こ

とで あ る。1実 際 に、 ウル フは"Pictures"の 中で、美 術 と文 学 の共通 性 を指摘 し、絵 画 的 な

手 法 を小説 の 中 に取 り込 む こ とへ の 関心 を 明 らか に してい る。 さ らに また ウル フが いか に

色 彩描 写 を重視 してい たか とい うこ とは、"Walter　 Sickert"の 中で 「偉 大 な作 家 は偉大 な色

彩研 究 家(colourists)で あ る」(182)と 述 べ て い る ことか らも分 か る。こ うした色 彩 の機能 を

念頭 にお いて 「現代 小説 」 を読む と、 当時 の絵 画 の実 験 とウル フの小説 技法 が密接 に関 わ

って い る こ とが推 測 で き る。
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Examine for a moment an ordinary mind on an ordinary day. The mind receives a 

myriad impressions- - trivial, fantastic, evanescent, or engraved with the sharpness 

of steel. From all sides they come, an incessant shower of innumerable atoms; and 

as they fall, as they shape themselves into the life of Monday or Tuesday, the accent 

falls differently from of old . . . Life is not a series of gig lamps symmetrically 

arranged; life is a luminous halo, a semi- transparent envelope surrounding us from 

the beginning of consciousness to the  end.  .  . Let us record the atoms as they fall 

upon the mind in the order in which they fall, let us trace the pattern, however 

disconnected and incoherent in appearance, which each sight or incident scores upon 

the consciousness. ("Modern Fiction,"9)

この中で、ウル フは、人物の外的輪郭 を描 くのではなく、様 々な人物 の意識の中に浮かぶ

印象をた どることで、心の断片的な動 きを描 くことを主張 している。 さらにこうした心の

動 きは、しば しば色彩 を伴 って描かれてお り、『ダロウェイ夫人』のテクス ト内には、こう

したイ メー ジが織 り成 されてい る。また ウルフは、その 日記の中で、『ダロウェイ夫人』を

通 して社会批判 をしたい と述べてい るが、そ うした社会への批判 は、色のイメージ と連動

している。第1節 「Mrs　Dallowayの 色使い」では、『ダロウェイ夫人』の中の色彩描写を

具体的に分析す ることで、そ うした色のイメージが、階級や優生学的な当時の医学思想、

植民地政策、個人の尊厳な どの問題 と密接 に関わっていることについて考えていきたい。

3.灰 色 と多彩 な色 使 いの対 比

　　 Hillis　Millerは 、『ダ ロ ウェイ 夫人 』の 中で、さま ざま なイ メー ジが反 復 され る こ とで 、

「普遍 的 な精神 」(173)と い われ る共通 意識 が提示 され てい る こ とを指 摘 して い るが、この

こ とは、色 のイ メー ジにお いて も同様 で あ る。 またエ レイ ン ・シ ョウォル ター は、女性 の
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共通意識 を表すために、女性の衣装 に緑色が繰 り返 し使われていることに注 目してい るが、

留意すべきは、その際に、人物による違いを表す個別性 が与えられてい るとい うことであ

る。 この ことは、同 じ緑の衣装であって も、クラリッサ ・ダロウェイの ドレスが 「銀色が

かった緑色の ドレス」(147)で あるのに対 してキルマ ンの衣装が、 「緑色の レインコー ト」

(10)で あ り、その色合いにも濃淡がつけ られていることか らも明らかである。 さらに、ク

ラ リッサのキルマンに対する嫌悪 を体現す る 「残忍 な怪物」は、この緑色 と結び付 き、嫉

妬 を体現 したOthelloの 有名な緑色の 目を した怪物 を連想 させ る醜い化け物 として描かれ

ている。 この残忍な怪物 と対照的なのが、クラリッサの美 しい人魚のイメージである。

   And now Clarissa escorted her Prime Minister down the room, prancing, 

sparkling, with the stateliness of her grey hair. She wore ear-rings, and a 

silver-green mermaid's dress. Lolloping on the waves and braiding her tresses she 

seemed, having that gift still; to be ; to exist; to sum it all up in the moment as she 

passed; turned, caught her scarf in some other woman's dress, unhitched it, laughed, 

all with the most perfect ease and air of a creature floating in its element. But age 

had brushed her; even as a mermaid might behold in her glass the setting sun on 

some very clear evening over the waves. (147-148)

こ うした人魚 のイメージに加 え、クラ リッサが ドレスを縫 う場面では、 ドレスを縫 う針 の

上下動は、波の動き喩え られてお り、クラ リッサの着てい る緑色 の ドレスは海 を連想 させ

る。 さらにクラ リッサが、裁縫によってば らば らなものを結び付 けてい るのに対 し、キル

マ ンの怪物は、クラ リッサの心の平安 を表す森 を破壊す るものとして描かれている。 この

よ うに同 じ色調の色 を使 うことで、結びつ きを表 しなが らも、その中に各人物 に個別性 が

与 えられているのだ。 さらに、シ ョウォル ターは緑色が、女性の衣装 に使 われ ることで、

女性 同士の結びつきを提示 していることを指摘 してい るが、実際に、緑色は、木や田園や
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波な どのその他の重要なイメージ とも密接 に結び付てお り、男女 の性別 を超 えてさまざま

な人物の共通意識 を表す もの として も機能 してい る。

　灰色 もまたテクス トの中で、印象的に使 われている。遠藤氏が指摘 しているように、『ダ

ロウェイ夫人』の中で、灰色 は、繰 り返 し支配階級の人物 を表す描写の中で登場する。そ

うしたものには高貴な人物が乗っていると思われ る車の描写や、 ピーター ・ウォル ッシュ

が着ている灰色の服(59)な どがある。その中で、特に灰色 が多用 されてい るのは、医師で

あるウィリアム ・ブラッ ドシ ョーの描写である。ブラッ ドシ ョーは、「灰色の髪」を し、「灰

色の車」に乗 り、その車の中には、「灰色の毛皮、銀色がかった灰色のひ ざ掛 けがつみ重ね

てある」(80)。 ブラッ ドシ ョー と同様に、レィデ ィ ・ブルー トンの昼食会でも、灰色は重

要な機能を果た している。

 The address?' murmured Hugh Whitbread, and there was at once a ripple in the 

grey tide of service which washed round Lady Bruton day in, day out, collecting, 

intercepting, enveloping her in a fine tissue which broke concussions, mitigated 

interruptions, and spread round the house in Brook Street a fine net where things 

lodged and were picked out accurately, instantly by grey- haired Perkins, who had 

been with Lady Bruton these thirty years and now wrote down the address; handed 

it to Mr Whitbread, who took out his pocket-book, raised his eyebrows, and, slipping 

it in among documents of the highest importance, said that he would get Evelyn to 

ask him to lunch. (91-92)

灰色が、ブラッ ドシ ョー とレィデ ィ ・ブルー トンの描写の両方に使われてい ることは、二

人の類似性 をほのめか している。ブラッ ドショーは、「健康 とは均衡」だ と考えてお り、 「均

衡の感覚を欠いている」人々を 「よい血統の欠如 した」「狂人」とみなす ことで、彼 らを診

療所に 「隔離 し、彼 らが子供 をもうけることを禁 じ」、「社会 の秩序 と安寧 のために、よい
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血統の欠如によって引き起 こされ る反社会的な衝動 を抑制」し、「イギ リス全体 を繁栄」さ

せ よ うとす る(86)。

　ブラッ ドショーのこのよ うな政治的試みは、 レィデ ィ ・ブルー トンが昼食会 で相談 して

いる移民政策 と類似 している。 レィデ ィ ・ブルー トンが 『タイムズ』に投稿 しよ うとして

いる 「良家の子女をカナダに移住 させ ると同時に、資金 を提供す ることで彼 らがそこで成

功 を収 められるよ うに取 り計 らう」とい う計画は、実際の ところ、「余剰 な若者たちを」を

植民地 に排除 し、国家 を健康で、「よい血統」の人々で満たそ うとす るものである。したが

って、狂気や病を抱えた人 々を 「よい血統の欠如 した」「狂人」として隔離 しようとす る医

師たちの試み と同様 に、 レィデ ィ ・ブルー トンの移民案 もまた 『退化論』を書いたマ ック

ス ・ノルダウの主張する優生学の影響 を強 く受 けた政策であることが分かる。2こ のよ う

にテクス トの中で、ブラッ ドシ ョー とレィデ ィ ・ブルー トンの こうした試みは、人々の 「魂

の私的な領域」 を奪 う 「改宗」の行為であると批判 されている。 この 「魂 の私的な領域」

とは、すなわち個人の意思や個性 、尊厳 といった守 られ るべ き孤独を表 し、セプティマス ・

ウォー レン ・ス ミスはそれを守るために 自殺す る。人々の 「魂 の私的な領域」を奪い、人 々

を均一の思想 で染め上げよ うとす るこうした支配階級の集団主義 を表すために、灰色が象

徴的に使 われてい る。

　 この灰色の改宗的な色使い と対照的なのが、花屋の場面や クラリッサのパーテ ィーに代

表 され るような多彩な色使 いである。

And then, opening her eyes, how fresh, like frilled linen clean from a laundry laid in 

wicker trays, the roses looked; and dark and prim the red carnations, holding their 

heads up; and all the sweet peas spreading in their bowls, tinged violet, snow white, 

pale- - as if it were the evening and girls in muslin frocks came out to pick sweet peas 

and roses after the superb summer's day, with its almost blue-black sky, its 

 delphiniums, its carnations, its arum lilies, was over; and it was the moment
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between six and seven when every flower - - roses, carnations, irises, lilac- -  glows; 

white, violet, red, deep orange; every flower seems to burn by itself, softly, purely in 

the misty beds; and how she loved the grey white moths spinning in and out, over 

the cherry pie, over the evening primroses!  (11)

この花屋 の場面では、多 くの花の名前 と共 に、赤や紫、白、青、オ レンジな どの8種 類 に

も及ぶ多彩な色が言及 されてい る。 さらに図1の 表 か ら分かるよ うに、クラ リッサのパー

テ ィーにおいても、黄色、 ピンク、緑、金色、赤な どの15色 もの色が使われてお り、具

体的な色彩の言及が41箇 所 に及んでいる。その中には、エ リザベスのピンク色の ドレス、

黄色のカーテン、芸術家がはいてい る赤色 の靴下、クラリッサの銀色 がかった緑色の ドレ

ス、クラリッサのおばの青い 目、首相が身 につ けてい る金色 のレースなどがある。 さらに

このパーテ ィーの場面では、具体的に色彩への言及 はないが、以前の場面で色彩が くっき

りと読者の脳裏 に刻まれ るように描かれてい るため、その記憶がパーテ ィーの場面で喚起

されるよ うに描かれているものがある。例 えばRichard　 Dallowayが クラ リッサに贈った

赤 と白のバ ラは、パーテ ィーの場面では色 は特定 されていないが、それ以前の場面で何度

も色を伴った言及があり、鮮 明な色を読者 に思い起 こさせ る。 したがって、 こうしたイメ

ー ジを加 えると、 さらに多彩 な色彩描写がなされてい るといえる。

【図1】 クラ リッサ ・ダロウェイのパーティーの色使い

p140 silver 銀器の色

yellow カーテンの色

(yellow) レモ ン

silver パーティー出席者の女性が身に付 けてい る装飾 品の色

p141 pink エ リザベ スの ドレス の色

p142 green Mr　 Wilkinsの 唇 の 色
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p143 yellow カーテンの色

pink Ellie　 Hendersonの 持 っ て い る 花 の 色

black エ リー ・ヘ ンダー ソンの ドレスの色

pink エ リザベ スの ドレス の色

white エ リー ・ヘ ンダー ソンの回想 す る昔 の女性 の ドレス の色

p144 (yellow) カー テ ン

p145 (yellow) カー テ ン

(red) バ ラ

(white) バ ラ

p146 gold 首相の身につけているレースの色

gold 首相の身につけているレースの色

white ビュー ・ホイ ッ トブ レッ トの髪 の色 の色

p147 olive ピー ター ・ウォル ッシ ュの 回想す るイ ン ドの人 々の肌 の

色

grey クラ リッサの髪の色

silver-green クラ リッサの着ている ドレスの色

(blueも し く は

green)

波

p148 gold 首相の レースの色

(green) キル マ ン=緑 色 の マ ッキ ン トシュ の コー ト

p149 grey クラ リッサが回想す る母親の身に付 けていた帽子の色

p150 red Jim　 Huttonの 靴 下 の色

black ジム ・ハ ッ トンの靴下の色(洗 濯所に忘れてきた)

yellow カーテンの色
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p151 green Nancy　 Blowが 身 に付 けて い るフ リル の色

blue Helena　 Parryの 目 の 色

p152 white ヘ レナ ・パ リーの シ ョール の色

black レィデ ィ ・ブル ー トンの服 の色

p153 green ピー ター ・ウォル ッシ ュの 回想す るイ ン ドの草 の色

grey ピー ター ・ウォル ッシ ュの髪 の色

p154 red ク ラ リッサの 回想す るSally　 Seatonの マ ン トの色

grey レィデ ィ ・ブ ラ ッ ドシ ョー の服 の色

silver レィデ ィ ・ブ ラ ッ ドシ ョー の服 の色

p155 grey ウィ リア ム ・ブ ラ ッ ドシ ョー の髪 の色

blue ウィ リア ム ・ブ ラ ッ ドシ ョー の 目の色

p156 black クラ リッサが想像す るセプティマスの 自殺

white クラ リッサが回想す るかつての自分が着ていた服の色

p157 (black) 闇

p158 ashen　 pale 夜空の色

(black) 老婆が明かりを消す

p159 bronze ピーター ・ウォルシュが回想す る月明か りに照 らされた

カ リフラワーをブ ロンズに喩えてい る

ruby サ リー がかつて身 に付 けていたル ビーの色

p160 pink エ リザベスの服の色

(green) ポプ ラ、 ヒヤ シ ンス

(blue) 川

white サ リーの回想す るクラ リッサの服 の色

white ビュー ・ホイ ッ トブ レッ ドのチ ョッキ の色
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p162 (green) 木

(blue) 湖 、 空

(yellow) カー テ ン

p164 pink エ リザベ スの ドレス の色

()… 　 このパーティーの場面では、色 は省略 されてい るが、それ以前の場面で具体的

な色の言及があるもの、もしくは色を伴 うイメージがあるもの

4.不 調和の中の調和

　 このよ うに多彩な色で彩 られたクラリッサのパーテ ィーであるが、その中に見 られ る色

は、そ うした華やかな色だけではない。その中には、 さきほ どみた支配階級 を表す灰色 も

また人々の衣装や帽子や髪の色 として使われてい る。また首相や政治家、医師などの支配

階級の多 くの人物が出席 してい ることか らも分か るよ うに、クラ リッサのパーテ ィーには、

遠藤 氏が指 摘 してい るよ うに支配 階級 の連結 を強 める役 割 もあ るこ とが分 か る(遠 藤

129-133)。 しか しなが ら、クラリッサのパーティー には、 こうした人々のみが出席 してい

るのではない。彼 らの価値観では、逸脱 として排除 されるものもまたその存在 を許容 され

ている。 レィデ ィ ・ブラッ ドショーが、クラ リッサのパーティーで、セプテ ィマスの自殺

の話を し、クラ リッサは 「パーテ ィーのまっただ中に死が入 り込んできた」(156)と 感 じる

が、 こうした死 を連想 させる黒 もまたパーテ ィーを彩 る色彩 の一つである。

　 クラ リッサが、パーテ ィーの途 中で一人、小部屋 に行 き、想像す るセプテ ィマスの死の

描写では黒が象徴的に使われている。

A young man had killed himself. And they talked of it at her party - - the 

Bradshaws talked of death. He had killed himself - - but how? Always her body 

went through it, when she was told, first, suddenly, of an accident; her dress flamed, 

her body burnt. He had thrown himself from a window. Up had flashed the
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ground;through　 him,　 blundering,　 bruising,　 went　 the　 rusty　 spikes.　 There　 he　 lay

with　 a　thud,　 thud,　 thud　 in　his　 brain,　 and　 then　 a　suffocation　 of　blackness.　 (156)

さらにその後クラリッサが老婆の姿を見てい る場面で も効果的に黒が用い られ る。

She was going to bed, in the room opposite. It was fascinating to watch her, moving 

about, that old lady, crossing the room, coming to the window. Could she see her? 

It was fascinating, with people still laughing and shouting in the drawing-room, to 

watch that old woman, quite quietly, going to bed alone. She pulled the blind now. 

The clock began striking. The young man had killed himself; but she did not pity 

him; with the clock striking the hour, one, two, three, she did not pity him, with all 

this going on. There! the old lady had put out her light! the whole house was dark 

now with this going on, she repeated, and the words came to her, Fear no more the 

heat of the sun. She must go back to them. (158)

ダロウェイ家の隣に住む老婆が、眠 りにつ く瞬間を描いた この場面では、老婆 が明か りを

消す とい う行為が死 を暗示 させ る。 この場面で、老婆のよ うに、年を とり、静 かに死 を迎

えるとい うあ り方にもひ きつ けられ、その姿に触れたクラ リッサは、生 を肯定す ることに

よって再びパーテ ィーの中へ と戻 ってゆく。彼女はパーテ ィーを開 くことを 「明か りをと

も し、照、らす」(5)こ とだ と考 えてい るが、そのパーティーは、光によって生み出され るこ

うした影 の部分 も許容 している。 さらに黒 は同時に、パーティーの出席者 の衣装 として、

パーテ ィー を彩 る色彩の一つ となっている。 こうした場面では、個々の人々が様々な事情

を抱えなが らも、お互いに排除 され ることなく集まってい ることが、多彩 な色彩や黒や灰

色 を含む様々な色によって表 されてお り、支配階級の社会では排除すべ きもの としてとら

え られ る死や狂気 もまたパーテ ィーの中に共存 してい る。
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　 このよ うに 『ダロウェイ夫人』では、多彩な色が使われてい るが、一見断片的でばらば

らに見 えるそ うした色彩は、決 してその ような不調和のまま織 り込まれてい るわけではな

い。一見不調和 に見 えるこ うした色彩の問の美的調和をいかに形成するか とい う問題は、

小説技法への意識 と深 く関わってい る。セプテ ィマスが妻のルク レチァと帽子 を作る際の、

異なる色同士を組み合わせる描写 は、こ うした色彩 を通 して調和 を生み出そ うとするウル

フの小説技法への言及 ともとらえることができる。

He began putting odd colours together - - for though he had no fingers, could not 

even do up a parcel, he had a wonderful eye, and often he was right, sometimes 

absurd, of course, but sometimes wonderfully right. 

 `She shall have a beautiful hat!' he murmured
, taking up this and that, Rezia 

kneeling by his side, looking over his shoulder. Now it was finished- - that is to say 

the design; she must stitch it together. But she must be very, very careful, he said, 

to keep it just as he had made it.  (121-122)

この場面で、セプテ ィマスは、様々な色の飾 りを帽子の装飾 として使い、異なる色同士を

組み合わせ ることで、帽子のデザインを作 ってい る。 こうした様 々な色彩 が互いに個別性

を保 ちなが ら調和す る描 き方 こそは、「現代小説」の中で明 らかに しているよ うに、ウル フ

が小説の中に取 り入れ ようとしてい るものに他 ならない。最初に引用 した 「現代小説」の

文章の中で 「心に落 ちてくる順序で原子を記録 しよう。いかにっなが りがなく、ば らば ら

に見えよ うとも、それぞれの光景や出来事が意識の上に刻み込む模様 をた どろう」 と述べ

ていることか らも明らかだが、セプテ ィマスが異なる色を組み合わせ ることで、デザイン

を作っているよ うに、 ウルフもまた小説の中で、ば らば らなものを混沌 とした状態のまま

に してお くのではなく、それ らを組み合わせ ることで模様 を浮かび上がらせ ようとしてい

るといえる。 しか しその組 み合わせが常に美的な調和を保った ものになるわけではなく、
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その調和は危 うい均衡の上に成 り立っている。

　 『ダロウェイ夫人』の中で、 ウル フが試み ようとしたことは、様々なものを混在 させ な

が らある種の調和を保 ったテクス トを作 り出す ことである。その試みは点描画家たちのそ

れ を想起 させる。最初に引用 した 「現代小説」 の中の 「原子(atom)」 について考 えてみる

と、それは決 して透明ではな く、異なる色か らなる点を連想 させ る。 さらにそ うした原子

が集 まることでできる 「模様(pattern)」 について考えると、様々に異なる色か らなる点描

によって、よ り鮮やかな絵を描き出したGeorges　 Pierre　SeuratやPaul　 Signacの よ うな

画家が描いたポス ト印象派の点描画を想起 させ る。3

　 「芸術、それは調和である」(池上256)と い うスー ラの言葉か らも分かるよ うに、点描

画 においても、異なる色か らなる点 とい う、断片的で不調和なものの中か ら調和を生み出

す とい う試みがな されている。そ して線による明確 な輪郭 を示す ことなしに、個々の色 の

鮮やかさを最大限に引き出 しなが ら、その中か ら調和をもた らしているとい える。 とりわ

けそれは、印象派の絵画が印象を描出することを重視 していたのに対 して、スー ラらのポ

ス ト印象派の点描画 においては、断片的な印象 とい うよりはむ しろそこか ら生まれる視覚

的な 「調和」を大切 にしていた。 リア リズム小説のよ うに、人物 の明確な輪郭 を描 くので

はな く、『ダロウェイ夫人』の中でも、様々な人物の意識 の中に浮かぶ多彩 な色 を伴 った印

象 を辿 り、そ うした断片 を組み合わせ ることで、多様なテーマ を織 り込んだ、一つのテク

ス トを生み出 している。そ うした点描的な試 みは、個々の個別性 を保 ちなが ら、それ らを

調和的に結び付 けているクラ リッサのパーテ ィーの場面に集約 され る絵画的な色使 いに表

れている。 このよ うに 『ダ ロウェイ夫人』 の中では、色が、テ クス トの構造上、そ して主

題 を描 くために重要な役割を果た している といえよう。

5.モ ダニズム小説の中の感覚表現

　 これまでウル フの視覚表現 に注 目してきたが、 ウルフは、視覚以外 の感覚表現 も重視 し

ていた。例 えば 『ダロウェイ夫人』の中で、 ウルフは、 ピック ・ベ ンの鐘 の音 を 「鉛の輪
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が空 中 に溶 けた」 と表現 し、視覚 と聴 覚 を融合 させ る こ とで、 時 を告 げ る重厚 な鐘 の音 が

ロ ン ドンの街 に響 く様子 を描 き出 してい る。こ うした視覚 と聴 覚 の融合 は、E.　M.フ ォー ス

ター の 『ハ ワー ズ ・エ ン ド』 の中 に も見 られ るもので あ る。 ヘ レンは、音 楽 と絵 画 が類 似

してお り、音 楽 、絵 画 、文 学 の相 互 交換 が可能 であ る と考 えてい る(33)。Beethovenの"Fifth

Symphony"を 聞い た際 もヘ レンは音楽 を視 覚化 させ て い る。

 For the Andante had begun- - very beautiful, but bearing a family likeness to all 

the other beautiful Andantes that Beethoven has written, and, to Helen's mind, 

rather disconnecting the heroes and shipwrecks of the first movement from the 

heroes and goblins of the third. She heard the tune through once, and then her 

attention wandered, and she gazed at the audience, or the organ, or the architecture. 

Much did she censure the attenuated Cupids who encircle the ceiling of the Queen's 

Hall, inclinging each to each with vapid gesture, and clad in sallow pantaloons, on 

which the October sunlight struck. (Forster,  Howards End, 27)

ヘ レンは、べ一 トーベンの 「交響曲第5番 」か ら英雄や ゴブ リンが登場す る壮大な物語 の

視覚的な ヴィジ ョンを想像す る。 このよ うにフォースターは、音楽や絵画、文学のイ ンタ

ーテクチュアルな関係 を描いている
。

　 『ハ ワーズ ・エン ド』の中で提示 され る音楽 と絵画の融合 は、色彩 を音楽で表 し、印象

派の絵画のよ うに、断続的な印象や感覚表現を重視 していた20世 紀の初めのDebussyな

どの音楽家 らによる 「印象主義音楽」 と呼ばれ る音楽か らの影響が見 られる。マーガレッ

トは、ヘ レンが絵画 と音楽が 「置 き換 え可能」であ り、「音律が絵画の言語 に翻訳でき、絵

画が音楽の言語で翻訳できる」 と考えていることをバス トに指摘 し、 ドビッシーの音楽が

Monetの 絵画 と置き換え可能か どうかをバ ス トと議論 している(33)。

　 フォースター は、ヴァージニア ・ウルフの小説について論 じる際、その感覚表現の巧み
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さを指摘 しているが、先に述べたよ うに、こ うした感覚表現を重視 していたのは、フォー

スター も同様 であ り、モダニズム小説 に共通 している。 さらに彼 は、 ウル フの感覚表現の

中で も、とりわけ食 の描写に見 られ る感覚表現に注 目し、彼女 の食の描写は、「野蛮 なこと

を実践 し、理想 を勧める時代に、感覚の重要性 を思い起こさせて くれる」("Virginia　Woolf,"

247)と 述べている。 このよ うに感覚表現を追求す るとい うモダニズムの実験は、モダニズ

ム小説の食の表象 とも密接に関わっているので、引き続 き次節でもモダニズム小説 の食 の

表象 と感覚表現 との関わ りを見てい くことにしたい。

86



第2節 　味覚の記憶―Ulyssesの"Calypso"に おける食べ物 の消化 と記憶 のインターテク

　　　　　　　　　　　　　　　　　スチャ リティー

1.記 憶 と五感

20世 紀 に活 躍 した フラ ンスの作 家マ ルセ ル ・プル ー ス トは、 A la recherche du temps

、perdu(『失われた時を求めて』)の 中で、五感 と記憶 との関わ りを提示 してい る。例えば、

語 り手が、マ ドレーヌを食べ、その味覚 と臭覚 によって過去の記憶を呼び戻す場面は、あ

ま りにも有名 である。過去の記憶 と結びついた匂いが、過去の記憶を呼び起 こす とい うこ

の現象は、現在 「プルース ト効果」 と呼ばれ、その臭覚 と記憶 との関係は、科学的にも検

証 されている。さらにプル0ス トが、『失われた時を求めて』の中で こうした五感の働きを

多 くの食 の描写 を通 して示 し、いかに彼が食の描写 を重視 していたかをAnne　 Borre1は 、

『プルース トの食卓』で指摘 してい る。 こうした感覚を描 くとい うプル0ス トの試みは、

人間の無意識 を描 く試み と同様に、同時代 のイ ギリスのモダニズム作家たちにも影響 を与

えていた と思われ る。

　 ロジャー ・フライ は、ブルームズベ リー ・グループの知識人たちに、ポス ト印象派の絵

画 と同時に、フランス文学を紹介 した。それまでイ ギ リスの知識人たちの多 くは、異国の

ものを嫌い、フランス文学にあま り関心を示 して こなかったが、フライは、ブルームズベ

リーの仲間たちに、フランス文学に 目を向け させ たのである(Spalding　 71)。 『失われた時

を求めて』が出版 された際 も、ブルー ムズベ リー ・グループの中では、みなこぞってこれ

を読み、話題 に していた。そ してイギ リスの他 の知識人たちも、徐 々に、フランス文学の

洗礼を受けるよ うにな り、ポス ト印象派 の絵画 と同様 、『失われた時を求めて』は、イギ リ

スの多 くの作家たちに衝撃を与えた。ウル フは、手紙の中で、「私の偉大な冒険は、プルー

ス トである。本 当に、その後では、書 くために何が残っていよ うか」 とやや皮 肉を込めな

が ら、 当時 のイ ギ リス の作 家た ち に与 えた プル ー ス トの影 響力 を語 って い る(LII,
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565-566)。

　 プル ー ス トと同 じ時代 に生 き、 しば しば比較 され る こ との多 い ジェー ム ズ ・ジ ョイ ス も

また 『ユ リシー ズ』 の 中で 、プル ー ス トと同様 に、記憶 と味覚 な どの感 覚 との 関わ りを探

求 してお り、そ れ らは と りわ け食 の描 写 を通 して示 され て い る。Alison　Armstrongは 、『ユ

リシー ズ』の 中で、 「食 べ物 は、登場 人物 た ちの 出来事 や場 所 、感 情 状態 につ い ての記憶 と

結 びつ い てお り、食 べ物 の選 択 は登場 人物 の種 類や 特徴 を反 映 して い る」 とそ の重要性 に

つ い て指摘 してい る(XⅢ)。 実 際 に 、 この小 説 は 、　Stephen　 Dedalusと レオ ポル ド ・ブル

ー ム がそれ ぞれ別 の場所 で
、朝食 を摂 る場 面 か ら始 ま る。特 にブル ー ムは、初 めて小説 に

登 場す る場 面 か ら食 べ物 と結 びつ けて描 かれ てい る。

   Mr Leopold Bloom ate with relish the inner organs of beasts and fowls. He 

liked thick giblet soup, nutty gizzards, a stuffed roast heart, liverslices fried with 

crustcrumbs, fried hencods' roes. Most of all he liked grilled mutton kidneys which 

gave to his palate a fine tang of faintly scented urine. (45)

ブルームは、「獣や鳥 の内臓を好んで食べ」、彼の好物の 「羊の腎臓のグ リル」は、「尿の香

り」が し、その香 りが彼の食欲を刺激する。 こうした臓器 と排出物を食べ物 と結びつ けて

描いてい ることは、ジ ョイスが 『ユ リシーズ』 を 「人間の身体の叙事詩」(Budgen　 21)で

あると述べ、 さらに執筆のための計画表の中で 『ユ リシーズ』の各挿話に身体の器官の役

割 を与 えていることと深 く関係 している。1と りわけ先ほ どの引用か ら始まる"Calypso"で

は、そ うした身体の器官 を通 した食べ物の消化 の過程が示 されてい る。

2.「 食 べ る人 」 と しての ブル ー ム

　 モ リー が読 んで い る本 の 中 の 「輪廻 転生(Metempsychosis)」(52)と い う言葉 が示 す よ う

に、「カ リュプ ソ」で は、循 環 のイ メー ジが多 く登 場す る。身 体 の器 官 を通過す る食 べ物 の
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消化 もま た、 そ うした循 環 のサイ クル の一 っ だ。 この挿 話 で は、ブル ー ム と食 べ物 との 関

わ りを描 くこ とで 、そ うした循環 の過 程 が示 され てい る。 リンゼイ ・タ ッカ ー は、 ブル ー

ム にっ い て 「食 べ る人 であ る以上 に食 べ させ る人」だ と述 べ て い る(127)。 確 か にブル ー ム

は、多 くの場 面 で食事 の給 仕 を してい る。 「カ リュプ ソ」では 、ブル ー ムが妻 のた め に朝 食

を作 り、食 事 を妻 のベ ッ ドまで運 び 、 さらに飼 い猫 に も 自ら作 った食 事 を与 えてい る。 ま

た"Lestrygonians"で は、飢 えたか もめに え さを与 え(125-126)、"Circe"で は、 ステ ィー

ヴンに食事 を食 べ させ よ うと奮 闘 し(536)、"Ithaca"に お いて 、ステ ィー ヴンに コ コア を飲

ませ る こ とに成 功 してい る(553-554)。 この よ うにブル ー ム は、 「食 べ させ る人 」 と しての

役割 を多 く担 って い る とい え る。 しか しなが らブル ー ム は 「食べ させ る人」 で あ る と同時

に 「食 べ る人 」 で もあ る。 そ の こ とは、彼 が 「内臓 」 と 「羊 の腎臓 の グ リル」(45)を 好 ん

でい る こ とや 、朝食 と して 「しなや かな 肉」 と 「春 の 目」状 に切 った 「パ ン」 を肉汁 に浸

して食 べ 、 「紅茶 」 を飲 んで い る こ とか らも明 らかで あ る(53)。

　 さ らに この小 説 の 中では 、食 べ る こ とに とどま らず 、食 を巡 る さま ざま な過 程 が提示 さ

れ て い る。 そ の最初 の もの は、食 材 を生産 す る過程 で あ る。

Want to manure the whole place over, scabby soil. A coat of liver of sulphur. All 

soil like that without dung. Household slops. Loam, what is this that is? The 

hens in the next garden: their droppings are very good top dressing. Best of all 

though are the cattle, especially when they are fed on those oilcakes. Mulch of 

dung. Best thing to clean ladies' kid gloves. Dirty cleans. Ashes too. Reclaim 

the whole place. Grow peas in that corner there. Lettuce. Always have fresh 

greens then. (55-56)

ここでブルームは、動物の糞を肥料 にし、野菜 を栽培す ることについて思い巡 らしている。

ブルームはまた、食用 に牛 を飼育することや(49)、 さらにかつて勤 めていた家畜取引所で
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の経験 を思い出 し、屠殺や解体 といった食 品を加工す る過程 についても考えてい る。 こう

して商品 として店で売 られた肉をブルームは、肉屋 で買い、それ を妻の朝食 として調理 し、

妻 にベ ッ ドまで給仕す る。 さらにブルームは、モ リー と飼い猫に食事を与えた後、 自身も

食事す る。 このよ うに してブルームによって、食べ られた食物 は、ブルームの腸 を通 り、

便 として排出 されてい る。

   Quietly he read, restraining himself, the first column and, yielding but 

resisting, began the second. Midway, his last resistance yielding, he allowed his 

bowels to ease themselves quietly as he read, reading still patiently that slight 

constipation of yesterday quiet gone. Hope it's not too big bring on piles again. 

No, just right. So. Ah! Costive. One tabloid of cascara sagrada. Life might 

be so. It did not move or touch him but it was something quick and neat. Print 

anything now. Silly season. He read on, seated calm above his own rising smell. 

Neat certainly. Matcham often thinks of the masterstroke by which he won the 

laughing witch who now. Begins and ends morally. Hand in hand. Smart. 

He glanced back through what he had read and, while feeling his water flow 

quietly, he envied kindly Mr Beaufoy who had written it and received payment of 

three ponds, thirteen and  six.(56)

この場面では、嗅覚のみな らず、腸の動きを伴 って、排便の様子が伝 えられてい る。 さら

にこ うして排 出された便は野菜を育てるための月巴料 として再び、循環の過程の中に取 り込

まれている(55-56)。 つま りここでは、生産から消費、摂取、消化、排 出といった循環の過

程が描かれていることになる。注 目すべきは、こ うした消化 と排 出は、読書行為を通 じて

の文字の摂取 と排 出とい う行為 とも、比喩的に重ね合わせてい ることである。
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3.言 葉 を食べ る

　食べ物の摂取 と言語の摂取 の密接な関係 は、ブルームが食事を してい る以下の場面にお

いて極 めて意識的に描かれてい る。

   Cup of tea now. He sat down, cut and buttered a slice of the loaf. He shore 

away the burnt flesh and flung it to the cat. Then he put a forkful into his mouth, 

chewing with discernment the toothsome pliant meat. Done to a turn. A mouthful 

of tea. Then he cut away dies of bread, sopped one in the gravy and put it in his 

mouth. What was that about some young student and a picnic? He creased out 

the letter at his side, reading it slowly as he chewed, sopping another die of bread in 

the gravy and raising it to his mouth.

 Dearest Papli 

   Thanks ever so much for the lovely birthday present. It suits me splendid. 

Everyone says I am quite the belle in my new tam. I got mummy's lovely box of 

creams and am writing. They are lovely. I am getting on swimming in the photo 

business now. Mr Coghlan took one of me and Mrs. Will send when developed. We 

did great biz yesterday. Fair day and all the beef to the heels were in. We are 

going to lough Owel on Monday with a few friends to make a scrap picnic. Give my 

love to mummy and to yourself a big kiss and thanks. I hear them at the piano 

downstairs. There is to be a concert in the Greville Arms on Saturday. There is a 

young student comes here some evenings named Bannon his cousins or something 

are big swells and he sings Boylan's (I was on the pop of writing Blazes Boylan's) 

song about those seaside girls. Tell him silly Milly sends my best respects. I must 

now close with fondest love
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              Your fond daughter 

                       Milly 

P.S. Excuse bad writing am in hurry. Byby. 

                        M (53-54)

この場面で、食事をする行為 と手紙を読む行為が並置 されてい るよ うに、ブルームは、食

べ物だけではなく、そ うした文字 もまた摂食 している。文字が食べ物 として機能 している

ことは、ブルームが 「懸賞小説」 を 「とっておきのお もしろい話」 と 「うまくて軽 い食べ

物」の二重の意味を持つ"titbit"(65)と呼んでいることか らも明 らかであろ う。ブルームは、

排便を しなが らこの「懸賞小説」を読んでお り、そ うして摂取 した文字 を咀pし 、小説 を書

くことを夢想 している(56)。 この挿話では、こ うして摂取 された文字が新たなテクス トと

なって創作 され ることはないが、排便 しなが ら 「カスカラ ・サ グラダを一錠。人生がす っ

か り明るく」 と 「便秘薬」の広告文句が生み出 される(56)。 広告取 りのブルームは、のち

に広告 を書 く際、 こうして摂取 された知識が、文字 として排 出されてい るといえる。 この

よ うに 『ユ リシーズ』では、身体の器官を通 しての 「消化の過程」 と 「言語」の消化 との

密接 な関係が見 られ る(Tucker　2)。

　 こ うした 「食事の重要性」を主張す るブルームの食べ物への反応 は、 「精神活動」の重

要性 を訴えるステ ィー ヴンとは、非常に対照的である(544)。 実際に、スティー ヴンが中心

となる1か ら3挿 話 には、ジ ョイスの計画表による器官が割 り当て られていない事実が示

しているように、ステ ィー ヴンには、身体性 が欠如 してい る。書物 とい う精神的な糧を渇

望 し、肉体の糧 を軽視す るステ ィー ヴンに反 して、ブルームはそれ らの両方を積極的に摂

取 しよ うとしてい る。扶瀬氏は 『ユ リシーズ』の中のブルームの役割 について、 「スティ

ー ヴンに欠 けていた、 自己の身体 内外 に所与 として存在す る流通経路を積極的に認 め、そ

の中で人間の認識 ・欲求が具体的にどの ように働 くかを身 をもって示す」ことだ と指摘 し

てい る(233)。以上のように、ブルームはステ ィー ヴンよりもよ り身体性 を重視す る人物 で
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あ る 。

4.ブ ルームの 「便秘」

　流通経路 を認識す るブルームではあるが、彼 の排 出と循環 は、必ず しも うま くいってい

るわけではない。それは排便 の際にほのめかされているように、ブルームが、日常的に 「便

秘薬」を常用 し、「便秘」に苦 しんでいることか らも明らかである(56)。 こうしたブルーム

の便秘性は、彼の創作活動において も見 うけられる。タカーは、「食事 と消化過程」と 「身

体の機能に対す るブルーム とスティー ヴンの反応を注意深 く描 くこと」は、「創作す る過程」

と 「登場人物 自身の繁殖力(fertility)」と関係 していると述べている(2)。ち ょうどブルーム

が痔 に苦 しみなが らなん とか排便 をしているの と同様に、彼 によって排出 され る文字は、

広告取 りの仕事 を通 して書かれたわずかなもので しかない。

　 タカーは、そ うしたコマージャリズムによる文字の生産の 「不毛性(sterility)」(91)にっ

いて次の ように述べている。

 To begin, we find Bloom, who is still musing on his cemetery visit and the state of 

Paddy Dignam, transferring eating functions to the machines that are like "obedient 

reels feeding in huge webs of paper"(120) that can also "smash a man to atoms if 

they got him caught. Rule the world today"(118). Another consumer, in Bloom's 

view, is the newspaper that has ingested the fact of Paddy Dignam's death and has 

transformed it, not into meaningful art, but into the lifeless, euphemistic caption: 

"WITH UNFEIGNED REGRECT IT IS WE ANNOUNCE THE DISSOLUTION OF 

A MOST RESPECTED DUBLIN BURGESS"(118). (Tucker 90)

新聞の死亡広告は、印刷機 の 「リールが何巻 もの大量の紙 を食べ」、「一人の男 を砕 いて粒

子 にし」、さらに 「新聞」が一人の人間の死 とい う 「事実 を吸収 し」その事実を 「生命のな
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い陳腐 な見 出 しへ と変 え る」こ とだ とタ ッカー が述べ て い る よ うに、『ユ リシー ズ』の 中で

は、 そ うした コマー シャ リズ ムが個人 の個 性 を剥奪 す る 「不 毛性 」 が批判 の対 象 となっ て

い る。 こ う して 個 人 の 個 性 を 剥 奪 し、 機 械 に よ っ て 大 量 生 産 され た 文 字 は 、 「空 虚

(emptiness)」 かつ 「不 毛」 で あ り(Tucker　 91)、 新 た な創 造 のた めの栄 養 を持 た ない。 ブ

ル ー ムは排 便 を しなが ら、Mr　 Beaufbyの 書 いた 「懸 賞小説 」 を読 み、 そ の巧 み な描 写 に

感 心 し、「これ を書 いて3ポ ン ド13シ リン グ6ペ ンスの稿料 を得 た ミス ター ・ボー フ ィを

素 直 に うらや ま しい」 と思 い(56)、 何 か書 き たい と思 うが 、そ の物語 も完成 しない ま まで

あ る。

   Might manage a sketch. By Mr and Mrs L. M. Bloom. Invent a story for some 

proverb. Which? Time I used to try jotting down on my cuff what she said 

dressing. Dislike dressing together. Nicked myself shaving. Biting her nether 

lip, hooking the placket of her skirt. Timing her. 9. 15. Did Roberts pay you yet? 

9.20. What had Gretta Conroy on? 9. 23. What possessed me to buy this comb? 

9. 24. I'm swelled after that cabbage. A speck of dust on the patent leather of her 

boot: rubbing smartly in turn each welt against her stockinged calf. Morning after 

the bazaar dance when May's band played Ponchielli's dance of the hours. Explain 

that: morning hours, noon, then evening coming on, then night hours. Washing her 

teeth. That was the first night. Her head dancing. Her fansticks clinking. Is 

that Boylan well off? He has money. Why? I noticed he had a good rich smell off 

his breath dancing. No use humming then. Allude to it. Strange kind of music 

that last night. The mirror was in shadow. She rubbed her handglass briskly on 

her woollen vest against her full wagging bub. Peering into it. Lines in her eyes. 

It wouldn't pan out somehow. 

    Evening hours, girls in grey gauze. Night hours then: black with daggers and

94



eyemasks. Poetical idea: pink then golden, then grey, then black. Still, true to life 

also. Day: then the night. 

   He tore away half the prize story sharply and wiped himself with it. Then he 

girded up his trousers, braced and buttoned himself. He pulled back the jerky 

shaky door of the jakes and came forth from the gloom into the air.  (56-57)

ブルー ム は、物 語 を書 くこ とにつ い て考 え るが、 それ は決 して 書か れ る こ とは な く、そ の

内容 も散漫 な もの で しかな い。 ブルー ムに 関 して言 えば、 そ うして排 出 され ない 言葉 は、

彼 の 日常 的な便 秘 と同様 に 、彼 の 中に滞 った ま まで あ る。

しか しなが らそ の一方 で 、ブル ー ムが想像 す る物 語 は、『ユ リシー ズ』 を書 くプ ロセ ス と

対応 関係 にあ る よ うに思 われ る。 ブル ー ムが想 像す る物 語 は、彼 自身 の 「記憶 」 を基 に し

てい る。ジ ョイ ス 自身 が 「想 像力 は、記憶 力 だ(imagination　 was　memory)」(Ellmann　 79)

と述べ て い るよ うに、こ うした記憶 は、『ユ リシーズ』の 中で の創 作 の糧 とな ってい る。小

説 の 中で 、ス テ ィー ヴンが 「死 んだ母 親 のイ メー ジ」 を絶 えず 思い 出 してい るよ うに、 ブ

ル ー ム もまたモ リー とのホ ワー スで の思 い 出を何度 も回想す る。 そ の典型 的 な例 と して、

第8挿 話 で ブル ー ムが昼食 を摂 る場 面 を あげて お きたい。

   Stuck on the pane two flies buzzed, stuck. 

   Glowing wine on his palate lingered swallowed. Crushing in the winepress 

grapes of Burgundy. Sun's heat it is. Seems to a secret touch telling me memory. 

Touched his sense moistened remembered. Hidden under wild ferns on Howth 

below us bay sleeping: sky. No sound. The sky. The bay purple by the Lion's 

head. Green by Drumleck. Yellowgreen towards Sutton. Fields of undersea, the 

lines faint brown in grass, buried cities. Pillowed on my coat she had her hair, 

earwigs in the heather scrub my hand under her nape, you'll toss me all. 0 wonder!
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Coolsoft with ointments her hand touched me, caressed: her eyes upon me did not 

turn away. Ravished over her I lay, full lips open, kissed her mouth. Yum. Softly 

she gave me in my mouth the seedcake warm and chewed. Mawkish pulp her 

mouth had mumbled sweetsour of her spittle. Joy: I ate it: joy. Young life, her lips 

that gave me pouting. Soft warm sticky gumjelly lips. Flowers her eyes were, take 

me, willing eyes. Pebbles fell. She lay still. A goat. No-one. High on Ben 

Howth rhododendrons a nannygoat walking surefooted, dropping currants. 

Screened under ferns she laughed warmfolded. Wildly I lay on her, kissed her: eyes, 

her lips, her stretched neck beating, woman's breasts full in her blouse of nun's 

veiling, fat nipples upright. Hot I tongued her. She kissed me. I was kissed. All 

yielding she tossed my hair. Kissed, she kissed me. 

   Me. And me now. 

   Stuck, the flies buzzed. (144)

ブル ー ム は、この 日、この場 面 を何 度 も思 い 出す。タ ッカー は、こ うした回想 の行為 を 「追

憶 の反 留(cud　 of　reminiscence)」 と食 べ物 の メタ フ ァー で呼 ん でい る(9)。 た だブル ー ム に

限定 して言 えば、彼 の 中に蓄 え られ た記憶 は、彼 の 中で反鯛 され る ものの、 ブル ー ム 自身

に よって書 かれ る物 語 と して排 出 され る こ とは ない。

　 しか し 『ユ リシー ズ』の小説 の 中では 、そ うした記憶 は 、『ユ リシー ズ』 とい うテ クス ト

の身体 を循 環 し、小 説 を豊 か な もの にす る滋養 とな ってい る。 した が って この小説 におい

て、反 留 を伴 う食 べ る行 為 は、 さま ざま な形 で反鯛 され、 多様 な語 り口で角度 を変 えて表

現 され る記 憶 に よって織 りな され る 『ユ リシーズ』 の創 作 の過程 と重ね合 わせ て捉 え るこ

とが で き る だ ろ う。 こ うした 物 語 の 創 造 とい う浄 化 行 為 は 、 第9挿 話"Scylla　 and

Charybdis"に お いて ステ ィー ヴンが、記 憶 を反 鯛 し、 さま ざま な作家 に よって書 かれ た書

物 を取 り入 れ る こ とで 、ハ ム レッ ト論 を展 開 し、 さ らに詩 作や創 作 を してい るよ うに、 ブ
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ル ー ム よ りもむ しろステ ィー ヴ ンに委 ね られ てい る とい え る。

5.「 汚 ら しい浄化 法(dirty　cleans)」

　 こ うした創 作 活動 と排 泄行 為 の結 びつ き は、 ジ ョイ ス が書い た次 の よ うな詩 の 中に も見

うけ られ る。

MYSELF unto myself will give 

This name, Katharsis-Purgative. 

I, who dishevelled ways forsook 

To hold the poet's grammar-book, 

Bringing to tavern and to brothel 

The mind of witty Aristotle, 

Lest bards in the attempt should err 

Must here be my interpreter: 

Wherefore receive now from my lip 

Peripatetic  scholarship.  .  . . 

That they may dream their dreamy dreams 

I carry off their filthy streams 

For I can do those things for them 

Through which I lost my diadem, 

Those things for which Grandmother Church 

Left me severely in the lurch. 

Thus I relive their timid arses, 

Perform my office of Katharisis. 

My scarlet leaves them white as wool.

97



Through me they purge a bellyful. 

 (The Holy Office,' 160- 162)

興味深い ことは、 この詩の中で、ジョイスが、 自らを下剤に見たて、創 作活動 と排泄行為

を重ね合わせてい ることである。自らを 「カ タルシス ・パーガティヴ」と呼ぶ 「私(1)」は、

過去の詩人たちの詩 を 「文法書」 に、 自ら 「カタル シス」す なわち下剤 となって、現代 の

詩人たちの 「腹 にたまった もの」を 「一掃」 し 「汚れた流れを片付 け」「彼 らの臆病 な尻 を

よみがえらせ」たいと述べてい る。 ここでは、創作活動 に加 えて、読書行為 を通 しての さ

らなる循環の可能性が示 されている。まず作者が、過去の作家たちの書いた ものを読み、

そ こから新たなテクス トを生み出す。そのテクス トを読者が読み、吸収 され ることで、読

者の 「腹」の中に蓄積 されたた くさんの書物で 「汚れた流れ」を浄化 し、読者 に排便 を促

す こと、すなわち創作意欲をかきたてることを可能 にす る。そ して、他の書物 とともに排

泄物の一部、つま り新 しく生み出されたテクス トの一部 となって排出 されるのである。そ

れ と同時に、読者 によって取 り込 まれたそのテクス トは、新たなテクス トとい う身体 を循

環する栄養 となるのだ。

　ブルームは、動物たちの糞 を肥料 に し、野菜を栽培す ることを 「汚 らしい浄化法(dirty

cleans)」 と呼んでいるが(56)、 この 「きたな らしい浄化法」は、創作活動 においても読書

行為 を通 してな され うるとい える。 よ く知 られているよ うに 『ユ リシーズ』 は、Homer

のOdysseyを はじめとする さまざまな古典を取 り入れ、そ うしたものも創作の糧 としてい

る。 その結果書かれた 『ユ リシーズ』 もまたそれを読む読者 を通 して、再び循環のサイク

ルの中に組み込まれているのである。実際に、多 くの読者に とって 『ユ リシーズ』は、創

作意欲 を刺激す るものであ り、現在 もなお多 くの作家たちに影響 を与えてい ることは言 う

まで もないだろ う。

　 ジョイスは、このよ うにブルームとスティーヴンを介在 して、食べ物の消化過程 と読書

行為 と創作行為 とを重ね合わせて描 くことで、肉体 と精神の間の二項対立を崩 し、肉体か
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ら切 り離 された創作活動の神聖化 を椰楡 しているといえる。 ジ ョイスは、登場人物 たちが

「肉体 を持たなければ、精神(mind)を 持っことはな」 く、肉体 と精神 は 「全て一っ のもの

である」(Budgen　 21)と 述べてい るが、そ うした意 図は 『ユ リシーズ』 の中のこ うした食

事の描写にも表れている。 このようにジ ョイスにとって食事の描写は、インターテクスチ

ャ リテ ィー を問題 にするモダニズム文学の実験 と密接に関わるほ ど極 めて重要なものであ

った といえるだろ う。
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第3節 　 Flushに おける食が結ぶ絆 と匂いの美学

1.「 犬の伝記」

　 ヴァージニア ・ウルフの実験的な小説 『フラッシュ』は、のちにRobert　 Browning夫 人

となる詩人エ リザベス ・パ レットの愛犬 コッカー ・スパニエルの雄のフラッシュを主人公

に、その誕生か ら死までを描いたものである。これまで この小説は、『ダロウェイ夫人』や

『灯台へ』、The　 Wavesの ようなウル フの他のテクス トと比べあま り評価 され てこなかっ

た。しか し近年 、人間 と動物 との境界 を問題視す る動物小説への関心が高まっている中で、

『フラッシュ』が再評価 されつつある。「伝記」と副題の付 けられたこの小説 を、フラッシ

ュの成長史 として、またそれ と呼応す るように ミス ・パ レッ トの ヴィク トリア朝の父権的

重圧 からの解放 と詩人 としての成長 と自立 とい う観点か ら読む ことは、 これまでの批評家

によって もなされてきた。1し か しこの小説 において ウルフの他 の小説の中で も際立って

いる食事の描写 と、フラッシュとミス ・パ レッ トの成長 の過程が密接 に関わっていること

は、 これまで注 目されてこなかった。

　 この小説の特筆すべき点は、彼女たちの成長過程が、食に対す る態度の変化 と、それに

並行 して起 こる二人 を取 り巻 く人々 との関係 の変化 によって示 されてい ることである。 こ

うした変化は、特に両親 とその延長線上にある父的あるいは母的存在 との関わ りにおいて

顕著に見 られる。つま り食 の変化 は、彼女 らのジェンダー化 の過程 と密接 な関係があるの

である。 さらに食事の描写に見 られ るよ うな 『フラッシュ』 の匂いの描写は、臭覚などの

感覚 を描 き出そ うとす るウル フの文体実験 とも関係 してい るよ うに思 われ る。第3節

「Flushに おける食が結ぶ絆 と匂いの美学」では、『フラッシュ』の食の描写に注 目す るこ

とで、食欲 と愛情の関わ りを示 し、 さらにその中に見 られ る女性 と動物 との絆や、匂いや

味覚の描写 とウルフの言語実験 との関わ りなどについて明らかに していきたい。
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2.食 欲 と愛情

　Quentin　 Bellは 「『フラッシュ』は、犬を愛す る人によって書かれた本 とい うよりも、

犬 にな りたかった人 によって書かれた本である」(Bell　175)と 述べているが、確かに 『フラ

ッシュ』は、動物の視点か ら動物 に共感的に書かれている。ここで注意 しておきたいのは、

ウルフが 『フラッシュ』 を通 して、女性 と動物が様 々に類似 してい ることを明 らかに し、

人間 と動物の問の階層構造を無化 していることである。 フラッシュは、ミス ・パ レッ トと

お互いに非常に似通った鏡像であるかの ような機能 を果た している。「重々 しい巻き毛」が

「両側 に垂れた」 ミス ・パ レットと同様に、フラッシュは 「重々 しい耳が顔の両側 に垂れ

ている」(18)。 そ して両者 の 目は、「大きく、輝いてお り」、両方 とも大きな口を している

(18)。 「二人 には似通った ところがあ り」、両者は共感 し合っている(18)。

　二人が似ているのは、その外見だけではない。Squierが 、 「フラッシュは、身体的に彼

の主人 と似ているだけでな く、フラッシュのペ ッ トとしての社会的な立場 はヴィク トリア

朝の社会における女性 としての彼女の立場 と並列に扱われてい る」(124)と 指摘 している

よ うに、従順な娘であることを強い られ、父権制の下で支配 されている ミス ・パ レッ トの

立場 と、鎖にっながれたペ ッ トであるフラ ッシュは共に拘束状態 にあるとい えるだろ う。

こ うした両者 が拘束 されていることが与える影響は、食 に対す る反応 に表れてい るが、そ

の反応は対照的である。

　 フラッシュは食べ ることで 自身の欲望を満た してい るが、それ に対 して ミス ・パ レッ ト

は、食べることを拒み、拒食症的な反応を示す。病弱な ミス ・パ レッ トは寝室に閉 じこも

り父親の過度な監視の下にあるのだが、パ レッ ト家で出 され る食事 もまた、父親によって

監視 されている。パ レッ ト氏 は、毎晩、 ミス ・パ レッ トが食事 をとったか どうか厳 しく調

べ、「皿が空になったか」調べ ることで、娘 が自分に対 して 「従順である」か どうか確認す

る(31)。 パ レッ ト氏の 「薄黒い体が近づ くと恐怖 とおそれの震えが、フラッシュの背骨 を

駆 け下 りてい く」 と表現 され るほど(31)、皿 を調べ るパ レッ ト氏の姿は威圧的である。 さ

らにパ レッ ト家では、家の中で 「焼 けた骨付き肉や たれのかかった鶏 肉の匂 い」(15)が 漂
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い、 「丸 々 と した 羊 の肉」 や 「鶉 の 肉」(30)が 食 事 に出 され てい る。母 親 の死 に よ り父 権

的な雰 囲気 の 強いパ レ ッ ト家 で は、 それ を支 え る よ うに 肉 中心 の男性 的 とい っ て もよい食

事 が 出 され る。2彼 女 に とって この よ うな食 事 を とるこ とは、 苦痛 で しか ない。 ミス ・パ

レッ トは 、 「食べ る こ とに大変 うん ざ り」 し、 「彼女 の 夕食 のた め に出 され た丸 々 と太 った

羊の切 り身 や鶉 の手 羽や 鶏 肉 を見て少 した め息 をつ い て」、 「ナ イ フ とフォー クを もてあそ

んで い る」(30)。 この よ うに ミス ・パ レ ッ トは、食 べ物 に対 して嫌 悪 を示 し、食 事 を とる

こ とを拒否 し、拒食 症 的な症 状 を示 して い る。

　 拒食 症 的な ミス ・パ レ ッ トとは対 照的 に、 フラ ッシュ は、食べ 物 に依存 し、食 べ る こ と

でペ ッ トと して部屋 に拘 束 され 、 自由 に行 動す る こ とが 出来 ない こ とに よるス トレス を解

消 す る。 ミス ・パ レッ トが、フ ラ ッシュ と 「二人 だ け」 にな り 「フォ ー クを」 「鶏 肉 の手羽

に突 き刺 し」 フ ラ ッシュに 「合 図 を送 る」 と、 フ ラ ッシ ュは 「何 の痕 跡 も残 さず 」、 「手羽

を片付 け」 「飲 み込 む 」(30)。 ミス ・パ レッ トは、 出 され た食事 を とる こ とを拒否 し、そ の

食 事 を フラ ッシ ュに食べ させ る こ とで、パ レッ ト氏 の 目を ごまか してい る。 この よ うに二

人 は 、共謀 関係 にあ り、両者 は食 べ物 に よって、 ます ます そ の絆 を深 めてい る。 フラ ッシ

ュは 、ミス ・パ レッ トと彼 の 間に は、「絆 、気詰 ま りだ がぞ くぞ くす るよ うな結 び つ きが あ

る」 と感 じ、彼 女 のた めに外 へ 出て 自由に な りた い とい う 「彼 の性 質 の最 も 自然 な本 能 を

あ き らめ、制御 し、抑圧 す る」(25)。 さ らに フ ラ ッシュは 、 ミス ・パ レ ッ トが 「食 べ物 を

与 えない 限 り」、 「食 べ る こ とを拒 」 んで お り(33)、 この よ うに食 べ 物 と愛 情 に よって 強 く

結 びつ い た二人 の 関係 は、母 乳 を与 え る母 親 と乳児 の 関係 に なぞ らえ る こ とが 出来 るだ ろ

う。

　 しか しなが ら食 を媒介 とした 両者 の共依 存 関係 は、 終 わ りを迎 え る。 それ は 「フー ドを

かぶ った男 」(37)す な わ ち ロバ ー ト ・ブ ラ ウニ ングが 出現す るた めで あ る。 それ まで食 事

を とる こ とを拒 み 、そ の食 事 をフ ラ ッシュ に与 えてい た ミス ・パ レッ トで あっ たが 、ブ ラ

ウニ ン グが現れ て か らは、フラ ッシ ュの庇 護 な しに 、「鶏 肉を骨 まで」残 さず に食 事 を とる

よ うにな り、 フ ラ ッシ ュは 「芋 のか け らや 皮 」の お こぼれ も も らえ な くな る(39)。 そ のた
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め フラ ッシ ュは 、エ リザベ ス の愛 情 を奪 う 「宿 敵 」(45)で あ るブ ラ ウニ ング に嫉 妬 し、噛

み つ く。 しか しな が らフ ラ ッシュ は、次第 にブ ラ ウニ ング を受 け入 れ ざ るを得 な くな る。

そ れ はブ ラ ウニ ング氏 が持 って きた ケー キ を食 べ るこ とを通 して示 され る。フ ラ ッシュ は、

「敵 に よって 与 え られ た ので 、 ケー キが新 しい うち には 、食べ る こ とを拒 否」 す る(48)。

とい うの もそれ が古 くな る こ とに よ り、 そ のケー キ は、 「敵 が友 人 に変 わ り」 「憎 しみ が愛

に変 わ った」 もの として 、食 べ られ るもの に変化 す るか らだ(48-49)。 ブ ラ ウニ ン グか ら

フ ラ ッシュへ と贈 られ た このケー キは、いわ ば父親 か らの愛 情 を象徴 してい る とい え よ う。

フ ラ ッシュは 、 このケー キ を食べ 、 ブ ラ ウニ ングへ の嫉 妬 心 を抑 え る。 そ して 「敵意 を愛

情 へ と変化 させ る」(48)こ とで、 自身 のエ デ ィプ ス ・コンプ レックス 的な感 情 を克服 す る

ので あ る。3

3.女 性 と動物 の絆

　 さ らにフ ラ ッシュ は、父権 的価 値観 を重要 な要 素 とす る階級意 識 を身 に着 けてい く。 ヴ

ィ ク トリア朝 のイ ギ リスで は、人 間 の世界 だ けで な く、犬 の世界 もま た階級制 度 に支配 さ

れ て お り、 「グ レイ ハ ウ ン ド」 は 、 「貴 族(the　 Lords)」 、 「ス パ ニ エ ル 」 は 「紳 士(the

Gentlemen)」 、そ して　 「ハ ウン ド」は 、「郷 士(Yeomen)」 の位 置 を 占めて いた(7)。 そ して

スパ ニエル の血 統 は、「スパ ニエル ・クラブ」に よって管理 されて い た(7)。 フ ラ ッシ ュは、

犬 た ちが 「異 な る階級 に よって厳 格 に分 け られ て い る」 こ とを知 り、 あわて て 自宅 の鏡 を

見 て 、 自身 の体 の特 徴 を確 認 し、 自分 の生 まれ が 良 く、血 統が 良い こ とが分 か り、胸 をな

でお ろ してい る(23)。 そ して 「そ の階級 の持 つ 特権 」 を保証 す る 自身 の優れ た血 統 と美 し

い外見 を誇 りに思 うよ うに な る(23)。 ミス ・パ レ ッ トは、 当時 の英 国 ヴィク トリア朝 の ジ

ェ ンダー の政治 学 の下 で、女 性 の性役 割 に よって拘 束 状態 に あ る一 方 で、 フ ラ ッシ ュは も

とも と人 間に よ って作 られ 、今や 、犬 の世 界 にす っか り浸透 して しま った階級 制度 に よっ

て拘束 され て い るのだ。

　 しか しそ うした 階級 は、彼 に拘 束 だ けで な く、特 権 も与 えていた。 この こ とを フラ ッシ

　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 103



ユは、誘拐 され、初 めて貧 しさと直面 させ られ ることで実感す る。誘拐 されて連れて行 か

れた貧民街では、「石 のように固く」す さま じい匂いのする 「肉」と 「バケツか らあふれる

緑色を した水」が出され るが、フラッシュは空腹 との どの渇きを感 じなが らも、それ らを

食べることも飲む ことも拒否す る(55,57)。 フラッシュは、貧民街で出 された食事の強烈 な

悪臭を嗅 ぐことで、貧 しさとい うものをしみ じみ と実感す ることになるのだ。貧民窟か ら

帰 ってきたフラッシュに とって紫色のかめに入 ったきれいな 「冷たい水は、実態すなわち

リア リティーを持った唯一のものである」(67)。

But as the door opened to admit the letter, something rushed in also; -- Flush. He 

made straight for his purple jar. It was filled three times over; and still he drank. 

Miss Barrett watched the dazed, bewildered dirty dog, drinking.  'He was not so 

enthusiastic about seeing me as I expected', she remarked. No, there was only one 

thing in the world he wanted- -clean water. (67)

よ うや く貧民街か ら解放 され、家 に帰 ってきたフラッシュは、 ミス ・パ レッ トを見向きも

せず、一 目散 に、「紫色のかめ」に入ったきれいな水 に向かい、貧 るように水を飲む。この

よ うな経験 を通 して、フラッシュは、階級が、フラッシュに 「首輪に鎖」をつなぐ 「ペナ

ルテ ィー」 を与 えるものであると同時に 「紫色 のかめ」で水 を飲む 「特権」 を与 えてくれ

るものであることを痛感する(23)。 そ してそれ以降、フラッシュは、外 に出る時、「鎖な し

では動 こ うとしない」(67)。 この ように父権 的な価値観 を身に着けることでフラッシュは

社会化 されていくのである。

　 これまで見てきたよ うに 『フラッシュ』 は、主人公が様々な体験を通 して成長するとい

うビルディングロマ ンのよ うな成長史 としての側面 を持 ってい る。 しか しこの物語 は、フ

ラッシュがエデ ィプス ・コンプ レックスを克服 し、父権的価値観 に順応す ることで、子犬

か ら成犬に精神的に成長する とい う単純な構造 になっていない。注意すべきは、フラッシ
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ユが社会化 された後 も、彼 は父権的価値観に完全 に染まるわけではない とい うことである。

フラッシュは、社会化 されたことで、父権的な階層構造を知 り、犬である自分 がその中で

どの ような位置づけをされてい るのか とい うことに気づ く。そ して フラッシュとミス ・パ

レッ トの間の絆は、動物 と女性 とい う社会的な弱者であるお互いの立場によって深 められ

るのだ。フラッシュは、誘拐事件の後、誘拐 された 自分を見捨てよ うとした男性たちの 「笑

顔の裏 に裏切 りと残忍 さといつわ り」があると確信 し、彼 らを 「もはや信用 していなかっ

た」(67)。 そ して弱者を切 り捨て ようとす る男性 たちへ不信感を抱 くの と同時に、危険 を

かえりみず 自分 を救ってくれた ミス ・パ レッ トへの愛情をますます強めてい る。

　動物 と女性 とい うフラ ッシュとミス・パ レッ トの立場は、しばしば入れ替え可能である。

例 えばフラッシュが誘拐 された際、ミス ・パ レッ トは、「もしフラッシュが殺 されて、もし

恐 ろしい小包が送 られて、彼女がそれ をあけるとフラッシュの頭 と足が出てきた とした ら」

と、フラッシュが切 り刻 まれ ることを危惧 している(61)。 さらに ミス ・パ レッ トは、「もし

も強盗が私 を誘拐 して、彼 らの手の内にあって、私の耳を切 り取って、郵便でニュー クロ

スまで郵送す ると脅 した ら」(62)と 誘拐 され て切 り刻 まれた 自身の姿をフラッシュと重ね

ている。 このよ うに父権社会 において、家庭の中で、父や夫や兄弟 といった男性たちに保

護 されている女性 もまた、彼 らの価値のある所有物であ り、誘拐 され、金銭 を要求す るた

めのゆす りの対象物 にな りうる点で、ペ ッ トとして飼い主に、保護 され、所有 されている

動物 と類似 してい るのだ。4

　 さらにここで注意 しておきたいのは、フラッシュが誘拐 された後、連れ て行 かれる場所

がWhitechapelで あることである。ここは切 り裂 きジャックによって5人 の売春婦が殺 さ

れた場所 として よく知 られてお り、　 殺 された後、肉片 となって郵送 される とい うこの切

り刻 まれた身体のイメージは、切 り裂 きジャックの事件 を連想 させ るものである。5こ の

ことは、女性 と動物が ともに男性たちの暴力に さらされ、傷つきやす いものであることを

示 している。そ して男性優位 な社会の中で、社会的な弱者である女性 と動物の類似 は、 ミ

ス ・パ レッ トとフラッシュにお互いに対する愛情 と絆 を与 えている。このよ うにウルフは、
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『フラッシュ』 において、女性 と動物の様 々な類似 を示 し、人間 と動物 との間の階層関係

や男性 と女性 との問の階層関係 を明 るみに してい る。6

4.匂 いを嗅 ぐ、匂いを書 く

　 ミス ・パ レッ トは、父親に監視 され、 ヴィク トリア朝の支配階級の父権制度 によって、

フラッシュは鎖 と首輪によって 自由を奪われ、階級によって拘束 されていた。しか しミス ・

パ レッ トが、ブラウニング氏 と駆 け落 ちし、ブラウニ ング夫人 となるためにイタ リアに逃

れた ことによ り、ブラウニング夫人 とフラ ッシュは、 これ らの拘束か ら徐 々に解放 され、

自由を手にす ることになる。7イ ギリスの ヴィク トリア朝のよ うな階級制度 は、イ タリア

の犬の中には、存在せず 、犬はみな 「雑種(canaille)」(74)で ある。は じめフラッシュは、

「下層民の中の唯一の貴族」であ り、「ピサ全体の中で唯一の純潔の コッカー・スパニエル」

である自身が、「流刑生活を送 る王子であるように感 じられた」(74)。そ して 「紫色のかめ

と鎖の掟は、心の底 まで染みついていた」(74)。 この ような階級制度 に縛 られた ヴィク ト

リア朝イギ リスの都市は、病的に陰iで 、Mrs　 Carlyleの 愛犬Neroを 自殺に追いやった

ほどである(92)。 しか しフラッシュは、その 「掟」か ら解放 され、鎖 と首輪 を着 けずに 自

由にイ タリアの街 を歩 くことが出来 るよ うになる。

　社会化を経て、父権社会の構造 を知 った、社会的な弱者であるフラッシュの父権的権威

に対す る嫌悪 とそれ に対する抵抗 は、 とりわけフラッシュの 「匂いの世界」 と視覚を重視

した人間の世界 を対比 させることによって示 され る。 とりわけフラッシュは、イタ リアに

来てから、ますます、 この 「匂いの世界」に没頭す ることになる。 フラッシュが生きる世

界は、「匂いの世界」(86)であ り、人間が熱狂す る美 しい景色は、「面 白みがな く(insipid)」、

フラッシュはなぜ人間が景色 を見て騒いでい るのか分か らない(85)。 彼には美 しささえも、

視覚ではなく、臭覚 によって感 じられるものであ り、「緑色か紫色の粉 に結晶化 されて、何

らかの神聖なスポンジで鼻の下にある縁のついた管 にむかって吹きかけられては じめて、

美 しさは、フラッシュの知覚 を刺激す るのだ。そ して言葉になって発せ られ ることなく、
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沈黙の中、歓喜す る」(85)。 この ように 「匂 いの世界」 の住人であるフラッシュには、形

や色だけでな く、愛や音楽、建築、法律、科学、宗教 も匂いであ り、彼の記憶 も匂 いか ら

構成 されている(86)。 さらに語 り手は、「彼 の感覚の どれ一つ を取 っても言葉によってゆが

め られた ことはない」と述べ、言語 を 「奇形(deformity)」 とし、臭覚な どの感覚 に対 して、

視覚を否定的なものとして捉 える(87)。このよ うに犬の 「匂い」の世界 と視覚を重視 し 「言

語」が支配する人間の世界 とが対比 されてい るのである。

　 こ うした犬 と人間の知覚手段の違いは、ブ ラウニング夫人 とフラッシュの関係にも波紋

を与えている。鏡像の ようにお互いの姿が類似 したフラッシュと彼女だが、二人には大き

な違 いがあった。それは 「彼女は話せ る」が、「彼 は口が聞けない」とい うことであ り(19)、

そのため 「彼 らの間には、お互いを引き離す大きな溝があった」(18-19)。Feuersteinに よ

るとこうした二人の差異 を生み出 しているのは、両者の知覚方法の違いであるとい う(33)。

ブラウニング夫人が言語 をは じめ とす る視覚 もしくは聴覚による情報 によって知覚す るの

に対 して、フラッシュは臭覚 によって知覚 し、彼女が 「見 るところで、彼 は匂いを嗅 ぎ、

彼女が書 くところで、彼は匂いを嗅 ぐ」(85)。8フ ラッシュとブ ラウニング夫人 が意思疎通

をとることを不可能 にしていた この知覚の溝を埋めるために、 ウル フはフラッシュの意識

の重要な構成要素である 「匂い」 を言語化 し、人間の世界で、沈黙せ ざるをえなかったフ

ラッシュに声を与えている。

　 さらにこうした匂いの言語化は、 ウルフの言語実験 とも密接に関わってい るよ うに思わ

れ る。例えば、語 り手は、「彼の感覚の どれ一つ を取 っても言葉によってゆがめ られ たこと

はな く」、「ラスキン」や 「ジ ョージ ・エ リオ ッ ト」を含む 「これまで どの人 間も」「決 して

知 らなかった フロー レンスをフラッシュは知っていたのだ」(87)と 述べ、匂いをは じめ と

す る感覚がいかにこれまで言葉で表現 されて こなかったかが語 られ る。 さらに人間の言葉

では、「私たちが嗅 ぐ匂 いについては、2語 か1語 半 しかない。特 に人 間の鼻は存在 しない

よ うなものだ。世界の偉大な詩人たちで さえ、一方 にはバ ラの花の匂い をも う一方には糞

の匂 いを嗅いだに過 ぎない。両者の間にある数限 りない匂いのグラデーシ ョンは、記 され
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ていない」(86)と い う語 り手の主張は、それ までの作家たちがあま り注 目して こなかった

臭覚のよ うな感覚を表現することで、新 しい表象の形を探っている作者の ウル フ自身の姿

を暗示 させ るものである。

　 こ うした匂いを描いたもの として、パ レッ ト家に初めてや って来たフラッシュがその濃

厚な匂いに圧倒 され る場面がある。

   But as Flush trotted up behind Miss Mitford, who was behind the butler, he was 

more astonished by what he smelt than by what he saw. Up the funnel of the 

staircase came warm whiffs of joints roasting, of fowls basting, of soups simmering  --

ravishing almost as food itself to nostrils used to the meagre savour of 

Kerenhappock's penurious fries and hashes. Mixing with the smell of food were 

further  smells-- smells of cedarwood and sandalwood and mahogany; scents of male 

bodies and female bodies; of men servants and maid servants; of coats and trousers; 

of crinolines and mantles; of curtains of tapestry, of curtains of plush; of coal dust 

and fog; of wine and cigars. (15)

回廊 を通 して 、立 ち上 って くる料 理 され た 肉な どの 「食 べ物 の匂 い 」 は、パ レ ッ ト家 を守

る豪華 で重 厚 な家具 の匂 い 、住人 た ちや召 使 の体臭 、 人 々 を着飾 らせ る衣 装 の匂 い と 「混

じ り合 う」。 さ らに 「大 きな 肉の塊 を あぶ った り」「鶏 肉 にたれ を かけ て焼 い た り」「スー プ

を煮 たて た」「温 か く漂 っ て くる匂い 」は、フ ラ ッシュが ミ ッ ドフォー ド家 で食 べ ていた 「貧

弱 な フ ライ 」 と 「こま切 れ 肉」の 「粗 末 な味」の記憶 を呼び起 こす。 さらに 「熟 した葡 萄」

の匂 いは 、 「紫色 の匂 い 」、 「ヤ ギの 肉 とマ カ ロニ」 の匂 い は、 「騒 が しい匂 い」、 「深 紅 の匂

い」、 そ して フ ロー レンス の道 の匂 い は 、 「ざ らざ ら した匂 い、滑 らか な匂 い 、暗 い匂 い、

金 色 の匂 い」 と描 写 され る(87)。 この よ うに ウル フは 、臭 覚 を味覚 や触 覚 、聴 覚 、視 覚 と

い った他 の感 覚 と混 ぜ合 わせ て描 くこ とで、匂 い に実体 を与 えてい る。Johnsonは 、 ウル
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フが 『フラッシュ』で、従来 の擬人法 と異 なる形で動物 の意識 を提示す ることで、動物 の

思考を表 したそれまでにない表現を生み出 してい ると述べているが(36)、 これにはフラ ッ

シュの思考 を構成す る彼の知覚手段である匂いを言語化 したことが大きく貢献 していると

いえるだろ う。そ して これによ り、人間 と動物 の間の階層関係を崩そ うとしている。

　 このよ うに ウルフは、「匂いの世界」を描 き、犬 の思考を示す ことで、父権的価値観 では、

とるにた らないものとされていた犬たちに光を当てている。 さらにこのことは、多 くの小

説の中で ウルフが してきた、歴史の中に名前を残す ことのない 「無名 な存在(the　obscure)」

である社会の周縁にいる女性たちのあいまいで流動的な意識 を辿 ることで、女性的な感性

を描 出する試み ともつながっているといえる。「伝記」とい う副題のつ けられた 『オー ラン

ド』をは じめ として、 ウルフは歴史の中に名 を残す ことのない無名な女性たちの伝記 を、

男性 たちとは異な るや り方で書 こうとしてきた。 さらに 『オー ラン ド』 と同様 に 「伝記」

と副題のっいた 『フラッシュ』 もまた、女性 と同様 に 「無名 な存在」である犬の 「伝記」

とい う体裁 をとっているのだ。 こうした無名 なものの伝記 を書 くとい うウル フ試みは、著

名な文学者であ り、数々の歴史書や伝記 を書いた ウル フの父Leslie　Stephenへ の対抗心の

表れだといえるか もしれない。そ してウル フは、 これ らの小説の中で、男性優位の社会 の

中で沈黙 させ られていた社会 の周縁にいるものたちに声を与えてい る。
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結

　人間の内的な心理 を描 くことを重視 したモダニズム小説に、しば しば寄せ られ る批判 は、

それが精神的す ぎるとい うことである。例 えばアー ノル ド・ベネ ッ トは、モダニズム小説

には、「活力 が欠 けてお り」、登場人物は 「生きてお らず」、「我々に共感 を抱かせ ることが

ない」 と批判 している(193)。 しか しなが ら実際には、モダニズム小説 を注意深 く読む と、

その中で、物質的、身体的なものが、非常に重要な役割 を果た しているとい うことに気付

く。厳 しい性規範 が浸透 していた19世 紀 ヴィク トリア朝には、身体的なものが抑圧 され、

軽視 されていたが、その後の英国小説 において、 こうした身体的、物質的なものの役割 が

再び見直 されてきたのは、当然のことか もしれ ない。 しかしそ うした中で、モダニズム小

説は、ベネ ッ トらの小説に見 られ る過剰な 「物質 性」を批判す ることから始まっているこ

とを忘れてはな らない。

　 ウル フは、H.G.ウ ェルズ、　Galsworthy、 アーノル ド・ベネ ッ トを 「エ ドワー ド王朝人」、

それに対 してフォースター、ロレンス、ジ ョイス といった彼女 と同世代の作家たちを 「ジ

ョージ王朝人」と呼び、両者 を対比 している("Character　in　Fiction,"38)。 さらに ウル フは、

エ ドワー ド朝の作家が、登場人物 を描 く際、外見描写を重視す るあま り、人間の内面 を描

いていない と述べ、人物 を輪郭づ ける物理的要因に執着す る彼 らを 「物質主義者」である

と批判 している("Modern　 Fiction,"10)。 ウルフ らジ ョー ジ王朝の作家たちは、エ ドワー ド

朝の作家 と異なる形の人物描写を 目指 し、外見描写 よ りむ しろ人 間の内的な心理を描 くこ

とにカ を注いだ。 その一方で、ジ ョー ジ王朝の作家たちは、ヴィク トリア朝の作家たちの

よ うに、身体的、物質的な ものを抑圧するのではな く、身体的、物質的なもの と精神的な

もの との調和を描 くことを重要なテーマ としてい る。そ うした物質的、身体的なものと精

神的なもの との関係 を示す ものの一つ として、モダニズム小説において、食事 の描写が利

用 されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110



　例えば 『灯台へ』の晩餐会 の場面では、食事 を囲む登場人物たちが抱 える複雑な感情が

垣間見 られ るが、その際、料理 とい う物質的なものが、心の動きを表す ものとして機能 し

ている。

She had a sense of being past everything, through everything, out of everything, as 

she helped the soup, as if there was an eddy- - there - - and one could be in it, or one 

could be out of it and she was out of it. It's all come to an end, she thought, while 

they came in one after another, Charles Tansely - -  'Sit there, please,' she said- - 

Augustus Carmichael- - and sat down. And meanwhile she waited, passively, for 

someone to answer her, for something to happen. But this is not a thing, she 

thought, ladling out soup, that one says. 

  Raising her eyebrows at the discrepancy- - that was what she was thinking, this 

was what she was doing- - ladling out soup - - she felt, more and more strongly, 

outside that eddy; or as if a shade had fallen, and, robbed of colour, she saw things 

truly. (To the Lighthouse, 91)

ラムジー夫人が皿 にもっているスープの渦 は、晩餐会を成功 させ ることが出来るか どうか

に対す る彼女の心の不安が生む感情の渦になぞ らえ られる。 さらにスープの渦 は、人々に

よ り生み出され る晩餐会の活気の渦か ら自身が取 り残 されてい ると感 じてい るラムジー夫

人の立場にも重ね合わ されてい る。 この ように 「意識の流れ」を通 して描 かれ る登場人物

の感情は、外見描写 と混 ざ り合 うことで、よ り鮮明なイメージとなって伝 えられ るのだ。

さらに食事の描写は、それを囲む、人間同士の関係性を示す手段 ともなる。例 えば 『ユ リ

シーズ』の中で、ブルームは、 自ら料理を し、それ を妻 のモ リーのいるベ ッ ドに運び、妻

が食事 をとる様子を満足そ うに見ているが、二人は共に食事 をとることはない。 こ うした

描写は、 もはや 性的な関係 を持つ こともな く、妻の逢引を許 してい るブルーム とモ リーの
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夫婦関係 を象徴す るもの として も利用 されている。

　先ほど言及 した 『灯台へ』 の晩餐会の場面では、 目玉 となる肉料理 「ブフ ・アン ・ドー

ブ」が匂 いや色、食感 を伴 って、おい しそ うに描写 され る。この描写 とは反対 に、『自分だ

けの部屋』では、極 めてまず く見える食事が登場す る。

Here was the soup. It was a plain soup. There was nothing to stir the fancy in 

that. One could have seen through the transparent liquid any pattern that there 

might have been on the plate itself. But there was no pattern. The plate was 

plain. Next came beef with its attendant greens and potatoes- - a homely trinity, 

suggesting the rumps of cattle in a muddy market, and sprouts curled and yellowed 

at the edge, and bargaining and cheapening, and women with string bags on 

Monday  morning.  .  .  . Prunes and custard followed. And if anyone complains that 

prunes, even when mitigated by custard, are an uncharitable vegetable (fruit they 

are not), stringy as a miser's heart and exuding a fluid such as might run in misers' 

veins who have denied themselves wine and warmth for eighty years and yet not 

given to the poor, he should reflect that there are people whose charity embraces 

even the prune. Biscuits and cheese came next, and here the water-jug was 

liberally passed round, for it is the nature of biscuits to be dry, and these were 

biscuits to the core. (A Room of One's Own,  21-22)

このまずい食事は、その時、感 じた苦々 しい思いを語 り手に思、い起 こさせ る。 この食事の

味、食感 、匂いの記憶 は、語 り手の心 と身体の中に刻み込まれ、語 り手のフェミニス ト的

な怒 りと結びつき、食 を通 して独 自のジェンダーの政治学を示す例 ともなっている。さら

にこの中で、食事の 「まず さ」が直接的な言葉ではな く、色や匂い、味、食感 によって描

かれてい るよ うに、感覚表現を重視 してい るモダニズム小説において、感覚表現 と食事の
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描写は切 り離せ ないものであ り、モダニズム小説 において食の表象 は、その実験性 とも結

びついた重要な役割 を担っている。以上見てきたよ うにモダニズム小説 において、食事の

描写は、物質的、身体的な ものと精神的なものがいかに相互に影響 し合っているのかを示

す手段 ともなってお り、単なる外見描写に留まらない、重要な意味を持っているといえる

だろ う。
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『ダ ロウェイ夫 人』 の 日本語 訳 につ いて は丹治 愛氏 の もの を引用 、 参照 した。

1.「 安静 療法 」は、ア メ リカ の女性 作家 のPerkins　 Gilmanが 受 けた こ とで知 られ て い る。

　 ギル マ ンは その治 療 の過酷 さを、The　 Yellow　 Wallpaperの 中で抗議 を込 めて書 い てい る。

2.『 ダ ロウ ェイ 夫人 』と優 生 学 との 関 りにつ いて は、Bradshaw(xxiv-xxix)やChilds(38-57)、

　 Greenslade(211-233)、 武 田氏 を参 照。 ま た この優 生学 は、19世 紀後 半 に流 行 し、 ウル

　 フの 同時代 の作家 た ち も強い影 響 を受 けた 思想 で あ る。 この 点 につ い て は、Greenslade

　 や加 藤洋 介氏 を参 照。

3.『 ダ ロウェイ夫 人』 の 中の 階級 意識 の問題 につ い て は、Zwerdling、 市川氏 、遠 藤 氏 が

　論 じて い る。

4.食 欲 は、 しば しば小説 の 中で、性欲 と結 び付 けて描 かれ る。小 説 の 中の食欲 と性 欲 との

　 関 りにつ い て は、Fosterを 参 照(7-21)。

5.キ ル マ ンの食欲 と性 欲 との関 りにつ い て は、加 藤 め ぐみ 氏(98)や 高井氏(109)も 指摘 し

　 て い る。

6.グ レニー に よる と、ウル フは安 静療 法 の治療 に よって、1913年 の10月 に8ス トー ン7

　 ポ ン ドで あった体 重 が、1915年 の10.月 に は、12ス トー ン7ポ ン ドまで増 えてい た と

　 い う。ウル フの身長 に対す る平均 体重 が9ス トー ンか ら9ス トー ン7ポ ン ドで あ った こ

　 とを考 え る と、 これ ほ ど体 重 を増や す必 要 が あった の か とグ レニ ー は疑 問 を示 してい る

　 (61)0

7.グ レニー は、 義兄 に よっ て ウル フに性 的虐 待 が行 われ た場 所 が、 「夕食 用 の皿 を入れ る

　 た めの棚 だ った」 こ とを指 摘 し、 ウル フ の摂 食 障害 と性 的虐待 の関 りにつ い て述べ てい

　 る(17)。

8.シ ョウォル ター は 、 「安 静療 法 」は 当時、 「非 常 に女性 的 な治療 」で あ り、 シ ェル ・シ ョ

　 ッ ク の 男 性 患 者 の 治 療 と して は効 果 が な い と考 え られ て い た こ とを 指 摘 して い る

　 (xli-xlii,2000)0

9.拒 食 症 を経 験 した内海 氏 が、拒 食症 にな って か らは、 「生 き るす べ て が食事 にな った。
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生きる目的 も食事、楽 しみ も食事、辛いの も食事...食 事時間を中心に生きている」(107)

と述べているよ うに、今 日では、摂食障害 としての拒食症 も過食症 も、共に食べること

にとらわれた病である と考 えられてい る。この点にっいては、 上原氏、下坂氏、野間氏

を参照。

第2章 　 Virginia　 Woolfに お け る食 の政 治 学

第1節 　 To　the　Lighthouseの 中の 「食 べ られ る女 たち」

1.ウ ル フ は両性 具有性 につい て 『自分 だ けの部屋 』 で言及 してい る。 この問題 につ い て

は、本論 文 の第2節 「OrlandoとA　 Room　 of　One's　Ownに み る 「教養 に裏 付 け られ た食 い

意 地」」 の註1を 参 照。

第2節 　 OrlandoとA　 Room　 of　One's　 Ownに み る 「教養 に裏 付 け られ た食 い 意地 」

1.ウ ル フは 、理想 の作家 の精神 を 「男 性 的で女 性 的 な精 神 」で ある 「両性 具有 の精神 」 と

　 してお り、そ うした精神 を持 った作家 として シ ェイ クス ピア の名 前 を挙 げて い る。「両性

　 具有 」 の精神 とは、 も とも とColeridgeが 述 べ た もの であ り、 ウル フは 『自分 だ けの部

　屋 』 の 中で 、 コー ル リッジ の 意 見 につ い て言 及 して い る(A Room　 of　Ones's Own,

　 128-129)。 ま たオー ラ ン ドは 、 ウル フの友 人 で あ り恋 人 で あっ たVita　 Sackville-West

　 をモ デル に してお り、オ ー ラ ン ドの両性 具有 性 は、 ヴィ タの両性 具有 的 な性 質 とも関 わ

　 ってい る。

第3章 　モ ダニ ズムの食卓

第1節 モダニズムの 「料理男子」
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1.村 上春樹は、作 中に登場す る料理のレシピを集 めた 『村上 レシピ』 とい う本があるほ

　ど多 くの小説の中で 「料理男子」を描いている。「料理男子」が登場す る村上春樹の小説

　として、『ね じまき鳥 クロニクル』や 『世界の終 りとハー ドボイル ド・ワンダーラン ド』

　な どがある。『世界の終 りとハー ドボイル ド・ワンダー ラン ド』では、愛す る女性 のため

　に主人公が度々手料理 を振 る舞 ってい る。

　 私 は鍋 に湯 をわ か して冷蔵 庫 に あった トマ トを湯 む き し、 にん に く とあ りあ わせ の

野 菜 を刻 んで トマ ト ・ソー ス を作 り、 トマ ト ・ピュー レを加 え、そ こにス トラスブル

グ ・ソーセ ー ジ を入 れ て ぐつ ぐつ 煮込 ん だ。 そ してそ の あいだ に キ ャベ ツ とピー マ ン

を細 か く刻 ん でサ ラダ を作 り、 コー ヒー メー カー を入れ 、 フラ ンス ・パ ンに軽 く水 を

ふ っ て ク ッキン グ ・フォイル に くるんで オー ヴン ・トー スター で焼 いた。 食 事 がで き

あが る と私 は彼 女 を起 こ し、居 間 のテー ブル の上 の グ ラス と空 の瓶 を下 げた。(村上 『世

界 の終 りとハー ドボイル ド ・ワン ダー ラ ン ド』579-580)

この食事 を食べた女性は、「おい しかったわ。こんなに手のこんだ朝 ごはんって久 しぶ り」

とその手料理 を絶賛 している(581)。 『ね じまき鳥クロニクル』では、失業 中の主人公が

働 く妻のために食事を用意す る場面がある。

僕はクミコが帰ってきたらす ぐに料理にかかれ るよ うに支度 を調 えていた。たい した料

理ではない。薄切 りの牛肉 と、玉葱 とピーマンともや しを中華鍋で強火 で一緒 に妙 め、

塩 と胡椒 を振 り、醤油をかける。そ して最後にビールをさっ とかける。(村 上 『ね じま

き鳥 クロニクル』57)

手料理で妻を喜ばせたい とい う彼の努力 はむなしく、そ うと知 らず に妻 の嫌 いな料理 を
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作って しまったために、かえって妻の機嫌 を損ねて しま う。 このよ うに村上春樹の小説

では度々 「料理男子」が登場 し、彼 らは愛す る女性たちのために料理 を作っている。

　 日本の現代小説 に見 られ る 「料理男子」 として他に、坂木司の引きこも り探偵 シ リー

ズ 『青空の卵』、『仔羊の巣』、『動物園の鳥』 の探偵役 の鳥井真一や橋本紡の 『九っの、

物語』の主人公の兄禎文、『自炊男子一 「人生で大切なこと」が見つかる物語』の主人公

イケベな どがい る。鳥井は、料理を 自分 の趣味 として楽 しんでお り、主人公 の男性坂木

のために、手料理 を振 る舞 う鳥井は、坂木に とって恋人や妻のよ うな存在 として描かれ

ている。ホー ムズ とワ トソンの関係 に重ね られた強い絆で結ばれたこの二人 のホモ ソー

シャルな関係 は、極めて同性愛 関係 に近い ものである。『九つの、物語』の禎文は、妹 の

ゆきなのために料理を し、一時的に食べ物が食べ られなくな り、拒食症 のような症状 を

示 した彼女に 自らの手で食事を与え、彼女 を介抱 している。『自炊男子一 「人生で大切 な

こと」が見つか る物語』は、男子大学生イケベが 自炊 をす るようになったことで、人間

的に大き く成長す るとい う物語である。

　 また 日本の漫画の中に登場す る 「料理男子」 としては、テ レビ ドラマ化 もされたニノ

宮知子の 『のだめカンタービレ』の千秋真一や 『にが くてあまい』の渚 などがいる。千

秋 は、天才 ピアニス ト野 田恵の才能 にほれ込み、 ピアノに没頭す るあま り食生活が不規

則 になる彼女 に、お手製の手料理 を食べ させ 、献身的に彼女 を支えてい る。『にが くてあ

まい』では、家事が苦手なキャリア ウーマ ンの女性 と同居す るベジタ リアンでホモセク

シュアルな男性である渚が彼女のために料理 をし、野菜嫌いの彼女の食生活 を改善 して

い く。 とりわけ漫画の中で、家事能力が低い 「干物女」 と料理男子の組み合 わせが しば

しば見 られる。 こうした 「干物女」像は、女性は料理 が うまく、きれい好 きであるとい

う女性に対す る従来のステ レオタイプを壊す ものであ り、それ に対 して料理男子たちは、

彼女たちの苦手分野を補っている。漫画の中の料理男子 として他 に、よしながふみの 『き

の う何食べた?』 の主人公覧史朗がお り、史郎は同棲す る恋人 の男性ために料理を して

お り、 この物語は、二人の食卓 を囲む様子 を中心に同性愛 のカ ップルの 日常を描いてい
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　た ものである。

　 こ うした 「料理男子」たちの他者 とりわけ愛す る者 に食べ させたいとい う欲望は、時に

　彼 らをプロの料理人になることへ と駆 り立てている。「料理男子」か ら料理人になった人

　物 としては、テ レビ ドラマ化 された水城せ となの 『失恋シ ョコラティエ』の主人公の小

　動爽太を挙げることが出来 る。彼は片思いの相手であるチ ョコレー ト好 きの女性 のため

　 にチ ョコレー ト職人になる。

2.「食べ させ る女」 と 「食べる男」 とい う食の性別役割分担については、坪井氏 を参照

　(452-460)a

3.こ うした主婦のよ うな 「料理男子」として他に荒木源の 『ちょんまげぷ りん』の江戸時

　代か らタイムス リップ してきた侍、木島安兵衛がお り、彼 は、働 くシングルマザーに代

　わ り料理 をは じめ とす る家事や育児 をしている。『植物図鑑』のイツキや 『ちょんまげぷ

　 りん』の安兵衛 と同居する女性たち との関係では、男性が外で仕事をし、女性が家 を守

　 り、家事 をす るとい う一般的な男女の性役割が逆転 している。 しか しどちらの小説でも

　 この関係は最終的に変化す る。『植物図鑑』では、さや かはイツキの指導によって料理 が

　出来 るようにな り、イ ツキも仕事を得 る。そ して 『ち ょんまげぷ りん』でも保兵衛は、

　天才パテ ィシエ として活躍す るよ うにな り、再び江戸に帰ったことで叶 うことはなかっ

　たが、保兵衛 は、家事や育児を女性 と二人で分担す ることを決意 している。 このよ うに

　 『植物図鑑』 と 『ちょんまげぷ りん』では、男女が共に家事 と仕事をす るとい う男女の

　対等な関係 が模索 されている。

4.シ ョウォル ターは、SexualAnarchy:Gender　 and　Culture　at　theFin　 de　Siecleの 中で

　 「性のアイデ ンテ ィテ ィー と性の営みを支配 してきた規範全てが崩壊 した」「性のアナー

　 キーの時代」(3)で ある19世 紀末 と現代について 「世紀末の性のアナーキー と現在 のジ

　 ェンダーの危機 の問には並行関係」が見いだせ るのではないか と指摘 している(18)。

5.現 在の 日本 でも、「料理男子」は時 として、料理の ような女性的なものを好む男性 とし

　て女性化 した男性のイ メージを連想 させ る。 日本で 「料理男子」や 「イクメン」が定着
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　 し、『ち ょんまげぷ りん』の作者荒木源をはじめとした男性 の専業主夫が社会 の中で少 し

　ずつ認め られ るようになる前は、料理や裁縫 といった女性 らしい ものを好む男性 を、同

　性愛者 と結びっける傾 向があった。「男子厨房に入 らず」とい う言葉があるように、家庭

　で男性が台所仕事 をす ることを否定的に捉 える見方は依然 として残 っている。現在でも

　 「料理男子」 は、時 として乙女の ような男性 を表す 「乙メン」や男 らしくない女々 しい

　男性 「草食系男子」の代表 として椰楡 され、その女性的で家庭的な性質が男 らしさの欠

　如を表す もの として、非難 の対象にもなってい る。

6.上 流階級の作法や話 し方 を身 に着けたメラーズの特徴は、上流階級の人々 とじかに接

　する、執事や女中や家庭教師な どの上級 の使用人や一流店 の店員な どに見 られ るもので

　 ある。例 えば 『日の名残 り』の中で、雇い主にもらった衣装を身に着 け、雇い主に借 り

　た車 に乗 った執事のJames　 Stevensは 、一人で旅行中に、村人たちから上流階級の紳士

　 に間違われてい る。

7.ア リソン ・ライ トは使用人に頼 りきっていた 当時の女性 たちが、料理や掃除 といった家

　事能力がほとん どなかったことを指摘 している(233-234)。

8.こ れ らの小説の中で、掃除や皿洗い、洗濯 など多 くの家事労働の中でなぜ料理が特別 な

　扱 いをされてい るかについては、料理が他の家事の仕事 よりもよ り創造的な行為であ り、

　 より専門性の高い高度な技術を求め られ ることや、男性の料理人が多 く存在す ることに

　加 えて、家事使用人の中でもとりわけ料理人が際立った存在であったことにあるよ うに

　思われる。料理人 にとって台所 は、聖域であ り、時 として、家 の女主人 さえも入ること

　が許 されなかったほど料理人は、使用人の中で も権威 を持 った存在 であ り、腕のよい料

　理人は、家庭の中で宝の ように大切 にされた とい う。 こ うした料理人のイギ リスでの位

　置付 けについては、新井氏(2011,99-127)を 参照。

第2節 　 Virginia　 Woolfの 台所
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1.ソ フィー とウル フの関係 につ い てはSusan　 Dickと ア リソン ・ライ トに大 い に依 拠 して

　 い る。

2.使 用 人 問題 につ い ては 、川村 氏 と小林 氏 を参 照。

3.こ の点 は 、市川 氏 や遠藤 氏 を参 照。Patricia　 Juliana　 Smithは ク ラ リッサ の キル マ ンへ

　 の嫌 悪 を同性 愛へ の無 意識 の牽 引 とそれ に よ り引 き起 こ され る同性 愛嫌 悪 で あ る 「レズ

　 ビア ン ・パ ニ ック」 と見 てい る。

4.ウ ル フ とネ リー な どの使 用人 た ち との 関係 につ い て は、ア リソン ・ライ トに大 い に依 拠

　 してい る。

5.自 ら料 理 をす る こ とは 、食 事 の管理 を 自ら行 い、他人 に食 事 を コ ン トロール され る こ と

　 を避 ける とい う大 きな メ リッ トが あ った。 現代 の何 人 かの研 究者 は 、 ウル フが摂食 障害

　 で あ った とみ な して い るが、 ウル フの料 理 へ の情 熱 も摂食 障 害 が食 べ物 へ の嫌 悪 と同時

　 に食 べ物 へ の強 い関心 を伴 った病気 で あ る こ とと無 関係 で はない だ ろ う。 ウル フは特 に

　 精神 的 に調子 が 良 くない 時、食 べ るこ とを拒 む こ とが あ り、 そ う した時 は、夫 の レナー

　 ドに よって しば しば食 べ る こ とを強要 され た。 おそ ら く自分 で料理 をす る こ とで 、食 事

　 を好 きな場所 で好 きな時 間 に食 べ るこ とが 出来 、料理 は彼 女 に とっ て他 人 に食 事 を管理

　 され 、食 べ る こ とを監 視 され るこ とか ら逃れ る手段 ともな った のだ ろ う。 ウル フ と摂 食

　 障 害 との 関 わ り に つ い て は 神 谷 氏(22)、 シ ョ ウ ォ ル タ ー(268-269)、 グ レニ ー

　 (viii-ix,16-18)を 参 照。　 ま た この点 は、本 論文 の第 一 章、 第一節 で詳 しく述 べ てい る。

6.フ ォー ス ター は、 ウル フが描 く世界 が支配 階級 に 限定 され て い る こ とを批 判 してい る

　 (250-251)。

第4章 　色 と味 と匂い のハーモ ニー　モ ダニズム小説 の中の感覚表現

第1節 　 Mrs　 Dallo　wayの 色使 い
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『ダロウェイ夫人』の 日本語訳については丹治愛氏の ものを引用、参照 した。

1.ウ ルフは、姉のヴァネ ッサ・ベルやDuncan　 Grantな どの同時代の画家や、　Clive　Bell、

　 ロジャー ・フライ といった著名な美術評論家 と深い親交があ り、当時の絵画か ら強い影

　 響を受けたことはよく知 られてい る。ウルフの小説 とポス ト印象派の絵画 との関わ りに

　 ついては、宮田氏、丹治氏を参照。

2.こ の ことについては、ブ ラッドシ ョーや武 田氏を参照。ちなみにこの優生学は、19世

　 紀後半に流行 し、ウル フの同時代の作家たちのテクス トにもその影響の痕跡 を見ること

　 ができる。 この点については加藤洋介氏を参照。

3.不 調和なものの中か ら調和を生み 出す試みは、印象派の絵画が視覚的な印象を描き出

　 したのに対 して、その中か らさらに調和 を生み出そ うとす るポス ト印象派の絵画 とも類

　 似す るものである。また森氏は、スーラの点描画 と 『ダロウェイ夫人』の文体構造の類

　 似 を指摘 してい る。

第2節 　 味覚 の記 憶―Ulyssesの"Calypso"に お け る食 べ物 の消化 と記憶 のイ ンター テ ク

　 　　 　 スチ ャ リテ ィー

1.こ の 点 に つ い て は 、 エ ル マ ン の"The　 Linati　 Schema"を 参 照 。

第3節 　 Flushに おける食が結ぶ絆 と匂いの美学

1.こ の点 はス クワ ィアーやHermanが 指 摘 してい る(Squier　 122-123、 　Herman　 548)。

2.父 権社 会 の権力 と肉食 の結 びつ き につ いて は、Carol　 J.Adamsを 参 照。

3.ウ ル フ 自身 が 『フ ラ ッ シ ュ 』 に 付 け た 註 の 中 で 、 ウル フ は 「犬 の 心 理("canine

　 psychology")」(114)に つ い て言及 して い るが 、彼 女 は 、 フ ラ ッシ ュの心 理 を描 く際、
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　 ある程度 は、人間の心理 に重ね合わせてお り、こ うした心理描写には、フロイ トの影響

　 が うかがえる。

4.Flintは 、フラッシュが誘拐 され、ゆす りの対象 となる際、血統書っ きで、繁殖 させ る

　 ことが可能であるフラ ッシュが、「経済的な交換物」として価値 があることを指摘 してい

　 る(xxii)。

5.こ の点はスクワィアー(130)も 指摘 している。

6.『 フラッシュ』における女性 と動物 の類似についてはフ リン トも指摘 してい る(XXV)。

7.イ ギ リス文学における解放空間としてイ タリアの役割 については石塚氏 を参照。

8.イ タ リアに逃れた後、父親 の支配か ら解放 され たブラウニング夫人 と階級制度か ら解

　 放 されたフラ ッシュは、お互いの差異 をさらに強めてい くことになる。イタ リアでフラ

　 ッシュが 「匂いの世界」にどっぷ り浸かってい くのに対 して、ブ ラウニング夫人は言語

　 の世界、すなわち詩作に没頭 し、ヴィク トリア朝の父権的な重圧 の下で、抑圧 されてき

　 た女性の声を詩によって表現 している。そ して徐 々に二人の共依存関係 も薄れていく。
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